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ー
ラ
ン
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問
題
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ド
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ツ
問
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あ
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独
立
ポ
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本
節
で
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1

費
手
段
用
原
材
料
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助
材
料
生
産
部
門」

：
を
検
出
す
る
が
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こ
の
場
合
対
象
と
す
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消
費
手
段
用
原
材
料
•

補
助
材
料」 

と
は
、
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本
誌
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七
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の
第
二
章
第
一
節
、
.序
で
指
摘
し
た
一
ご
と
く
、
廷
回
的
生
産
の
ど
こ
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
れ
、
消
費
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段
の
：原
材
料
，.補
助
材
料
と
し
て
機
能
す
る
原
材
料
.
•
補
助
材
料
す
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で
あ
る
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賢
手
段
用
原
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料
•
補
助
林
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生
産
部
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検
出
す
る
場
合
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ら
か
に
し
た
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に
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ま
ず
生
産
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門
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窮
極
的
市
場
構
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と
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直
接
的
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派
路
構
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し
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み
る
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が
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効
で
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る
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あ
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産
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八
額
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需
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さ
れ
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統
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あ
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た
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の
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り
低
い
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で
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ま
れ
て
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る
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の
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ち
い
く
つ
か
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費
手
段
用
原
材
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助
材
料
生
産
部
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し
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く
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ら
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の
窮
極
的
な
消
費
支
出
农
存
度
に
は
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サ
ー
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部

門

ぬ

：
た
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オ

る
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費
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出

に(

依

存

.す

る
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分

が

か

な

り

ふ
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ま
れ
て
い
る
。
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前
稿
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第
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9

表
⑴
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の
か
つ
こ
内
0:

比

率

参

照

)

.-
1
パ
ル
。フ
.
紙」

.
の
場
合
に
吹
、
宣
伝
.
:̂

告
V
包
装
等
、「

私
油
製
品」
.の
場
合
は
サ
ー
ビ
ス
諸
部
門
で
使
う
燃
料
等
で
あ
る
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そ
れ
ゆ
え
こ
れ
ら
部
門
は
除
外
し
た
。
■ 

.
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つ
ぎ
に
、
消
費
手
段
の
原
材
料
•

補
助
材
料
生
産
部
門
の
検
出
は
：「

基
本
表」

部
門
を
単
位
と
し
て
行
な
う
の
で
、『
窮
極
的
市
、場
構
成』

に 

お
い
て
消
費
支
出
依
存
度
が
高
い「

統
合
表」

部
門
の
な
か
で
、
こ
れ
ま
で
：に
：

「

消
費
手
段
生
産
部
門」

、
.

「

準
消
費
手
段
生
産
部
門」

と
し
て
検 

出
さ
れ
な
か
っ
た
一
部
の
.「

莶
本
表」

部
門
の
検
討
を
こ
こ
ろ
み
る
必
要
も
あ
ろ
う
。『

窮
極
的
市
場
構
成』

.
に
お
い
て
消
費
支
出
依
存
度
が
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:

い
と
い
う
こ
と
は
、
直
接
消
費
さ
れ
る
も
の
と
、
.窮
極
的
に
消
費
さ
れ
る
も
の
と
を
あ
わ
せ
て
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
窮
極
的
消
費
支
出
依
存
度 

め

高

い「

統
合
表」

部
門
の
な
か
で
：「

消
費
^

段
生
産
部
門」

、「

準
消
費
手
段
生
産
部
門」

と
し
て
規
定
さ
れ
な
い「

基
本
表」

部
門
が
あ
れ 

ば
、.
こ
れ
は
8|
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膨
.
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消
費
支
出
に
依
存
す
る
消
費
手
段
原
材
料
の
生
產
を
行
な
っ
て
い
る
部
門
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
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表
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こ
の
観
点
か
ら
選
ん
だ
部
門
で
あ
る
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こ
の
場
合
、
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「

¥'

消
費
手
段
生
産
部
門」

と
規
定
さ
れ
た
部
門
で
も
、
消
費
手
段
と
な
ら
な
い「

中
間
需
要」

部
分
の
う
ち
、「

消
費
手
段
用
原
材
料
•
補
助 

材
料
1_

と
し
て̂

能
す
る
も
の
が
大
部
分
で
あ

り

、

そ
の
実
額
も
大
き
い
も
の
は
、「

消
費
手
段
用
原
材
料
，
補
助
材
料」

の
生
産
部
門
と
し
て
も
無
視
で
き 

な
い
の
で
、『

窮
極
的
市
場
構
成』

に
お
い
て
消
费
支
出
依
存
度
の
き
わ
め
.て
高
い
部
門
の
う
ち
右
の
ょ
う
な「

基
本
表j

部
門
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
も
の
を 

.
も
掲
げ
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

以
上
の
ご
と
く
、r

消
費
手
段
用
原
材
料
，
補
助
材
料」

の
生
産
を
.検
討
す
る
場
合
、『

窮
極
的
市
場
構
成』

と
直
接
的
販
路
構
成
と
を
対
比• 

検
討
す
る
こ
と
は
、
有
効
な
手
段
と
い
え
る
が
'

前
稿
㈡

第
一
章
第
五
敵
で
指
摘
し
た
ご
と
く
、『

||

極
的
市
場
構
成』

.

の
計
算
は「

統
合
表」 

部
門
単
位
に
し
が
行
な
い
え
な
い
の
.
で
、「

統
合
表」

の
な
か
に
種
々
の「

基
本
表」

嘟
門
が
統
合
さ
れ
て
い
る
場
合
、

と
く
に
機
能
の
全
く
異 

'な
'̂

部
門
が
統
合
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
各

「

基
本
表」

.

部
門
の
販
路
構
成
を
、「

基
本
表」

、
さ
ら
に
は『

調
整
作
業
部
門
別
産
出
表』

に
ょ 

っ
て
く
わ
し
く

検
討
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。

こ
う
し
た
分
析
に
ょ
っ
.
て
"

種
.々
の
：「

基
本
表」

部
門
を
統
合
七
た「

統
合
表」

部
門
の 

「

窮
極
的
市
場
構
成」

'.

の
内
容
自
体
も
、
.:

正
し
く
把
え
ら
れ
§

」

と
と
な
ろ
う
。
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n - i o 表 「消费手段用原材料•.補助材料生産部門丄検出のための表(その2 )

「統合表J 

部 門

中間爾耍 

%

消费支出

「速 本 表 J 

部 H

中間需要 消费支出 中間需要 
m 額

(100万円)

八額％
'消奴支出、
による誘 
発総額

Ib  額

A額

%

A額

その他の 

食料品

32.3 67,7

(99.1)

命 合 飼 料 ' 

砂 糖
野菜果実加工
パ ..ン .集:子： 

その他の食料•.品...

100.0

79.7

0,8 
.24.7

0

20, 3
95.2
99.2
75.3

78,646 

210, 359 
16,660 
2,912 

114,274

消费手段生産部門 

消赀手段生産部門 
消32手段生産部門

，織 物， 
その他の 

繊 維  

製 品

54,8 44.9

(86.0)

染 色 整 理  

合成織維織物 

麻 織 物  

ロ —プ • 漁網 : 

その他の繊維製品 

メ リャズ製品 
絹 ，人絹織物 
綿..，ス.フ織龄'
_毛 : 織 ....'物：

100.0 

71.9 

92. 7 

100.0 

65.2 
4.6 

41.4 
57.3 
37.6

0

28.1

3.0
0

32.2
95.4
58.5

' ■.. 
42. 6
62.2

143, 053 

78,484 

6,500 

21，253 

64.691 
4,876 

54,302 
145,710 
74,701

-i

消费手段生産部門 

準消赀手段生産部門 
準消赀手段生産部門 
準消赀手段生產部門

屠殺•肉 

• 酪農品

24.0 76.0

(98.3)
屠 殺 

肉 製 . '  :品 

m 農 品

38.9 

10.5 

13.2

61.1 

89.5 

86,7

51,168

4,854

16,660

準消践手段生産部門 

消赀手段生産部門 

消费手段生産部門

漁 業 49.7

淵

海 面 漁 業  

捕 m 業 

内 本 面 漁 業

51.9 

45.0 

8.6

48.1 

55.0 

91.4

145,936 

7,157 

1,120

準消费手段生産部門 

準消费手段生産部門 

消毀手段生産部門

本表の.注意は，.n — 9 表を参照。，.■.. ■ .； .

そ
れ
ゆ
え
、
本
節
で
は
ノ
こ
れ
ら
の
検
討
を
綜 

合
的
に
行
な
つ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、，
あ
る
部
門
の
販
路
構
成
.の
検
討
に
よ
つ 

て
、'
そ
の
部
門
の
産
出
物
の
う
ち
、

「
消
費
手
段 

用
原
材
料
V
補
助
材
料」

と
し
て
機
能
す
る
部
分 

を
推
定
す
る
場
合
、
そ
れ
が
販
売
さ
れ
て
い
く
生
、
 

産
部
門
の
機
能
.に
準
じ
て
、
販
売
さ
れ
て
'い
つ
た 

原
材
料•

補
助
材
料
の
機
能
を
推
定
す
る
と
い
う 

方
法
■を
と
つ
た
。
た
と
え
ば
:>
あ
る
部
門
の
産
出 

物
が
、
A

額
の
う
ち
九
〇
％
が
消
費
手
段
と
し
て 

直
接
消
■費
さ
れ
る
-.

消
費
手
段
生
産
部
門」

と
、

A

額
の
う
ち
六
〇
％
が
直
接
消
費
さ
れ
ニ
五
％
が 

消
費
手
段
用
原
材
料
と
し
.て
機
能
す
る「

準
消
費 

手
段
生
産
部
門j

に
販
売
さ
れ
る
場
合
に
は
.、
前
：
 

者
に
販
売
さ
れ
た
も
の
の
九
〇
％
、：
後
者
に
販
売 

さ
れ
た
も
のQ

計
八
五
％
が
、

「

消
費
手
段
用
原 

.材
料•

.補
助
材
料」

と
し
て
機
能
す
る
と
推
定
し 

た
。
こ
れ
ら
の
推
定
の
基
準
と
す
る
比
率
は
、
す

日
本
資
本
主
義
：の
再
生
産
構
造
分
析
試
論
.

■
,
ふ
-
:
:
'
v

'

v

:
 

:

:
:
、 

,
m
i

 

(

八
ニ
三)

-

n —9 表 「消嫂手段用原材料• 補助材料生産部門j 検出のための表（その1 )

「統 合 表 J 

部 門

中間需耍 

%

消费支出
A 額％

f消毀による、
誘 発 総 額 !
[b  m%)\

「签 本 表 」部門

»

中間镭耍 消廣支出 「中間箱要j
m  ' m

(100万円）

A 額

%

A 額

%

工 芸 作 物
105.1 A 5.lif工芸作物（戡維用を除く） 

(8 0 .3 ) |i繊維用工芸作物
99.0

110.6
1.0 

A 10.6
158,701 
194,416

化学繊維紡攒
99.7 0.3丨 / ス フ 紡  

(85. 5) |t合 成 繊 維 紡
100.0 
99,4 o i

54,116
78,484

化学繊維原料 : 99.9丨 (84。2_ 盖 1 1 最 8
100.0 

99,9
0

0.1
106,253 
142,332

繊維用畜産
100. 2

(83.8)
同 左 101,295

天然織維紡績 97.8

1
2. 2| 

(85.7)

m  糸 
綿 紡 
毛 ' 紡 

1麻 紡

99.4 0 .6 
99. 4 0. 6 
94.3 5.7 

100.0 0

64,710 
228,856 
136,463 
13,677

一 般 作 物
82 .1 17. 2 

(98. 5)

「平 亨 
1その他の耕種作物（注1) 
1果 樹(注2)

99.9
50.2

0.1
49.8
74.9

1,139, Oil 
194,259 
18,804

基礎化学薬品
99.7 0

(70.6)

丨無機基礎化学薬品 
有機基礎化学薬品 
合 成 染 料

合 成 樹 脂 ； 
イ 匕 学 肥 料  
，その他の基礎薬品

100.0丨 0 
100.0 0 
99.3 0 .5 
86.5 0 

100.0 — 
100.0 0 
100.0] 0

148,213 
212, 310 

23, 623 
12,813 

109,076 
148,755 
133,100

そ の 他 の
畜産，養掘

70,9 27.2 
(95 .3)

f家畜，家禽(扱維用を除く）
j 養 蚕
1農業サ一ビス

63.lj 34. 6 
99. 8 0, 2

100. o| 0

185, 792 
54,182 
25, 881

その他の化学 
製品

68.1
' (7ぉ

f動 植 物 油 脂
，塗 . 料
1その他の化学薬品(注3) 
1医 薬 品 （注4)

100. o| 0
97.8 1.8 
62.1 37.8 
48.3L 49.5

. 1 '

I 54,956 
93,674 
125,185 
83,702

本表作製上の注意は, すべて前稿㈡ 第一章第五節を参照されたい。

なお本表作製の基礎となっているのは，前稿㈡ の第n —i 表である。

注1 . 「その他の耕種作物j は，前稿第二章第一節で「準消費手段生産部門j と規定した。

前稿㈡ を参照。以下同様。 .
注2. 「果樹」は，「消費手段生產部門』と規定した。 :

注3. 「その他の化学薬品」は r準消費手段生産部門J と規定した。 こ の 部 門 の 逍 に  

ついては，考慮すべき点があるので注意を要する。前稿㈢ を参照？
注4. 「医薬品」は r消費手段生産部門」 と規定した。 この部門の^ ^ については，考 

慮を要するので前稿㈡ を参照されたい。



:べ
セ
前
稿
_

1

1

章
、
第
一
節
お
ょ
び
本
稿
第
一
一
節
で
行
な
っ
た
検
討
結
果
を
利
用
し
た
。

.

.

.

.

.

.

'/
ま
.た
：、':「
消
費
手
段
生
産
部
門」

、「

消
費
手
段
用
原
材
料
•

補
助
材
料
生
産
部
門」

等
の
分
類
：は
、ノ「

基
本
表」

.
部
門
を
単
位
と
し
て
行
な
っ
て

い
る
が
、
原
材
料
の
機
能
の
検
討
ぬ
我
い
て
は
、
'.
:'-か
.な
り
多
く
の
場
合
，：
あ
る
，部
門
の
_

物
の
：販
路
を
-.
\『

^

え

、
.そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

'

.

.

,

:

ペ

ー
:'
-

.

.

.

.

':
:
:
.
'

ぁ
る
：

「

基
本
表

*-
/部
門
へ
喊
売
さ
れ
た
場
合
、.'
.そ
の
：

「

甚
本
表
卜
部
門
が
会
#'
レ
い
で
明
ら)

か
に
、:「

消
費
手
段
生
產
部
門

」

、
.

：

あ

る

い

は「

消
費
手
段
用 

'
;-
';
-

.
原

#料
生
産
部
門
Tで
あ
る
場
合
に
は
、
そ
こ
へ
販
売
さ
れ
た
原
材
料
の.機能
の
：换
討
は
容
易
で
：あ
る：。:'
:

.

し
か
し
な
が
ら
、.
：ー.
つ
.の
.「
基
本
表」

部
門
に
-
い
く
つ
か
の
異
な
る
性
格
の『

調
整
作
業
表』

.部
門
が
ふ
べ
ま
れ
て
い
る
場
入
ロ
^

—

た
と
え
ば
1
コ
ム
製 

品」
(

S

の
な
か
に
'
1ほ
と
ん
ど
が
齋
接
消
費
さ
れ
る
.『

ゴ
ム
製
履
物』

と
，
直
接
消
費
の
ほ
と
ん
ど
な
い
^

ィ
ヤ
，
チ
ユ
ー
ブ
や
そ
の
他
ゴ
ム
製
品
か
ら 

'

.

な

る『
I
V

ム
製
品』

.
と
が
統
合
さ
れ
て
い
る
：場
合
に
.ば
、
;：

「

ゴ
ム
.製
品
,-
''(

基)

.
へ
販
売
さ
れ
た
も
の
が
ぐ『

ゴ
乂
製
履
物』

へ
破
売
さ
れ
た
吖
か
、『

ゴ
ム
製 

品』

へ
販
売
さ
れ
た
の
が
を
見
る
こ
と
は
、
原

♦
補
助
材
料
の
機
能
の
検
討
に
と
っ
て
：不
可
欠
で
‘あ
る
:0
;
.
:
，

:
.

こ
ぅ
し
た
場
合
に
は
、
.あ
る
部
門
の
販
路
を
、『
調
整
作
業
表』

'

部
門
.に
つ
い
.て
み
て
、
与
調
整
作
業
表』

；部
門
ご
と
に
、'
A

額
の
ぅ
ち
の
消
费
手
段
の
比 

_

、
あ
る
い
は
捫
费
手
段
用
原
材
料
の
比
率
を
も
と
め
’
へ
そ
れ
ら
の
比
率
に
応
じ
て
、
そ
の
部
門
に
販
売
さ
れ
た
原
材
料
•
補
助
材
料
が
消
費
手
段
用
原
材 

料
•
補
助
材
料
と
し
て
機
能
す
る
比
率
を
も
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

:.

'■
■.

木
論
で
は
、
こ
れ
ら
推
定
の
く
お
し
い
内
容
は
紙
数
の
関
係
上
書
け
な
か
.
っ
た
、が
、
推
計
の
原
則
は
^

上
の
と
お
り
で
あ
る
。

.
'

.

.か
：か
る
方
法
は
、
当.節
以
降

I
と
く
に
.第
四
節
の:「

労
働
手
段
用
お
ょ
び
広
義■の『

固
定
資
本』

：
_
廉
の
原
材
料
-補
助
材
料
生
産
部
門

」

の
検
出
に 

■'
 

お
い
て 
\

ー
 
同
じ
く
用
い
.た
 
o
.
. 

'
 

'

'

:

.

:

 

V 

,

な
お
、

本
節
で
は
、
関
連
あ
る「

消
費
手
段
用
原
材
料
'
•
補
助
材
料
生
産
部
門」

を
ま
と
め
て
検
討
す
る
方
が
好
ま
し
い
の
で
、
便
宜
上
、
繊 

維
関
係
、.
化
学
関
係
、
食
料
品
関
係
等
に
わ
け
て
考
察
す
：石
。

そ
し
；て
、
全
体
に
供

通
す
る

基
準
に
し
た
が
い
、

各
生
産
部
門
の
A

額
の
約
七 

〇
％
以

上

が

消

擊

簾
|

>

補
助
材
料
と
し
て
_

す
る
も
の
を
、
.

I

手

驚

原

：̂

•

補
助
材
料
|

部
門」

>

8

し
、
消
費
手 

段
暝
材
料•

補
助
材
料
の
生
産
が
主
.で
あ
る
が
'

そ
の
比
率
，が
約
五
〇
ト
.七
〇
％
の
も
の
を「

準
消
費
手
段
用
原
材
料
•

補
助
材
料
生
産
部
閃」

ま
た
、

匾
材
料
生
産
部
門
で
は
'

A

額
の
う
ち
自
部
門
^
:
販
売
が
か
な
り
の
比
率
を
し
め
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
こ
の
場
合
に
は
、
販
路
の
検 

討
は
、

A

額
よ
り

自
部
門
内
販
売
を
控
除
し
た
額(「

A

額—

自
部
門
内
販
売」

と
略
す)

に
つ
い
て
販
路
の
比
率
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

ノ
本
稿
で
は
'.
以
上
の
よ
う
な

方
法
を
と
る
関
係
上
、
：「

統
合
表」

：部
門
、.「

基
本
表」

部
門
、『

調
整
作
業
表』

部
門
が
種
々
用
い
ら
れ
る
た
め
、
 

「

蓮
本
表」

：部
門
は

「
-
_

 ̂

(

基)

、『

調
整
作
業
表』

'部
門
は
.『一

j
;

と
し
て
区
別
し
，
と
く
に「

基
本
表
,-

部
門
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
.

「

統
合 

表」

部
門
に
つ
い
て
の
み
-,——

」
(

統)

.
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

：

.

:■

⑴

繊

霞

係

の

「

消
費
手
段
用
原
材
料
•

補
助
材
料
生
産
部
門」

の
検
出

:
-.: 

.
 

-
 

• 

■.

,
.... 

.
.
.
.
.

 

.

㈠

.

■

, 

. 

■ 

:

 

. 

.

. 

■

,
ま
ず
第
[1
,
9表
の
繊
維
関
係
の「

統
合
表」

部
門
I

「

化
学
繊
維
紐
績」

、
.「

化
学
繊
維
原
料」

、
.「

繊
維
用
畜
産」

、「

天
然
織
維
納
績」

に
つ
い

... 

.

.

.

.

.

:

て
、
B

額
基
準
の
.

「

窮
極
的
市
場
構
成」

の
く
わ
し
い
内
容
を
検
討
す
.る
.と
、.
.こ
れ
ら
諸
部
門
の「

窮
極
的
市
場
構
成
.

」

の
内
容
が
き
わ
め
て
類 

似
1>

て
い
る
.こ
と
、/
ま
た
そ
れ
ら
が
第
1
,表
の「

織
物
•

そ
の
他
の
繊
維
製
品」

の
■「

窮
極
的
市
場
構
成」

の
内
容
と
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
こ 

七
が
注
目
さ
れ
る
。
.

(

第
^

表
参
照)

：
繊
維
関
係
の
原
材
料
生
産
部
門
の
産
出
物
.は
、
a

回
的
生
産
の
ど
こ
に
位
置
す
，る
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
 

加
！ -
!

段
階
を
経
て
、'
結
局
は
、"
そ
の
ほ
と
ん
ど
：の
.部
分
が
、
各
種
の
織
物
、：
メ
.
リ
ヤ
ス
製
品
，
-そ
の
他
の
繊
維
製
品
と
な
っ
、た
う
え
で
、
直
接
消
. 

費
さ
れ
た
り
、
’
'あ
る
.い
1

さ
.ら
に
ぐ
既
製
服
等
0.

衣
服
身
题
品
、
そ
の
：.他
に
如
エ
さ
れP

、：

最
終
市
場
に
登
場
し
て
いV

、

の
で
あ
る
。

し
た
が 

っ
て
、
各
種
す
ベ
て
の「

織
物」

(

雄)

や

「

メ
リ
ヤ
ス
製
品」

$

)

等
，の
繊
維
製
品
を
統
合
し
た「

織
物
•

そ
の
他
の
織
維
製
品」

(

統)

部
門 

め
：：

)

：

「

窮
極
的
市
場
構
获
：

「

：：の
内
容
が
、：：：：繊
亂
関
係
め
.各
種
の
原
材
料
生
產
部
門
の
：「

窮
極
的
市
場
構
成」

' 

を
M

的
に
し
め
す
と
い
う
こ
と
に
な 

る
の
で
あ
る
。

, 

.



.

,

.
 

/

 

三

四

(

八
ニ
六)

*

■そ
れ
ゆ
え
、「

織
物
•

そ
の
他
の
繊
維
製
品」

の

「

窮
極
的
市
場
構
成」

の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
織
物
関
係
の
各
種
原
材
料
、
補
助
材 

料
生
產
部
門
の
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
重
要
な
手
が
か
り
と(

な
る
。

>

:

:

.

\

し
か
し
な
が
ら
ノ
^
統
合
表
卜
の
福
物
へ
そ
の
他
の
繊
維
製
品
’

部
門
は
、
各
種
の
、「

織
物」

(

基)

、
：「

メ
リ
ヤ
ス
製
品」

(

基)

、「

染
色
整
理」 

(

基)

、

r

 

ロ
ー
プ
'
,
漁
網」

(

基)

、
.「

そ
の
他
の
繊
維
製
品
.

」
(

基)

：を
統
合
し
た
巨
大
.な
部
門
で
あ
る
の
で
、
そ

の「

窮
極
的
市
場
構
成」

の
内
容
を

正
蓰
に
把
握
す
る
に
は
> 

各
「

基
本
表」

'
部
門
の
機
能
を
そ
れ
ぞ
れ
く
わ
し
く
検
討
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。.(

前
稿
：

0
：

で
は
、「

メ
リ
ヤ
ス
製

. 

.

品」

：

(

基)

：.を
，「

消
費
手
段
生
産
部
門」
、「

毛
織
物」

(

基)
「

絹
•
人
絹
織
物」

：.(

基)

.、「

綿
:*
.
ス
フ
織
物」

(

基)

を

「

準
消
費
手
段
生
産
部
門」

と
規
定
し
て
%' 

い
た
が
、「

'̂

消
費
手
段
生
産
部
門」

.で
あ
^

各
「

織
物」

に
お
い
て
も
‘、
直
接
消
費
さ
れ
る
比
率
が
四
三〜

六
三
％
程
度
で
.あ
っ
て
、
そ
の
他
は
多
様
な
形
で
他
の

.諸
部
門
へ
販
売
..
加
工
さ
れ
る
：の
で
、
そ
の
う
ち「

消
費
手
段
用
原
材
料
.
.
補
助
材
料」

と
し
て
機
能
す
.る
部
分
の
確
定
も
あ
ら
た
め
て
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。)

.
'
一
 

.-
 

,
 

■■
 

•
 

■
 

•
 

.

.

.

.

■.
.'
 
へ.，. 

■
 

'
 

.
 

,
 

. ■ 

: 

.
 

' 

/ 

■
 

•
 

■
 

■

ま
ず
、「

織
物
.

そ
の
他
の
繊
維
製
品」

の
う
ち
の「
メ
リ
ヤ
ス
製
品」

(

基)

.は
‘ 

A

額
1

0

六
、
五
六
七(

百
万
円)

の
う
ち
九
五
.

四
％
が

直
接
消
費
さ
れ
る
ほ
ぼ
完
全
な
：「

消
費
手
段
生
産
部
門
1

で
あ
る
°

(

前
稿
«

0,
2

表
参
照)

.
'

:
丨
i

•

' 

,

.

.

.
 

.
■■
-
.
.
 

.
 

...
 

、
 

.

.
 

'
 

.
 

■
 

:
r 

•

,

;

-

-

-

.

.

.
 

.

.

.

ら
ぎ
に
、
各
種
の
' -
1

織
物」

(

基)

--

を
み
る
。

ン

.

.「

'

-.

こ
の
場
合
、
rl

織
物」

の
販
路
‘は
き
わ
め
：て
多
様
で
■あ
る
が
、.
す
で
に
'「

序」
で
の
べ
た
ょ
う
な
方
法
で
、「

織
物」

(

基) 

'が
販
売
さ
れ
て
い
く
部
門
の
A 

額
の
う
ち
、
消
費
手
段
お
ょ
.び
消
費
手
段
用
原
材
料
.
補
助
材
料
と
し
て
機
能
す
る
'
比
率
に
準
じ
て
、
.そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
へ
：販
売
さ
れ
る「

織
物」

の
う
ち
、
 

「

消
費
手
.段
用
原
材
料
人
補
助
林
料」

と
し
て
機
能
す
る
と
思
わ
れ
る
部
分
をr

々
推
計
す
る
。
ま

た「

織
物」

に
つ
い
て
は
、
そ
の
販
路
の
多
様
性
を 

■:

反
映
し
て
、「

中
間
需
要」

の
う
ち「

分
類
不
明1

.'.

の
比
率
が
か
な
り
あ
る
の
で
、.
A

額
よ
り「
分
類
不
明」

額
を
控
除
し
て
、
比
率
を
推
計
す
る
こ
と
に
し 

,
.

た
。
こ
の
た
め
、：：前
稿
«.

の
第
0
’表
.の
比
率
と
若
千
の
雀
.
^
が
生
じ
.'て
.ぃ

ま
ず
、
'r

絹
‘

人
絹
織
物」

(

基
}

は
、「

A

額
丨
分
類
不
明
額」

の
う
ち
、
六
三
.

九
％
が
直
接
消
費
さ
れ
る
。
.
こ
の
他
、「

衣
服
•

身
廻
品」 

(

基=

調)

へ
一
四
‘
'四
%

販
売
さ
れ
る
の
を
ば
じ
め
、『

民
生
用
繊
維
製
既
製
品』

へ 

一
,-
•

一一ー％

…
…

#
、
各
部
門
へ
販
売
さ
れ
る

う

ち
、「

消
費 

手
段
用
原
材
料
.
補
助
材
料」

と
し
て
機
能
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
推
計
す
る
と
、
計
約
1
:
五
•

五
%
、

一
 

八
、
'五
三
一
.
へ
百
万
円)

と
な

る
。
し
た
が
つ
て
、
合

計

約

七

九
•

©

%

#
、
消
費
手
段
お
^

び
.「

消

費

手

段

用

原

材

料
•

補
助
材
料」

と
し
て
機
能
す
る
と
い
え
る
。

.

.

、

ン
.

：
 

.

.

:

た
だ
し
、.
前稿

！
！：

で

も

指

摘.し
た
ご
と
く
、「

絹
.
人
絹
織
物」

：

(

基)

の
：な
.か
の
、『

絹
織
物』

と
'
.

『

人
絹
織
物』

'
と
.で
は
か
な
り
機
能
が
異
な
る
の
で
、

.

そ
の
点
注
意
す
る
必
要
が
.あ
る
。

、
絹
織
物』

で
ば
、
直
接
消
費
さ
れ
る
も
.の
が
八
七
，
一
％
に
も
の
ぼ
り
、.
ぞ
の
他「

衣
服
•
身
廻
品」

.(

基=

調)

を
中
心
に
販
売
さ
れ
、,「

消
費
手
段
用 

.原
材
料
•
補
助
#-
,
料」

：と
し
て
機
能
す
る
も
.の
が
六
>

ニ
％
.あ
る
。
し
た
が
っ
'て
、
計
九
三
.

一一..

1
%

も
が
、
消
費
手
段
お
ょ
び「

消
費
手
段
用
原
材
料
•
補 

.:

助
材
料」

と
し
て
機
能
す
る
。
.

:

.:

.
こ
.れ
に
反
し
，『

人
絹
織
物』

で
は
、
.
直
接
消
費
.さ
れ
る
の
は
、
三
〇
•

六
%

に
す
ぎ
な
1>

。

こ
の
皿
、「

ま
服 
'
身
廻
品」

.(

基
H

調)

を
中
心
に
販
売 

.■:
:

,s

れ
"
.「

消
費
手
段
用
源
材
料
•
補
助
材
料」

■
と
し
て
機
能
す
る
部
分
が
三
〇
，

.0
%

あ
る
が
、
両
者
の
合
計
は
、
六
〇
*

ハ
％
に
.す
ぎ
な
い
，

『

人
絹
織
物』

で
は
、
ニ
七
，•
五
％
に
あ
た
る
一
三
’

：五
ニ
三
：(

百
万
円)

.が

.、

.,タ
ィ
ヤ
‘

コー

ド
を
■中
心
と
し
て
、

タ
ィ
ヤ
•

チ
ュ
I

ブ
そ
の
他
の『

ゴ 

.

'
.
A製
品』

へ
販
売
ざ
れ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

,

.

「

綿

:.

ス
フ
織
物」

(

甚)

は
，
直
接
消
費
さ
れ
る
も
の
の
比
率(

右
の
計
算
と
同
じ—

以
下
同
様)

'
ぱ
、
四
九
•
九
％
で
あ
る
。

こ
の
他
、「

衣

. 

.

.

.

.

.

. 

• 

- 

圓.

、 

. 

* 

- 

'
-
-
- 

.

服
.'

身
廻
品」

£,
=

調)

へ
一
九
.'

ー
％
、『

民
生
用
繊
維
製
：既
製
品』

へ
四• 

一
 

％
、『

ゴ
ム
製
履
物』

へ
三
'
•
五
％…

…

等
、
多
く
の
部
門
へ

.

.
 

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.
 
-
 

■一
.
 

•.

販
売
さ
れ
て
い
く
う
ち
、「

消
費
手
段
用
原
材
料
：•
補
助
材
料」

と
し
て
機
能
す
る
と
推
定
さ
れ
る
も
の
.
は
、
計
約
ニ
九
'.
'：
九
％
、
六
五
、
〇
三0

• 

•
 

.
 

•. 

-
 

.
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

•
'

(

百
万
円)

で
あ
る
。
そ
.れ
ゆ
え
、
合
計
七
九
V

八
％
が
、
消
費
手
段
お
ょ
び「

消
費
手
段
用
原
材
料
•

補
助
材
料」

と
し
て
機
能
す
る
と
い
え
る
。

.

.
-.

一
.；：

.

.
/ 

. 

.'

.

.■/
:
 

一.
.
.
.
.
：

-
.

• 

- 

■ .■'.
■
■.
.,
-
.
.
.
.
. 

•
.
.

.

'

:
:

な
お
、『

綿
織
物』

.は
、
直
接
消
費
さ
れ
る
も
の
が
、
五
〇
•;

六
％
'

「

消
費
手
段
用
原
材
料
•
補
助
材
料」

と
し
て
機
能
す
る
も
の
が
三
〇
•
七
％
で
あ 

■

み

計
<

1
ぐ
兰
％
が
、-
消
費
手
段
お
ょ
び「

消
費
.手
段
用
原
#-

料
-:

補
助
材
料」

と
し
て
機
能
す
る
。:

-:

'.

.ッ 

V『

ス
：
フ
織
物

』

：
は

.'
'
直
接
消
費
さ
れ
る
の
が
五
七

 

>
七
％
'「

消
費
手
段
用
原
材
料
•

補
助
材
料」

'

と
し
て
機
能
す
る
も
の
が
ニ
ハ
.

八
％
、
両
者
の
合
計

■は
七 
P

,.
.
*五
%

で
あ
る
。'
:;
'

:

-

-

 

V 

ぐ

.

.

.

.

.

.

.

.
 

' 

. 

.

. 

. 

.

. 

.

.

.

.

. 

.

:

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論
：
：

.

ベ
-
:
'
'
.
,

'
と

;

:

'

'

.

•
 

三
3£(

八
ニ
七)



『
親
織
物』

は
き
わ
め
て
小
さ
い
部
門
に
す
ぎ
な
い
が
、
直
接
消
費
さ
れ
る
の
は
わ
ず
か
九
•
五
％
で
あ
り
、
畳
の
へ
り
と
し
て
，
住
宅
の
議
•
補
修 

に
入
っ
た
り
、「

衣
服
•
身
廻
品」

(

蓝
"

調)

へ
販
売
さ
れ
て
、
.「

消
费
手
殺
用
囉
相
料
*
補
助
材
料」

と
し
て
機
能
す
る
も
の
が
七
六
*

ーー％
あ
る
。

「
M
D

織
^」

_

は
、
E

接
消
費
さ
れ
る
も
の
の
比
率
は
六
六
.
.
.
V
七
％
で
あ
り
パ 

へ」

ー
〇
‘

四
%
販
売
さ
れ
る
の
を

中
3
 
ニ
他
部
門
へ
販
売
さ
れ
る
も
の
の
う
ち「

消
費
手
段
用
原
材
料
，•
補
助
材
料
1-
-

と
し
て
韻
能f

る
：と
：推
定
さ
れ
る
の
は
、
計

約

一

七

•
六

.
■
，三 
ニ
、
：
：
六
 

r
l
A
^
^
^

■'J

つ
ぎ
に「

合
成
繊
維
織
物」
■

は

.で
あ
0

た
が
、そ
の
他「

衣
服
*

免
廻品

」
.
.
(

基
;'
|
|調)

へ
5:
1
一
，
一一1
%
販
売
さ
れ
.ゐ
の
.女
中
心
と
し
て
'

『

民
生
用
繊
維
製
既
製
ロ
叫』

ベ
四
•

五
％ 

.『

そ
の
他
の
繊i

製

既

製

品

』

：
へ
へ
四

‘
r

事

^
^ ̂

補
助
材
料」

，と

し

て

籠
. 

す
る
と
1

定
さ
れ
る
部
分
を
合
計
す
る
と
、

計
約
五
〇
•
九
％
、.
.三
：
一
：
一
：
、
：
三

八

O'(

百
万
円)

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
合
|-
|

七
九
•

七
％
ガ

「

消 

費
手
段
用
原
材
料
•
：.補
助
材
料」

',
'
,お
ょ
び
消
費
手
段
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。
';
.

'
し
：

'

「

合
成
娥
維
織
物」

家

.，は
、
一

1

一
五
年
現
在
、.
各
種
の「
織
物」

全
体
の
う
ち
、「

総
供
給
額」

.
に
お
い
て
九
•
.三
％
" 

A
額
に
お
いv

一
 

〇
.
〇
％
し
力
し
.

■
办
て
い
な
い
が
、
将
来
0.

発
展
を
予
想
さ
れ
る
新
し
い
部
門
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、.
直
接
消
費
さ
れ
る
比
重
が
非
常
に
低
い
こ
と
は
、「

織
物」

，の
加
工 

'

の
発
展
を
！§
著
に
し
.め
す
も
の
と
1>
て
'.

充
分
注
目
に
価
す
る
。
 

し
！

：

：

：
：

：

. 

.

.

教
#

に
、「

麻
織
物」

(

基)

は
、
直
接
消
費
ざ
れ
る
比
率
は
わ
ず
か
三
•
一
 

％
に
す
ぎ
な
い
。

そ
の
他
は
、『

そ
の
他
の
繊
維
製
既
製
品』 

(

主
と
し
て
袋
類)

.へ
五
三
.'

ニ
％
販
売
さ
：れ
る
他
、『

民
生
用
繊
維
製
既
製
品』

(

主
と
し
て
蚊
帳
、
產
用
ヵ
丨
テ
ン
、
ナ
プ
キ
ン
等)

、『

そ
の
他
の 

战
睢
雑
品』

、「

衣
服
‘

身
廻
品」

：(

基=
i
)

等
へ
販
売
.さ
.れ
る
が
、
こ
.れ
ら
の
う
ち：「

消
費
手
段
用
原
材
料
•

補
助
材
料」

と
し
て
機
能
す
る
も

の
が
五
九
•
.
九

％

、

四

、
：
0

四

六

.

(

百
万
円)

で
あ
る
。.
そ
れ
ゆ
え
、
，
全
体
と
.
し
て
六
三
.

〇
％
が

「

消
費
手
段
用
原
材
料
•

補
助
材
料」

お
ょ

• 

.

び
消
費
手
段
と
し
て
機
能
す
る
と
い
え
る
。

'

V

:
以
上
、：
各
種
.の
'「

織
物」

.
の
検
討
の
結
果
、
.「

麻
織
物」

(

基)

' 

を
め
ぞ
く
と
、
各

種「

織
物」

は
、

大
体
八
〇
％
弱
が
、
消
費
手
段
お
よ
び 

「

消
費
手
段
原
材
料
•

補
助
材
料」

'
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
，い
え
よ
ぅ
。
 

，

'

-

な
お
、
，

「

染
色
整
理」

(

基)

は
、
<
:額
ー
四
三
、
〇
五
三
.(

百
万
円)

に
も
：の
ぼ
る
が
、
そ
の
約
九
五
％
も
の
部
分
は
、
各
種
の「

織
物」

(

基) 

へ
'
.入
り
：'
四
•
六
％
は

「

メ
リ
ヤ
ス
製
品」

.(

基)

へ
入
っ
て
'

そ
れ
ら
の
補
助
材
料
と
し
て
機
能
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
.「

染
色
整
理」

(

基)

の 

約
八1

,

%

位
は
'

「

消
費
手
段
用
補
助
材
料」

.

と
し
て
.機
能
し
て
い
る
.と
推
計
さ
れ
る
。
■

_

.
•

，
こ
の
他
、「

統
ム
ロ

表」

の

「

織
物
•
そ
の
.他
の
繊
維
製
品」

の
な
か
の「

そ
の
他
の
繊
維
製
品」

(

基)

は
、『

わ
ら
加
工
品』

、『

v\

製
品』

(
曼)

、
 

『

製
綿
.
.じ
ゅ
i

た
ん』

、『

そ
の
他
の
繊
維
雑
品』

か
ら
な
る
多
様
：な
内
容
を
も
0

た
.部
門
で
あ
る
が
、.
直
接
消
費
さ
れ
る
の
は
、
兰
四
，
ニ
％
、

:

1

£、
九
八
-o(

百
万
円)

.、：「

消
費
手
段
用
原
材
料
•
：.補
助
材
料」

' 

と
し
て
機
能
す
る
部
分
が
五
八
，
〇
％
、
:.
'

五
四
、
：
 

一
-:
一
 

五

§

万
円)

で
、
 

両
者
の
合
計
は
九
ー
—*
'

ー
家
で
あ
る
：

：
>
^
^
^
^
^
^
^

:

.『

わ

ら

加

エ

品

』

.'
'は
、
./

た
わ
ら
、
む
し
ろ
.、
|2
料
等
.と
し
て
.

「

米
麦」

へ
51
一.
.•

四
％
販
売
さ
.れ
る
.
.の
を
.中
心
に
、
各
種
の
農
業
、
.漁
業
に
お
い
て
消
費
手
段 

.

.用
補
耻
材
料
と
し
て
用
：い
ら
れ
る
。:
ま
た
、
..

昼

床

と
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備 考 1 . 本表の作製および理解のうえの注意点はすべて前稿㈡ 第一章第五節にのべてある 

ので参照されたい。 *•

. -t 2 . 主要内容をみるため，合計が1 % 以上のもののみを潭んで掲げ， 1 % 未満の部門 

は省略した。このため，縦_ の以上小計と，合計とが若干異なっている。この差は 

1 % 芣満の部門の省略したものの計である。 . 、

3 . なお，「一般政府消費支出j による誘-発は，これらの部門では僅少のだめ省略し 

た。横行の「消費支出」と 「固定資本形成J による誘発の小計が，合計と一致しな 

い部分は，「彳般政府消費支出J による誘発である。
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合 計 86. 04 12. 64 100.00 85.69 12.98 100.00

その他の織維製品
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天然娥維紡績

I I I I I
合 計

n —11表：戡锥関係の生産諸部門の「窮極的市場構成」（B額驻準） (%)

化学.戡維紡績

消費 
支出

固定資 
本_ 合 計

1.00 0 1.00

；1.49 0 1.49

1.44 0 1 .44

0.01 0 0.01

57.44 0 .32 57.89

12.77 0 13,05

0.11 1.62 1.73
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0 .25 2 .14 2 .55

0 5.50 5 .52

0 2,28 2.28

1 .49 0 .20 1.70

0.99 0,03 1.09

0.56 0 1 .14

1.41 0 1.43

79.31 13.06 93,65

85.46 13.18 100.00
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内
容
を
も
っ 

'

た
、.住
宅
の
補
修
部
分
に
よ
る
誘
発
と
考
え
ら
れ
る
。
.

.

..
:*

:■
■

そ
れ
ゆ
え
、
'

「

M

築」

.
に
よ
.
る
誘
発
の
約
四
.

一一%

、「

不
動
産
業」

.
に
よ
る
誘
発
〇
.

三
四
％
、.
_計
四
•

五
％
は
、
-.
耐
久
消
費
手
段
で
あ
る
住 

乾

I

.

歡

i

f

誘
発
S

り
、
こ
れ
は
'

「

織
物
•
そ
の
他
の
I

I

が

耐

久「

消

費

手

驚

原

材

料
•
補
助
材
料」

.
t

て
機 

能
す
る
も
の
と
し
て
考
え
る
ベ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
 

•

.

以
上
：の
部
分
■を
総
計
す

る
：と
、「

織

物

；
.
そ

の

他

の

繊

維

製
品」

：
の

う

ち

、
，
約

七
.
一
.
七
ニ 
％
が
、
直
接
に
、
'
あ
る
い
：は
窮
極
的
に
、
消
費
手 

段
と
し
て
の
繊
維
品
そ
の
も
の
と
し
て
消
費
さ
れ
て
い
く
こ
"と
、

約
九
‘

〇
七
％
が
、

.,

各
種
の
形
で
、
繊
維
品
以
外
の
消
費
手
段
の
た
め
の
原
材 

料
.'

補
助
材
料
と
し
て
機
能
し
て
.い
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
約
八
〇
*'

八
％
が
、
'敗
費
関
係
の
生
産
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
-

.

-

.

-

'

.

.

.
 

- 

.. 

.

.■

.

■

■■
- 

- 

.
V
.
.
:

 

.

.

.

.

. 

.
 

.

.

.

. 

A 

• 

■

- 

'

• 

X 

';

:
:
.

'

.

. 

.
X 

 ̂

 ̂

 ̂

-
X 

■

■

X

也
方
、「

商

拳

、「

公
共
サ
ー
ビ
.ス」

、
、
そ

の

他

の

サ

ー

ビ

ス

」

'
に
対
ザ
る
消
費
支
出
.̂

よ
_っ
て
：
运
 ̂

こ
れ
は
サ

1

ビ
ス
諸
部
門
の
店
内
装
飾
品
、
事
務
服
、
広
告
>
宣
伝
用
繊
維
品
::
'

旅
館
等
で
角
い
る
衣
料
品
に
よ
る
誘
発
で
あ
る
。
.
こ
，

れ

ら

は

、

サ

ー

ビ

.ス

諸
部
門
の
性
格
に
よ
っ
て
も
か
な
^

異
な
る
が
、
.
以
上
で
：み
た
よ
う
な
、
.
.消
費
者
に
よ
っ
て
直
接
消
費
さ
れ
る
消
費
手
段
に
よ
っ
て
直
接
•
間
接

:誘
発
さ
れ
る
も
の
と
は
区
別
ず
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る〉

パ:;
,

.

:

;

.

:

た

と

え

ば

、
：
：

「

線

：
：

ス

ブ

織

物

;1
-;；
-

(

基 
>

.
の
六
く
四
％

4
 

の
六
‘

五
％
が
:,『

亊
務
用
品』

へ
販
売
さ
れ
る
。''
-『

事
務
用
品』

は
，『

調 

:

■.整
作
業
表』

に
：お
け
る
仮
設
部
門
で
'

.：各
猶
の
事
務
用
品
、ノ
事
務
服
等
を
ふ
く
.み
、氣
基
本
表」

パ_
^
 

.各
部
門
へ
ふ
り
あ
て
ら
れ
て
い
る
が
、

饿
維
関
係
で 

•

は

「

商
業」

、「

サー

ビ
ス
業」

：へ
い
く
部
分
が
多
い
.。
な
お
.「

衣
服
•

免
■

品」

£.)

で
は
、'
'一
一
一>

 

九
％
が
.『

事
務
用
品
>

部
門
，(

主
と
し
て
雄
務
服)

■
:

.
ぺ
入
る
ほ
か
、
.「

医
療4

 

_

=
調)

：「

映
画」

ン
等
の
光
I

一
至 

'

:『

事
務
用
品』

：
.の
う
ち
消
費
手
段
の
生
産
部
門
に
わ
り
あ
て
ら
れ
た
も
.の
は
、
：消
費
支
出
に
よ
る
誘
発
と
い
う
形
を
と
る
点
は
す
で
.に
注
意
し
た
と
こ
ろ
で
-

.

.'

あ
る
,

'

;
;'

'マ
'.

べ
：

：
^
 

:
'
/:
.
.■

ま
た
”

「

漁
業」
)

に
：対
す
る
消
費
支
出
に
よ
る
誘
発
は
:'
'
.生
と
し
'
.て
、
：

「

ロ.
丨
ブ
.
.漁
猶」

(

基)

；g

対
す
る
誘
発
で
あ
；り
、

こ
れ
は
す
で
に
の 

ぐ
：ベ

た

よ

ヶ

に

、
洛

寶

竿

段

也

產

の

た

め

.の
'労
働
手
段
.と
じ
て
機
能
ず
る
も
©'

と
^

る
^

^

:

こ
O'

他
、
處

物
‘

そ
の
：
_

€>
,
•
.繊
維
製
品
1-
:

が
へ「 M

定
資
本
形
成」

^

 

一」

ー：‘
六
四
'%
|

住
宅
用
建
築
に
よ 

る
誘
発
と
推
計
さ
れ
る
分
を
ひ
く
と
約
八
•

四
四
％
あ
る
。
こ
の
う
ち
，の
、「

輸
送
機
械」

に
よ
る
ニ 

*
〇
七
％
は
、
前
稿
：

0
：

五
四〜

五
頁
で
も

.
注

意

し

た

タ

ィ

ャ
.

コ
ー
，
ド

や

、

車

の

シ

ー

ト

等

に

よ

る

誘

発

で

あ

り

、

「
I,

般
機
械」

、r

電
機
機
械」

に
よ
る
誘
発
は
、
機
械
の
付
属
品
、
覆

.、
 

* * 

- 

.

. 

. 

•
. 

- 

■ 

•

.

.
日
本
資
本
主
義
め
苒
生
産
構
造
分
析
試
論
：
. 

四

.

(

八
三
三)



い
、
布
ひ
き
ゴ
ム
製
品
等
に
ょ
る
誘
発
で
あ
る
。
 

•

た
と
え
ば
、：「

絹
.
：人
絹
織
物」

：

(

基)

，
の
0

ち
：の
：『

人
絹
織
物』

.
：
^
 ̂

「

綿
.•.ス >

フ

繁

J
:
(

基)

で
は
、
 

三
..

九
％
、
：八
、
五
〇
0
'
:
{百
万
円)

べ
合
成
娥
雛
織
物
ト(

基)

で
は
六•

〇
％
、
三
‘

<

1三
：'
.

(

百
万
円)

が
、.
ダ
ィ
ヤ
、
そ
の
他
の『

ゴ
ム

製
品』

へ
販 

売
さ
れ
る
。
前
稿
；0
で
も
指
摘
レ
た
ご
と
<'

、
織
物
が
、
.タ
ィ
ヤ
.

コ
ー
ド
の
賸
料
と
し

.て
機
能
す
る
こ
と
は
、
'5
f
e進
資
本
主
義
国
で
は
、
ょ
り
重
要
な
問
題 

.
で
あ
り
、.
わ
が
国
で
も
将
来
に
お
け
る
輸
敗
機
械
の
発
展
と
考
え
あ
わ
せ
る
.と
、
.注
目
に
価
す
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
，い
。
こ
の
他
、
少
額
ず
つ
で
は
あ 

'
■

る
が
、
：各
猶
ー
織
物

」
へ
が
、.直
接
、
各
種
の
機
械
へ
破
売
さ
れ
て
い
る
。

, 

V
:;

ン
'

J 

I
X

、
さ
て
、
以
上
で
検
討
し
た
：「

織
物
•
逢

他

の

繊

維

製

品

」
：
Q

I

遭

I

成」

I

篇

謂

■

と
く
’「

I

繊
維 

紡
績」

.(

統)

:.
'

「

化
学
繊
維
紡
績」

.

.

(

統)

..

の
「

窮
極
的
市
場
構
饿」

：.の
.内
容
と
ほ
と
ん
 ̂

.

:

た

だ

、

天

然

繊

維

紐

績

」
〔
「

製

糸」
(

基)

、「

綿
紡」

(

基)

'、「

毛
紡」

'

(

基)

、
：'「

麻
紡」

(

基)〕

.
で
は
、
'
.
.一一.一
.

一
：1七
％
が
自
部
門
に
对
す
る
消
費
支 

出
に
よ
つ
て
誘
発
さ
れ
る
こ
：と——

い
ぃ
か
表
ば
、.
絹
糸
、
綿
糸
、
毛
糸
等
に
対
す
る
消
費
支
出
に
よ
つ
.て
誘
発
さ
れ
る
こ
と
が
異
な
つ
て
い
.

ン
し
か
し
な
が
ら
ノ
全
体
上
し
て
み
る
と
ノ
純
粋
に
繊
維
品
と
し
て
消
費
さ
れ
る
も
の
^

よ
つ
ゼ
’霞
発
さ
れ
る
も
の
の
比
率
も
ノ
そ
の
他
の
消
費

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

.

手
段
.に
よ
つ
て
誘
.発
さ
れ
る
も
の
0

比
率
も
、
大
体
、「

織
物
•

そ
の
他
.の
繊
維
製
品
,-
.
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
い
克
よ
う
。
'

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
う
ち
の「

基
本
表」

部
門
単
位
に
く
わ
し
く
み
る
と
、『
絹
織
物』

が
消
費
手
段
お
よ
び「

消
費
手
段
用
原
材
料」

と
し
て
機
能
す
る 

も

の

が

九

兰

.
三
％
で
あ
り
、r

麻
織
物」

(

基)

，
で

は

六

三•
〇
％
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
相
違
を
反
映
し
て
、
消
費
手
段
お
よ
び「

消
費
手
段
用
原
材
料」

.
と
し
て
機
能
す
る
部
分
の
比
率
を
推
計
す
る
と
、「

製
糸」

.(

基)

九
一
‘

五
％
、「

綿
紡」
S-
-
:

)

A

ニ
.1 

一
％
、「

毛
紛」

(

基)

.7
\

七
，.〇
％
、「

麻
紛」

(

基) 

,

六
〇
•

六
％
、「

ス
フ
紡」

.

(

基)

七
五
•

三
％
、「

合
成
紙
維
紡」

(

基)

八 

一
•

三
％
と
、
相
違
が
あ
る
。

'以
上
の
諸
生
產
部
門
に
共
通
す
る
-,

窮
極
的
市
場
構
成」

.
の
内
容
は
、
#

種
の
'「

趴
ま」
.
''
.の
|1
:

#

料
で
ぁ
る
■

維
用
畜
産」

8

に
つ
い

て
も
大
眛
共
通
し
て
い
る(

表
.は
省
略)

。

.
1

「

繊
維
用
畜
産」

(

統)

は
、
ご
く
少
部
分
が
屠
殺
さ
れ
消
費
さ
れ
る
点
を
の
ぞ
け
ば
、.
第
0 1

，表
の「

窮
極
的
市
場
構
成」

と
類
似
し
て
い
る
。

■ 

-
 

*

ま
た
、「

化
学
繊
維
原
料」

(

統
丫
の「

窮
極
的
市
場
構
成」

は
、
第
[1

,
表

の「

窮
極
的
市
場
構
成」

と
大
き
な
差
は
な
い
が
、「

織
物
•
そ
の 

他
の
繊
維
製
品」

に
対
す
る
消
費
支
出
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る
部̂

は

、

：五
四
_ 

♦
一
一
八％
、

「

身
廻
品」

に
対
す
る
消
費
支
出
に
よ
っ
て
誘
発
さ 

れ
る
比
率
が
—-
.

ニ
.

三
三
％
と
若
干
低
い
の
に
反
し
.、「

固
定
資
本
形
成」

に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る
比
率
が
計
一.
四
こ 
一％
、「

輸
送
機
械」

に
よ 

っ
て
誘
発
さ
れ
.る
比
率
の
合
!1
-

ー
 

一
•

六
七
％
、「

一
般
機
M」

に
よ
っ
て
.誘
豸
さ
れ
る
比
率
の
合
|1
*
-
ー
 

•
八
八
％
と
、
若
干
上
廻
っ
て
い
る
。
 

「

化
学
繊
維
原
料」

(

統)

は
、

「

签
本
表」

の

「

化
学
繊
維
原
料
,-
,(『

人
絹
糸』

：
と

『

ス
フ』

)

.
お
よ
び
.「

合
成
繊
維
原
料」

(『

ナ
ィ
ロ
ン

』

、『

ビ
ー
一 

.ロ
ン
/

『

エ
ス
テ
ル
/

:『

織
維
原
料
用
合
成
樹
脂』

等)

.
と
を
統
合
し
た
部
門
で
あ
.る
。
そ
し
て「

化
学
繊
維
原
料」

(

基)

の
う
ち
の『

人
絹
糸』

の 

八一 
一
•
一
 

1
%

が
入
っ
て
い
く『

人
絹
織
物』

が
、
先
に
み
た
よ
う
に
、

タ
ィ
ヤ
•

チ
ュ
，丨
.ブ
.
そ

の

他

の『

ゴ
ム
製
ロ
no』

へ
ニ
七
.

五
％
販
売
さ 

れ
、「

消
費
手
段
用
原
材
料」

•

お
よ
び
消
費
手
段
と
し
て
機
能
す
る
部
分
六
〇

•

六
％
と
い
う
部
門
で
.あ
る
。
.ま
た
、『

ス
フ』

が
主
と
し
て
入 

っ
て
い
く「

ス
フ
訪」

.

(

基)

i

『

ス
フ
織
物』

^

、「

■

員
申
段
用
原
材
料」

ゝ
消
費
手
段
と
し
て
機
能
す
る
部
分
が
、
相
対
的
に
若
干
低
い

部
門
で
あ
る
。
他

方「

合
成
繊
維
原
料」

(

基)

は
、：
そ
.の
内
容
が
多
様
で
あ
る
が
、
推
計
す
る
と
、

「

消
費
手
段
用
原
材
料」

と
し
て
機
能
す
る

.

.

.

.
 

.

.

.
 

.

.

.

.

部
分
は
、
計

七

三»
八
％

で
あ
る
。

「

窮
極
的
市
場
構
成

」

に
：お
け
る
若
干
の
相
違
は
か
か
る
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

く
わ
し
ぐ
計
算
す
る
と
、『

人
絹
糸』

の
う
ち
、
..「

消
費
手
段
用
原
材
料
.:

補
助
材
料」

.
と
し
て
機
能
す
る
と
推
定
さ
れ
.る
も
の
.は
約
六
〇
‘

〇
％
、『

ス
フ』 

:

は
約
七
七
.
|五
％
、『

人
絹
糸』

と『

ス.
フ』

>

統
合
し
た「

化
学
繊
維
厚
料」

(

基)

で
は
:'

約
六
九
.'

ニ
％
で
あ
る
。

.
、

:

つ
ぎ
に
、
，
第0,
9

表
の
.な
か
で
、

：「

基
本
表」

.

部
門
単
位
で
み
る.と
、「

養
蚕
ト
お
よ
び
，

「

繊
維
用
エ
芸
作
物

J

 

(

綿
花
、.麻
な
ど
の
織
物
原
料
作
物
、

お
よ
び
、「

い」

等
の
敷
物
原
料
作
物)

も
'

も
し
、
統
計
上
当
該
部
門
の
：み

の「

窮
極
的
市
場
構
成」

が
も
と
め
ら
れ
う
る
と
す
れ
ば
、

以
上
で
み

て

き

た「

天
然
繊
維̂

績』
(

統)

.等
の
諸
生
産
部
門.の
.「

窮
極
的
市
場
構
成

」

0.

内
容
と
類
似
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る

。

■

'

'

.

日
本
資
^
 

四m

 

(

八
三
五)



以
上
の
検
討
の
結
果
、
繊
維
関
係
の
各
種
の
原
材
料
生
産
部
門
は
、
'「

織
物
'V

そ
.の
他
の
繊
維
製
品」

の
.「

窮
極
的
市
場
構
成」

.
に
つ
い
て
検 

^

し
た
比
率
と
ほ
ぼ
同
1

の
、比
率
で
、
種
々
の
原
材
料
と
し
て
の

機
能
を
果
す
も
の
と

い
っ
て
良
い
で
あ
ろ
ぅ
。
す
な
わ
ち
、

生
産
部
門
に
よ
っ

て
若
干
の
差
が
あ
.る
.
と
は
い
え
、
大
本
、

七
0

%

強
が
、「

メ
リ
ャ
ス
.製
品」

(

基)

、
各
種
の「

織
物」

(

基)

、「

衣
服
•

身
廻
品」

(

基)

、

消
費
用

. 

. 

. 

.

.

糸
、
種
々
の
民
生
用
繊
維
製
品
等
、
消
費
手
段
と
し
て
の
.繊
維
製
品
の
原
材
料
•

補
助
材
料
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
、
こ
の
他
約
一
〇
％
が
消
費 

手
段
で
あ
る
食
料
品
、
住
密
、
各
種
の
耐
久
消
費
手
段
の
原
材
料•

補
助
材
料
と
し
て
機
能
す
る
こ
，と
，
し
た
が
っ
て
計
八
〇
％
強

が

r

消
費
手 

段
用
原
材
料
•
補
助
材
料」

と
し
て
機
能
す
る
と
い
U

と
が
で
含
る
。
'

し
た
が
っ
て
、「

基
本
表」

.部
門
単
位
で
み
.て
も
、

.
：.

「

消
費
手
段
用
原
材
料
•
補
助
材
料」

と
し
て
機
能
す
る
の
が
約
七
〇
％
以
上
で
、

「

消
費 

手
段
用
原
材
料
•

補
助
材
料
生
産
部
門」

と
し
て
規
定
：で
き
る
部
門
は
'

「

製
糸」

、「

'綿
餅」

、「

毛
紡」

、「

ス
フ
紡」

、

「

合
成
繊
維
紡」

、

「

戡
維 

用
畜
産」

、「

合
成
繊
維
原
料」

、「

養
蚕」

、
-.

織
維
^

工
芸
作
物』

と
，
繊
維
関
係
の
大
部
分
の
生
産
部
門
を
し
め
て
い
る
。

た
だ
し
、.「

麻
紛」

(

基)

は
、「

消
費
手
段
用
原
材
料
•

補
助
材
料」

.
と
し
て
機
能
す
る
比
率
が
六
〇•

'六
_
%
で
あ
る
し
、

「

化
学
繊
維
原
料」 

_

は
、
消
費
手
段
原
材
料
.
補
助
材
料
と
し
て
機
能
す
る
比
率
が
六
九
•

ニ
%'
ザ

あ

り

、

こ
の
な
,̂

に
は
、
と
べ
に
そ
の
比
率
が
低
い『

入

絹
糸』

が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
両
部
門
は
、
.「

#

消
費
手
段
用
原
緣
*
補
助
材
料
生
産
部
門」

と
規
定
す
る
。
'

■ 

.

.

.

. 

••

2)
f b

学

閼

睬

の「

消
費
手
段
用
原
材
料

•

補
助
材
料
生
產
部
門」

の

検

出

；

.
,化
学
関
係
で
は
、
第
卩
，表
に
/「

統
合
表」

の

「

基
礎
化
学
薬
品」

と

「

そ
の
他
の
化
学
製
品」

と
が
あ
が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
部
門
に
は 

性
格
の
か
な
り
異
な
る
多
く
の「

基
本
表」

.
部
門
が
統
合
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、「

基
本
表」

，.部
門
自
体
の
な
か
に
も
ま
た
種
々
の
部 

1

が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
た
め
、
再
生
産
上
の
機
能
の
分
析
は
き
わ
め
て
困
難
：で
あ
る
。
し
か
も
こ
；れ
ら
め
化
学
関
係
の
諸
部
門
の
產
出
物
は
、

一 

部
の
も
の
.を
の
ぞ
い
：て
、、
き
わ
め
て
多
様
な
形
で
諸
生
產
部
門
に
販
売
さ
が
、
幢
々
異
な
.る
機
能
を
果
す
.の
で
、
分
析
は
一
層
の
.困
難
を
加
え
て 

'
い
る
。
ヾ

こ

の

こ

と

は

、
ぺ

義

礎

化

学

#

no」

'
ど

： r.

そ
め
他
の
化
学
製
品」

の

「

窮
極
的
市
場
構
成」

の
内
容
の
複
雑
性
か
ら
も
容
易
に
理
解
で
き 

:

よ
う
。
乂
第
,1

、

,1

表
参
照)

( 

•:
:

:

.

.

.;
■
:
し
か
し
な
が
ら
、
.化
^
;諸

部

門

ば

、
，
：
近

代

化

学

の

.発
展
.に
と
も
な
VN

、
き
お
め
て
広
汎
な
分
野
に
わ
た
づ
て
.そ
の
利
用
範
囲
を
拡
大
し
つ
つ
、
 

顕
著
な
発
展
を
し
め
し
て
い
る
と
と
も
に
、
将
来
さ
ら
に
，一
層
の
変
化V

発
展
が
予
想
さ
れ
る
重
要
な
部
門
で
あ
る
の
で
、
' 

.こ

れ

ら

が

再

生

産

構 

造
上
に
お
い
て
い
か
な
る
位
置
を
じ
め
、
い
か
な
る
機
能
を
は
た
し
て
い
る
か
と
い
5

こ
と
を
検
討
才
る
こ
.と
は
、
き
'わ
め
て
.重
要
な
意
味
を
も
. 

っ
て
い
，る
^

い
わ
ね
_

な

ら

な

：
い
。
，
と

く

に

、

前

稿

：

B
:

の
：>
は
し
が
き」

：:で
指
摘
し
た
ご
と
：く
、
最
近
日
本
資
本
主
義
構
造
の
分
析
に
お
い
て
、
 

遺

化

学

エ

業

』

•「

重
化
学
エ
業
化」

と
い
う
範
疇
が
非
常
に
安
易
に
用
い
ら
れ
て
い
る
菸
け
に
>
:化
学
部
門
の
再
生
産
上
の
検
討
は
、
 

か
が
る
範
疇
に
対
す
る
批
判
•
検
討
の
う
え
か
ら
い
ら
て
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
：
，

.

:

へ「

-J

礎
化
学
薬
品
J

i「

そ
の
他
の
化
学
製
品」

0

'「

窮
極
的
市
場
構
成」

‘
.を
み
て
も
、
..
.
第
2,
1

[,
1

表
の
ご
と
く
、
窮
極
的
に
消
費
支
出
：に
依
存 

す
る
虹
率
が
^

計
七
り
-

六
三
^

’ン
七
八
广
五
三
^

と
い
う
高
さ
私
し
め
し
て
い
る
め
が
ま
ず
注
目
さ
れ̂ 

学
工
業」

:'
:
範
疇
の
.批
判
.
•検
討
の
必
要
性
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
，

く 

ン
.

^

そ
れ
ゆ
え
、「

蓮
礎
化
学
薬
品」

.、.「

そ
の
他
の
化
学
製
品」

に
つ
.い
て
は
"

一
応
、.「

統
合
表」

.部
門
の「

窮
極
的
市
場
構
成」

の
く
わ
し
い
内 

良
を
し
：め
す
表
を
掲
げ
た
う
え
で
：、
こ
れ
ら
の「

統
合
表」

部
門
に
は
、
種
：々

様
々
の「

基
本
表
^

部
門
ス
さ
ら
に
は
多
く
の
^
調
整
作
業
表』

部
門
が
統
合
さ
れ
て
い
る
の
で
、「

范
本
表」

部
門
ご
と
に
、
で
き
る
だ
け
く
わ
し
く
そ
の
機
能
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

か
か
る
検
討
を
通

一.
.• 

. 

.

.

.

.

.

日
本
資
本
主
義
の
再
也
產
構
造
分
析
試
論 

、 

.

四

五(

八
三
七)



n - 1 2 表 f基礎化学薬品」（統 ) 部門の「窮極的市場構成」 ..

(B 額鉴準) ( ％ ) ま

消 m  ■ 
支 出

政 府  
消 费

固 定 資  
本 形 成 合 計

一 般 作 物 4.52 0 0 .18 4.70

屠 殺 • 肉•酪農品 1.71 0 0 1.71

精 穀 • 製 粉 13.56 0 0 13. 56

その他の食料品 9.98 0 0 9.98

飲 料 1.73 0 0 1.73

織物/その他の战雄製品 8 .41 0.02 0 .05 8.47

身 廻 品 2.32 0 .05 0 2. 37

印 刷 • 出 版 0 .92 0.12 0 1.04

ゴ ム . ' 製 ■品 1.10 0 .01 0 1.11

その他の化学製品 6 .18 0.16 0 6.35

一 般 機 械 0.22 0 .02 3. 37 3.61

電 気 機 械 1.22 0 .05 3. 38 4:65

輸 送 機 械 0.46 0.28. 3. 88 4.62

その他の製造業 5 .44 0.08 0. 28 5. 80

建 築 (補修を含む) 0 0 .03 8,06 8 .10

土 . . . . . .  木 0 0 6,00 6. 00

商 m 1.28 0 .01 0 .17 1.46

運 輸 （倉庫を含む） 0 .95 0 .07 0-03 1.04
公 共 サ ー ビ ス 2.05 2 .12 V 0 4 .18

その他のサ一ビス 3.02 0 .05 0 3.08

以 上 小 計 65.07 3.07 25. 40 93.56

合 計 70.63 3. 71 25.66 100. 00

「

銃
合
表」
？
の
,'

套
礎
化
学
薬
品J

,
'

に
つ
い
て
：み
る
と
、；
こ
こ
に
^

部
門
の
'-
1
無
機
基
礎
化
学
薬
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総
供
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71
56
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41
32
92
10
18
22
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44
0
 

0

28
95
05
02
07
63
n-
.

非
常
に
多
顧
で
あ
る
い
く
つ
か
の
部
門
が
ふ 

へ
:4
.

1.
13
.

9.
1.
8.
2.
0.
1.
6.
0.
1.
0.
5.

..
1.
0.
2.
3.
65
.

70
.

%

-

,

■く
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
部
門
の
人
額

.

.

I 

I 

I
 

J
 

I

~

.
 

....
 

~
~

^

i~

 ̂

 ̂

は
、.
.す
べ
て
、
.「

中
間
需
要J

.

.と
■な
る
も
の 

物
品
粉
品

.
料
;

|

品；
版品品械械械業切木業切スス計

'■ 

• 

' 

_」

.農设料ハ雄：

製，

/

造

t

ビ

ビ

：
計

i

で
あ
る
。(

A

額
に
つ
い
て
は
a
’表
参
照)

.作

酿

製

食

f

出
製
学
機
機
.機
製
齡

.

疏
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小

.

.

. 

n

ぃ
.

•
の
.

他
廻
，

.

化

ン

ノ

の

一

.

熗

，一
.
サ 

こ
れ
ら
の
ぅ
ちV

明
白
に

r

消
費
手
段
用 

役

肉

也

.£

 

.ム

の

般

気
^

他
築
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.
輸

サ

の
.
上
.
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1
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1

穀
~
 

t

刷
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.

.
、
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の
.

：
V

共

f
:

合
.
.
考
 

'

原
材
料
•
補
助
材
料
生
産
部
門」

と
規
定
し 

_

一
 

屠
精
そ
飲
織
身
印
、ゴ
そ
一
電
輸
.そ
建
土
商
運
公
そ
以
備
う
る
の
太
、

「

七#
吧
科

」
(

基)

.

と、

「

合成

. 

.

, 

四

六

(

八
三
八) 

じ
て
、「

窮
極
的
市
場
構
成」

の
複
雑
な
る
内
容
も
理
解
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
ぅ
。

.
.
.
. 

.

. 

• 

、

染
料」

(

基)

と
で
あ
る
。

：

「

化
学
肥
料」

(

基)

は
、
他
部
門
の
副
産
物
と
し
て
産
出
さ
れ
る
も
の
/
が

多

い

の

で

、
，
こ

れ

を

A

額
に
加
え
、

そ
れ
か
ら
自
部
門
内
販
売
を
ひ 

い
た
額
を
基
準
に
し
て
み
.る
と
、「

米
麦」

(

基)

へ
四
八
• 

一
 

％
、「

そ
の
他
の
耕
種
作
物」

(

基)

.
へ
ニ

六

r

四
％
販
売
さ
れ
る
の
を
は
じ
め
と 

し
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
食
料
品
•

繊
維
閨
係
の
消
費
手
段
•

あ
る
い
は
消
費
手
段
原
.材
料
の
生
産
部
門
へ
販
胄
さ
れ

る

。

し

た

が

っ

て

、

「

化 

学
肥
料」

(

基)

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が「

消
費
手
段
用
補
助
材
料」

と
し
て
機
能
す
る
と

い
え
よ
う 

•

こ
の「

化
学
肥
料」

(

基)

と
、
後
に
み
る「

無
機
基
礎
化
学
薬
品」

(

基)

の
う
ち「

化
学
肥
料」

の
原
料
と
な
る
三
六
•
三
％
の
部
分
と
が
、「

基
礎
化 

;
.
学
薬
品」

の「

窮
極
的
市
場
構
成」

に
お
い
て
、「

精
穀
•
精
粉」

、「

そ
の
他
の
.食
料
品」

、r

一
般
作
物」

.
等
に
対
す
る
消
費
支
出
に
.よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る
比 

:

率
を
高
め
て
い
る
の
で
あ
る
。：.(

第
U

表
参
照)

：

そ
し
‘て
、
こ
れ
ら
の
誘
発
率
の
高
さ
は
、
化
学
部
門
に
お
い
て「

化
学
肥
料」

.

の
し
め
る
位
置
が
戦
後
し
だ
い
に
衰
退
し
た
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
な
お
い
ぜ 

'
ん
と
し
て
、「

化
学
肥
料」

•
'お
よ
び
そ
の
原
材
料
生
産
の
し
め
る
比
重
が
軽
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
■る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

「

合
成
染
料」

(

基)

.
は
、
A

額
=

「

中
間
需
要
1_

の
九
ニ
*.

七
％
が
、「

染
色
整
理」

(

基)

へ
販
売
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ほ
と
ん
ど 

が
先
に
み
た「

染
色
整
理」

=

「

消
費
手
段
用
補
助
材
料
生
産
部
門」

の
原
材
料
生
産
で
お
る
と
い
え
る
Q

T

九
％
は
、
.

「

野
菜
果
実
加
工」

S

) 

を
中
心
と
し
た
食
料
品
関
係
の
消
費
手
段
生
産
部
門
へ
、：
着
色
剤
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
く
}。
 

/
 

;

.
■:

こ
の
こ
と
は
、「

基
礎
化
学
薬
品」

.の
-'
'「

窮
極
的
市
場
搆
成」

' 

に
.お
い
て
、「

織
物
•
そ
の
他
の
繊
維
製
品」

、「

身
廻
品
/
に
対
す
る
消
費
支
出
に
よ
る
誘
発

率
が
高
い
こ
と
の
'
ー
因
で
あ
る
。(

第
[,
1

表
参
照
>

.''

-' 

• 

. •

.

.. 

.

.

.- 

.

-
• 

- 

' 

■ 

■ 

■

,つ
ぎ
に
,'「

基
礎
化
学
薬
品
1-(

統>

の
う
.ち
，の

「

無
機
基
礎
化
学
薬
品」

'(

基) 
'
'と
1
:

「

有
機
塞
礎
化
学
薬
品」

(

基)

と
は
、
そ
の
販
路
は
き
わ
め
て 

複
雑
*

多
様
で
あ
0

て
、ノ
推
計
も
_

難

を

き

わ

め

る

が

、

両

者

と

も

.、

/.「

消
費
手
段
用
原
材
料
.
，
補
助
材
料」

：と
し
て
機
能
す
る
部
分
が
主
で
あ 

り
、
そ
の
比
率
は
五
〇
丨
七
〇
％
弱
程
度
で
あ
る
の
で
、「

準
消
費
手
段
用
原
材
料•

補
助
材
料
生
産
部
門」

と
し
て
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

:

へ
ん
:

.'
:
''/
'
:
日
 

一
y 

:
:-.
'
.
.四
七
ソ-(

八
1ー
：ー
：九

)



「

無
機
基
礎
化
学
薬
：品」

.(

基)

■
は

、『

，
ァ

シ

モ-一
ャ』

、
.『

硫
酸』

、
.

『

力

ー
.バ
イ
ト』

、
.

各

種

の

『

ソ
ー
ダ
工
業
薬
品』

と
>

ら
な
る
。

こ
の
う
ち 

『

ァ
ン
'
モ

ニ

ャ
』

は
、
.人
額
の
八
五
ょ
ー
％

が
，『

ァ
ン
.ぃ
モ
-
ー
ャ
系
肥
料』

へ
販
売
さ
れ
、
：'『

硫
酸』

は
”

A

額

の

五

七
• 

一
 

％

が

各

種

の「

化
学
肥 

料」
： (

基)

へ
、

-—
*

ニ
..
'

九
%-
'

が

「

化
学
繊
維
原
料
1

1

:

.
ベ
、

四
.
•

〇
％
が

■「

合
成
繊
維
原
料」

(

基)

へ
販
齋
さ
れ
る
。

(『

力
丨
バ
ィ
ト』

、
各
種 

' 

.の

『

ソ

ー

ダ

工

業

薬

品
』

.
の
販
路
は
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
。
'

)

.

右
の
事
情
を
反
映
し
て
、"「
無
機
基
礎
化
学
薬
品」

(

基) 

'の
'「

A

額
丨
自
部
門
内
販
売」

額

の

う

ち

三

六
• 

一一1
%

は
右
に
み

た「

化
学
肥
料」 

(

基)

へ
販
売
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
す
ベ
て
が「

消
費
手
段
用
補
助
材
料」

，と
し
て
機
能
ず
る
。
.こ
の
他
、「

化
学
鏃
維
原
料」

(

基)

へ
九
. 

一
％
、
 

「

合
成
繊
維
原
料」

(

基)

へ、三
.

九
％
、
.

「

そ
の
他
の
基
礎
薬
品」

.(

基)

へ
次
•
.二
％
、r

有

機

蓮

化

議

品

」
(

基)

' 

へ
八•

〇
%
、「

合
成
樹 

旨」
(

基)

':
:
へ

匕

•
八
.％
販
売
さ
れ
る
ほ
か
.、「

。ハ
ル
プJ

.
(

基)

、「

そ
の
他
の
食
料
品」

(

基)

、「

ガ
ラ
ス
製
品」

(

基)

、「

そ
の
他
の
化
学
製
品」 

(

基)

#;

き
わ
め
て
多
く
の
生
産
部
門
へ
若
干
ず
つ
販
売
さ
れ
て
い
く
。'
こ
れ
ら
の
う
ち
'「

消
費
手
段
用
原
材
料
：
補
助
材
料」

と
し
て
機
能
す 

る
と
推
定
さ
れ
る
部
分
を
各
生
儘
門
べ
販
売
，さ
れ
&

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
推
計
し
、
.合
針
す
る
と
、
.
約
三
三|

七
％
ぁ
る
。
以
上
を
合
計
す 

.

る
と
、「

無
機
蓮
礎
化
学
薬
品」

(

基

の

七

〇

％
弱
が
、「
化
学
肥
淋」

(

基)

.
と
化
学•

合
成
繊
維
原
料
を
中
心
に
、

種
々
多
様
な
形
で
の「

消 

:

費
手
段
用
原
材
料
：•
補
助
材
料」

：.と
し
て
機
能
し
て
：い
.る
，こ

と

：
と
な
り
、'.
こ
の
意
味
で
、「

無
機
湛
礎
化
学
薬
品」

.(

基)

は
、「

準
消
費
手
段
生
産

.
»
• 

.... 

5 

- 

: 

.

.

.
 

'

'
.
.部
門」

-
と
規
定
す
る
こ
と
.が
で
き
る
。

.

.

.

.

.

.

• 

- 

.

. 

-

こ
の
他
の
部
分
も
、
販
路
は
き
わ
め
て
多
様
で
あ
づ
て
"

消
費
手
段
関
係
以
外
め
原
材
料
と
し
て
"「

■-
?
:の
：他
の
基
礎
薬
品
1-(

基)
「

合
成
樹
脂」

(

基)

.「

有
機
基
礎
化
学
薬
品」

(

基)

：

「

ガ
ラ
：
ス

製

品

」

■(

基)

、.「

非
鉄
金
属」

(

基

1 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

■ 

- 

• 

■

.パ
：
.
 

「

.
パ
-
.
：
 

-■ 

-- 

V •
 

• 

.

•
 

■ 

• 

• 

:
'
.

.•
'
- 

' 

- 

* 

.

.

.

.

「

隊
機
签
邀
化
学
薬
品」

■(

基)

V

は

、
：『

タ

ー

ル

製

品

，

(

石
油
系
を
除
く
>』

、ゾ『

_

中
間 

『

メ
タ
ノ
ー
ル
系
誘
導
品』

、『

ァ
セ 

へ
.：チ
レ
ン
系
誘
導
品』

r
『

発

酵

化

学

薬
0̂
'
宕
油
系
を
除
く)

』

、
.
.

『

油
脂
加
工
製
品』

、'『

石

油

化

学

製

品
(

石
油
系
合
成
樹
脂
を
除
く)

』

と
い
う
多
様
な

内
容
の
多
く
：の
部
門
か.ら
な
り
た
っ
て.い
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ

の

「

有
機
基
礎
化
学
薬
品」

(

基)

の
販
路
も
き
わ
め
て
多
様
であ
り
、

「

A
 

领
丨
自
部
門
时
版
売*-
.
'額
の
ぅ
ち
、-.『

’合
成
繊
維
原
料』

'

_"
'

•

五
於
販
売
さ
れ
る
の
を.は
じ
.め
.、/「

合
成
染
料」

(

基
^
.「

染
色
整
理」

(

基)

.

.

. 

-

- 

•
+
.
'
. 

; 

' 

V 

. 

.

.等
、
繊
維
関
係
.の
原
材
料
，
補
助
材
料
の
生
産
部
門
へ
計
ニ
三
-:

三
％
販
売
：さ
れ
て
い
く
。
.
ま

た「

合
成
樹
脂J

,
(

基)

：
へ

一

五

：

‘
：
ー.
％
、『

石

け 

、
ん
•'
#

目

活

性

割

：♦
.

『

»

¥

^
の
'「

そ
の
他
の
^

学
薬
品
：

」

-.
8

「

へ
ー
ー
ー‘

^

%

^

『

合
成
樹
脂
製
品』

へ
七
‘

0

%
、
•

「

塗
料」

(

基)

.へ
六
• 

ニ
ー
一%

、
阪
売
さ
れ
る
ほ
か
、&

薬
品
'1
_

.

(

基)
「

そ
の
他
の
：食
料
品」

_(

基)

.：
を
.は
じ
め
食
料
品
閨
係
の
，生
産
諸
部£
:、.『

：、コ
ム
製
履
物』
等
べ
も
若

.干
ず
つ
販
売
さ
れ
て
い
く
。
；
こ
れ
ら
：參
く
の
生
産
諸
部
M

ベ

販

売

さ

れ

て

：
い

く

部

分

に

つ

.い
て

7'
.

そ

れ

ぞ.れ
生
産
部
門
の
機
能
に
準
じ
.て
、

.'
「

消

. 

.

.

.

.

 

■ ■ 

■

費
手
.段
_

県

材

料
♦

補
助
材
料」

.と
し
て
機
能
す
る
と
由
心
わ
れ
る
も
の
を
推
計
し
て
、
合
計
す
る
と
、

'
'

「

有
機
基
礎
化
学
薬
品」

の
約
.五

七•

九

.

.'
• 

. 

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

- 

-
 
...
 

.
 

. ...V.: 

. 

.

.

.

. 

-
- 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

' 

• 

. 

, 

• 

• 

• 

•
 
-
 

•

.

.

...

%
 
と
.な
る
。
,
'.
. 

•
.
:
.
:
,
“

-■
■

:

•

'

.

.

■

そ
れ
ゆ
え
"

「

有
機
基
礎
化
学
薬
品」

：(

基)
：

は
、
：'繊
維
関
係
の
原
材
料
：.
補
助
材
料
と
な
る
も
の
を
：は
じ
め
、：

非
常
に
多
様
な
形
で
、計
五
七
•： 

九

％

が「

消

費

手

段

用

.原

材

料

..
'
'補
助
材
料」

，
と
レ
て
機
能
し
て
.い
.る
と
い
え
る
の
.で
.あ
っ
て
、
こ

の
.
意
味
で
、「

準

消
費
手
段
用
原
材
料
•

補 

助

材

料

生

産

部

門

」

：：
と
し

て

：規

定
■で
き
よ
ぅ
。

■

.

.

.

■
■
-
:
:
\
'
.
-
'
.
.

 

. 

' 

■ 
-■ 

. 

/

.

.

.

.
ソ
.
.■
'■
■
.

.

.

.

:

,
■
.

.

.

.

.

.

.

.

 

... 

. 

. 

.

■.
■
.
-..
.■
■.■:
.
1

-

.
.

 

.

.

.

.

..

な
お
、
残
り
の
部
分
も
、
そ
の
販
路
は
き
わ
め
て
參
妓
に
.わ
た
り
、
消
費
関
係
以
外
の
原
材
料
，
補
助
材
料
と
し
て「

合
成
樹
脂」

(

基)

、「

塗
料」

(

基)

、
 

'.

タ
<
ャ

•
チ
ュ
ー
ブ
そ
の
他
の『

ゴ
ム
製
品』

(『

合
成
ゴ
ム』

)

等
を
は

じ

め

、

き

わ
.■め

て

多

く

の

部

門

べ

販

売

さ

れ

て
い
く
。

.

.

.

-

 

..... 

r

」

.
一

,
 

....
 

:
 

'

な
お
、:「

有
機
基
礎
北
学
薬
品」

(

基)

-:
..の
1
1三
:*
:三
：
％

、

- 無
機
基
礎
化
学
薬
品」

(

基)

：
の
一
五
‘ 
：ニ 
％
が
、「

化
学
：•
合
成
戡
維
原
料」

.(

基)

、「

合
成
染 

料」
(

基)

#

の
娥
維
_

係
の
原
材
料
•
補
助
材
枓
へ
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
み
た「

合
成
染
料」

(

基)

そ
の
も
の
と
と
も
に
、「

基
礎
化
学
薬 

.

品
'1-

窺

)

'
‘の
.「

窮
極
的
市
場
構
成」

：

〈

第
[,
1
2表
参
照)

「

に
お
い
、て
、
.
.

「

織
物
‘

そ
：.の
他
•の
锇
維
製
品」

、'「

身
廻
品」

に
対
す
る
消
費
支
出
に
.よ
っ
て
計
一
〇
• 

.

'

.七
％
が
誘
発
さ
れ
る
こ
と
：に
反
映
.さ
れ
^

い

る

の

で

：あ

る

。
•

っ

,



ノ
.
.最
後
に
、
ぺ
墓
礎
化
学
薬
品

」
(

統
麫
の
ぅ
ち
の
：

「

合

成

樹

勝(

基)

.
と
ー
っ
そ̂
他
の
基
礎
薬
品
し
ノ
義
へ
は
、

.「

消
費
手
段
用
原
材
料

>

 

補
助
材 

料
^

と̂

へ
て
機
能
す
る
比
率
が
五
^
^
以

下

で

は

本

る

へ

が

パ

そ

め

実

額

ゆ

'

\

「

合
成
樹
脂J

"
(

基)

は
、
ぎ
朽
め
て
広
沉
な
範
囲
で
利
”用
さ
れ
る
近
代
化
学
原
料
で
^

り

、

将

来

は

こ

の

原

料

の

利

用

範

囲

も

，
利

弔

量

%-
さ 

ら
に
一'層

披

大̂

る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
重
要
な
化
学
部
門
で
あ
る
て
し
か
し
、
こ

の「

A

額
丨
自
部
門
内
販
売」

額
の
'五
.五
•

九

％'
が
入
っ
て 

い

く『

合
成
樹
脂
製
品』

が
、
•

「

産
業
連
軋
表」

:-

で
は
、
種
々
雑
多
な
部
門
で
あ
る「

そ
の
他
の
製
造
業」

(

統=

基)

に
統
合
さ
れ
て
い
る
た 

.め
、「

合
成
腐
脂」

関
係
の
分
析
は
多
く
の
限
界
を
と
i

な
わ
ざ
る
を
.え
な
い
。

. 

-

『

合
成
樹
脂
製
品』

は
、「

総
供
給
額」

二
六
三
、
，六
四
七(

百
万
円)

、，
A

額
一
四
六
、
七
三
八(

百
万
円)

に
も
の
ぼ
る
部
門
で
あ
り
、
近
代
化
学
の
発
展 

:
に
と
も
な
い
各
分
野
で
利
用
範
囲
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
注
目
す
べ
き
部
門
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「

産
業
齋
関
表」

で
は
、『

玩
具

•
運
動
用
品』

、『

楽
器』

、
 

、『

筆
記
具』

、『

身
辺
細
貨
品』

'
等
と
一
括
し
て「

そ
の
他
の
.製
造
業」

'
.

(

統=

基)

部
門
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
-1
'
産
業
連
関
表」

，
の
部
門
分
類
上
の
大
き
な
欠
陥
の
ー
つ
で
あ
る
。

■ 

.

.

『

'調
整
作
業
表』

に
よ
石
と
、『

合
成
樹
脂
製
品』
の
販
路
は
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
消
費
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
部
分
を
も
と
め
る
と
、

A 

額
の一

九

•
四
％
が
、
主
と
し
て
台
所
食
卓
用
品
と
し
て
直
接
消
費
さ
れ
る
。
こ
の
他
、
住
宅
の
建
築•

補
修
に
約
一
〇
•

〇
％
、r

民
生
用
電
気
機
器」

(

基)

、
 

「

民
生
用
機
械」

(

基)

へ
計
六
•

八
％ 

(

ぅ
ち
約
六
五
％
が
消
費
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
と
す
る
。'
前
稿
«

第
ニ
章
、
第
一
節
参
照
。
以
下
同
様
。)

、「

水 

產
加
工」

.(

基)

等
食
料
品
関
係
の「

消
費
手
段
生
産
部
門」
へ
五
.

三
％ (

容
器)

、「

米
麦」

(

基)

.を
中
心
に
農
業
関
係
へ 
一
一
•
六
％
9

ィ

ル
ム
シ
ー
ト)

、

.

.「

革
製
品」

(

基)

、「

衣
服
•
身
廻
品」

(

基)

、『

ゴ
ム
製
履
物』

、：「
家
具」

-(

基)

.

の
消
費
手
.
段
->

な
る
部
分
へ
約
五
.
五
％
、
.
.販
売
さ
れ
て
い
く
。
以
上
の 

合
計
に
'

こ
.の
他
少
額
の
も
の
.を
加
え
る
と
、
約
五
〇
％
が
、
直
接
消
費
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
：/
消
費
手
段
用
原
材
料
'•
補
助
材
料」

.

と
し
て
機
能
す
る 

.

と
推
定
さ
れ
る
。
 

.

な
お
、.
.つ
い
で
な
が
ら
、『

合
成
樹
脂
製
品』

の
残
り
の
販
路
を
み
る
と
、「
重
電
機
器」

(

基)

へ
九
•
五
％
、
非
住
宅
の
建
築
•
補
修
お
よ
び「

土
木」 

(

統)

関
係
へ
計
八
•
六
％
、
輸
送
機
械
‘

通
.信
機
械
へ
計
五
*.

九
％
、
各
種
の
一「
産
業
機
械」

(

統)

へ
計
一
一
•
九
％
:

:

.

#、
各
種
機
械
や
建
築
•
土
木
関 

係
の
部
分
品
と
し
て
多
く
の
部
門
へ
販
売
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
ご
と
き
種
々
の
分
野
に
お
け
る
利
用
は
、：
今
，後
一

層
発
展
•
拡
張
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
だ
け
に
、『

合
成
樹
脂
製
品』

部
門
の
分
析
を
今 

.

後
、
よ
り
深
め
て
.い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

以
上
の
推
計
'に
よ
る
と
、「

合
成
樹
脂」

(

基)

よ

り『

合
成
樹
脂
製
品』

へ
販
売
さ
れ
て
い
く
う
ち
約
半
分
、
し
た
が
っ
て
.

「

合
成
樹
脂」

(

基)

の

「

A

額—

自
窗
門
内
販
売」

額
の
約
一
一
八
％
が
、「

消
費
手
段
用
原
材
料
•

補
助
材
料」

と
し
て
：機
能
す
る
と
い
え
よ
う
。
一j

の
ほ
か
、「

合
成
樹
脂」

(

甚)

よ

り

『

木
製
家
具』

、『

合
板』

、

「

染
色
整
理」

.

(

基)

-'「

合
成
繊
維
原
料」
(

基)

、「

塗
料」

(

基)

、

r

そ
の
他
の
製
造
業」

(

基)

の

『

合
成

樹
脂
製
品』

以

外

の

も

の「

紙
製
品」

.

(

基)

、「

そ
の
他
の
化
学
薬
品」

(

基)

.
等

へ

販

売

さ

れ

る

う

ち

.、
，

「

消

費

霊

用

原

材

料
.

補
助
材
料」

と

し
て
籠
す
る
部
分
を
推
計
す
る
と
、「

合

產

脂

」
(

基)

：
の
約
一
九
％

と
な
る
。
以
上
を
合
計
す
る
と
、「

合
成
樹
脂」

(

基)
の
約
四
七
％
、
実

額
五
〇

六
六
〇

(

百
万
円)

程
度
が
非
常
に
多
様
な
形
で「

消
費
手
段
用
原
材
料
‘

補
助
材
料」

_と
：し
て
機
能
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
他
の
部
分
も
、
種
々
の
部
門
へ
販
売
さ
れ
、
.
各
種
の
機
械
の
部
品
、
非
住
宅
の
建
築
•
補
修
等
の
原
材
料
•
補
助
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

『
合
夜 

篇

製

品』

.

へ
販
売
さ
れ
る
約
半
分
：

(

五
〇
頁
参
照)

、「

重
電
機
器」

(

基)

へ
一，
.

四

％

、

「

そ
の
他
の
軽
屢
器」

.

(

基)

の

う

ち

の

『

電

線

』
(

た
だ
し
一 

.

部
は
消
費
関
係)

、
へ
五
0.

六
％
、
.消
猜
関
係
以
外
の「

塗
料」

，(

基)

へ
五
ノ
四
％
、『

木
製
家
具』

、.『

合
板』

.
へ
の
販
売
の
う
ち
消
費
関
係
以
外
に
用
い
ら
れ

.
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.
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.
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.
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.

「

基
礎
化
学
薬
品」

(

統)

の
う
ち
の「

そ
の
他
の

基
礎
薬
品」

(

基)

も
、
各
種
の『

無
機
薬
品』

、『

高
圧
ガ
ス』

、『

硝

化

綿

•
セ
ル
ロ
ィ
ド
へ 

『

セ
ロ
ァ
ァ
ン』

等
'
' 

輝
々
.の
も
の
を
ふ
く
む
部
門
で
、
'
そ
の

販
路
も
き
わ
め
て

多
様
で
あ
.る
。「

A

額
I

s

部
門
内
販
売」

額
の
う
ち
、「

そ
の
他 

の
化
学
薬
品」

：(

基)

.へ
販
売
さ
れ
る
. 

一
一
：

I

f

は
じ
め
、「

化
学
繊
維
原
料」

義

四

，
六
％
、

「

そ

の

他

の
製
造
業」

，(

基)

：三
.'
九

ぢ 

「

染
色
整
理」

,

ー1
ー
.
ー
%
、「

紙」

一一

T 

•
: ©
%
、「

有
機
甚
礎
化
学
薬
品」

(

基)

ニ 

•
九

％
、「

医
薬
品」

(

基)
二
：
.

八
％
、

あ
る
.い
ま
食
料
品 

関
係
の
諸
部
P

へ
の
E

 

•
.〇
％
#

、
多
様
な
諸
部
門
へ
販
売
^
れ
て
い

く
が
、
こ
れ
^
，

の
う
ち
、「

消
費
手
段
用
原
材
料
•
補
助

材
料」

と
し

'つ
ま
り「

そ
の
他
の
基
礎
薬
品」

(

基)

で
は
、
，約
四
四
％
、
実
額
、
約
：
 

五
ニ
、
〇

〇

〇

(

百
万
円)

：
が

多

様

：な

形

で

、

.「

消

費

手

段

用

原

材

料
.#

補
助
材
料」

；.
_と
し
.て

機

能

し

て

.
い

る

と

い

え

る

0'
:

. ̂

.

.右
に
あ
げ
た
部
門
以
外
で
は
、
タ
ィ
ャ
•

チ
ュ
1

プ
そ
の
他
の
J

ム
製
品」

へ
八
•
〇
％
、「

塗
料」

(

基)

へ
七
，
ニ 
％
、「

鉄
鋼
一
次
製
品」

(

統)

の 

日
本
資
本
主
義
の
西
生
産
構
造
分
析
試
論 

.

 

.

五

一

(

八
四
三)



諸
^
5門

へ

計

九

，
六
.%

、：

「

産
業
機
械」

.
入
基
> 

へ
；
ニ
 

等
、き
わ
め
て
多
く
の
部
門
べ
^

?
で
，い
く
。
：.：
も

ち

ろ

'
女

 

へ
人
つ
て
い
く
も
.の
の
ぅ 

:
ち
消
費
.手
.段
用
原
材
料
と
し
'て
機
能
す
る
部
分
も
：あ
名
。
：本
文
ヤ
推
計
し
た
消
費
手
段
用
原
材
料
四
四
％
と
い
ぅ
数
字
の
中
に
は
こ
：れ
も
含
ま
れ
て
ハ
る
。)

-
:
: 

二
.
.
' 

X 

'X
.
..
'
.
'

.

- ノ
 

一.
'

'
'..
' 

X 

: 

V

.
•
'な
お
、.
以

上

：
の「

合

成

樹

脂

J
.
(

基)

、「

そ
の
他
'の
基
礎
薬
品」

.(

基)

：の
#:

様
な
機
能
は
，
第
1,
1
2表
で
し
め
し
た「

基
礎
化
学
薬
品」

の

「

窮
極
杓
市
場
涛

'. 

'
(成

」： .：：

に

反

映

さ

れ

て

い
.る
。

パ

'

^

:

,:
-
:
.
1

、
：
：
，
:

i
.

:

す
な
わ
ち
、「
そ
の
他
の
製
造
業」

.
に
対
^.

る
消
費
支
出
に
よ
る
r
:s

礎

化

学

薬

品

」

，
の

誘

発

率

の

高

さ

は

、
_消

費

手

段

と

し

て

羽

い

‘ら

れ

る『

合

成

樹

旨 

M

品』

；
そ

の

他.に
よ
づ
て
：、

「

合

成

樹

脂

」

一(

基)

を
は
じ
め
■、「

有
機
基
礎
化
学
藥
品」

'

 

(

基)

、
'

「

そ
の
他
.の
化
学
薬
品」

'

 

(

基)

等
が
誘
発
さ
れ
る
こ
と
を
意 

.味
ル
/
そ
の
他
の
化
学
製
品
し
に
対
す
る
消
費
支
出
に
よ
る
誘
売
率
の
鲁
さ
は
、:「

そ
の
他
の
化
学
薬
.品」

.に
よ
つ
て
、
'

 .

「

そ
の
他
の
.基
礎
薬
品
-(

基)

、
.さ
ら 

':

に
は
有
槔
.>

無

機「

基
礎
化
学
薬
品」

..(

基)

が
誘
発
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

'.
.

,

.

他
方
、「

基
礎
化
学
薬
品
ー
が
へ
固
定
資
本
形
成
ー
に
よ
つ
て
計
ニ
耳
ふ 

各
種
の
機
械
、
建
築
、
土
木
等
に
よ
つ
て
、
各
種
の
機 

V

械
f

品
、
■

「

塗
料」

(基
).、
':

建
築•
，土
木
資
材
、
：
：

.

タ
ィ
ャ
•

チ

：
ュ

ー

ブ
^
:

の

他

の.

『

ゴ

ム

製

品

』

、.
、

「

ガ

ラ

ス

製

品

」
(

基)

等
の
.原

材

料

.
補

助

材

料

と

し

て

の 

「

基
礎
化
学
薬
品」

が
誘
発
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
そ
の
主
な
も
；の
は
、「

合
成
樹
脂」

(

基)

お
.よ
び
そ
の
原
料
と
な
る
有
機
.
無

機

「

基
礎
匕
学
薬 

.

品」

.(

基
>
と
、「

そ
：の
他
の
基
礎
薬
品」

，(

基)
お
よ
び
そ
の
原
料
と
な
る
有
機
.
.

無

機「

基
礎
化
学
薬
品」

.(

基)

の
誘
発
で
あ
る
。

'

な
お
.、；「

建
築」

.に

よ

る

誘

発

に

，
は

:'
'

住
^
 

.

「

固
定
資
本
形
成
|_

に
よ
る
も
の
と
し
て
ふ
く
ま
a

 

.
て
い
石
の
は
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
;:

:'
:

.

.

.

.

 

•

•

 
•

 

.

.

.

.-
. 

.

... 

.

.

 

.
_
-

■
.
.

. ■

.

.
 

.

.

 

-

 

-
.
.
.
.
. 
.
.

「

統
合
表」

，
の
'「

そ

の

他

：の

化

学

製

品

J 

.

は
、
.

「

基

本

表」

.
部

門

の「
そ
の
他
の
化
学
薬
品」

(

総
供
給
額
、
5

五
、.
七
八T

百
万
円)

、
•

「

医
薬
品」 

(

T

A
四
、.
五
1

音
万
円)

、
.■

「

動
植
物
油
脂
卜(

九
六
、
ニ
八
ニ
百
方
円)

：、「
塗
料」

：(

五
七
、
，
：六
八
八
百
万
円

)

を
統
合
し
た
部
門
で
.あ
る
。

.

前
稿S

第
二
章
第
1

節
に
お
い」

て
、
こ
の
ぅ
：ち
'
.

「

医
薬
品」

(

基)

は

「

消

費

手

段

生

：産
：部

門

：

」

と

し

て

規

定

し
.、「そ
：：

の

他

の

化

学

薬
^

-(

基) 

は
、
直
接
消
費
さ
れ
る
の
は
約
五
〇
％
弱
で
あ
る
が
..：
消
費
実
額
の
多
い
.こ
，
と

が

ら

、
「

夺

消

費

手

段

生

産

部

r
v

と

し

て

規

定

し

，
こ
。

こQ

た
め
、
：「

そ
の
他
の
：化
哮
製
ロ
巴
の
.

「

窮
極
的
市
場
構
成」

を
み
る
と
、
，第
1,
1
3表
の
ご
と
く
、
.自部

！
：

で

あ

る「

そ

の

他

の

化

学

製

品

」

に

対

す

る

、肖

消 费  
支 出

政 府 ' 
消 费

丨 固 定 资  
丨 本 形 成 合 計

一 般 作 物 1.22 0 0 .05 1.27
屠 殺 • 肉 • 酪 農 品 1.98 0 0 1.98
精 穀 . 製 粉 3,70 0 0 3.70
そ の 他 の 食 料 品 11.84 0 0 11.84
飲 料 1.09 0 0 1.09

錢物•その他の锻雄製品 1 .93 0 0.01 .1.94
印 刷 •出 版 0.94 0.12 0 1.06
そ の 他 の 化 学 製 品 36,96 0. 98 0 37. 95
一 般 機 • 械 0 .10 0.01 1.46 1.56
電 氖 . 機 械 0.41 0.02 1.14 1.58

輸 送 機 械 - . 0 . 27 0.16 2.28 2.72
建 築 （補 修 を 含 む ） 0 0 .02 5.34 5,36
土 木 0 0 1 .70 ■1.70
公 共 サ 一 ビ ス 7 .29 7.52 0 14:81
そ の 他 の サ 一 ビス 5 .67 0 .10 0 5.77

以 上 小 計 73.40 8 .93 11.98 94.33

合 計 78.53. 9.11 12.3$
• .. ... 

100.00

額驻準)(統) 部門の「窮極的市場構成.

U 表の俯考⑴⑵を参照,

幾
支
出
.に
.よ
っ
，
..て
誘
発
,
.れ
：る
の.が
三
六
、
九
六
％
に
も
の
ぼ
り
、 

.他
方
、_「

公

共

サ

ー

ビス」

に
対
す
る
消
費
支
出
お
よ
び「

一
般

政 

府
消
費
支
出」

に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る
•，
比

率

、

「

そ

の

他

の

サ
ー
ビ 

ス

に
対
す
る
消
費
支
出
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る
比
率
も
高
く
な
っ 

て
い

る

。
n

 

(
T

医
薬
品」

.

8

)

.
が
、

約
半
分
、
直
接
消
費
さ
れ 

る
ほ
か
は
、
統
計
上
は
、「

公
共
サ
ー
ビ
ス」

(

統)
の
ぅ
ち
の「

医 

療」

，
.(

基)

部
門
を
通
じ
て
民
間
消
費
、

政
府
消
費
さ
れ
る
こ
，と
に 

な
っ
て
い
'る
こ
.と
、「

そ
の
他
の
化
学
薬
0°
0」

.

$)

は

、

三

七

，
八 

%

が
直
接
消
費
さ
れ
る
：ほ
か
、「

そ
の
他
の
サ
，I
ビ
ス」

(

統)
の
ぅ 

ち

の「

そ
の
他
の
対
個
人
サ
ー
ビ
ス」

(

理
髪
店
、
美
容
院
等)

を 

通
じ
て
、
実
質
的
に
は
消i

p；

手

段

と

し

て

用

い

ら

れ

る

こ

と

.、

に
つ 

い
て
は
、
俞
稿
㈡

を
参
照
を
れ
た
い
。)

その他の化学製品_

てはj

「

そ
の
他
の
化
学
製
品」

(

統)

の
ぅ
ち
の「

動
植
物
油
脂」

(

基) 

は
、
そ
の
ほ
と
.
ん
ど
が「

消
費
手
段
用
原
材
料•

補
助
材
料」

と 

し
て
機
能
す
る
、.，
ほ
ぽ
完
全
な
る「

消
費
手
段
用
厚
材
料
•
補
助 

材
料
要」

.
生
産
部
門」

.

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

、

入

額

=

「

中

間

需 

の
ぅ
ち
、『

食
用
油』

へ
四
五
ニ
一
.ー％
販
売
さ
れ
る
の
を
は
じ
め
、
 

『

石
け
ん
.

』

.

へ
一
.：.三
■
，
八

両

者

の

原

料

た

る『

油
脂
加
工
品』

. 

へ 

一
ニ 

•1
1
%

「

配
合
飼
料」

(

基)

ベ
一
一1

五
％
、「

工
芸
作
物」

(

基)

等
の
農
業
麗
ヘ
•計
六
•

八
％ 

(

飼
料
♦
肥
料)

販

売

さ

れ

る

。
.こ
の 

ほ
か
、
少
額
ず
つ
消
費
手
段
お
ょ
び
消
擊
段
用
原
村
料
I

産
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
部
分
を
加
え
る
と
、
合
計
九

四

ニ
ー
％

と

な

る

。

し

た 

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論

五

三

(

八
四
五)

1 3表

本表につI備考



が
つ
；て
、「

動
植
物
油
肥」

'

I

の

ほ

と

ん

ど

：が
'「

消
費
手
段
用
原
材
料
：：，
補
助
材
料」

と「

し
て
機
能
し
.て
い
る
.と
い
：う
こ
と
が
で
.き
よ
う
。

.

'

な

ぉ「
塗
料」

.

.

(

基)

は
、「

A

額—

自

部

門

内

販

売

」

額

の

う

ち

，
ー

〇
.

九
％
が
、
'住
宅
の
建
築
•

補
修
に
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
、「

民
生

消
電
気
機
器」

(
基)

、：「

家
具」

(

基)

、「

そ
の
他
の
木
製
品」

(

基)

、「

民
生
用
機
械」

(

基〉

.等
に
販
売
さ
れ

る
う
ち

「

消
費
手
段
用
補
助
材
料」

.と
し
て
機
能
す
る
と
推
定
さ
れ
る
部
分
を
す
べ
て
加
え
て
も
、
三 

一
•
.六
%

に
し
か
す
•ぎ
な
.い
。
直
接
消
費
さ
れ
る
の
.は
. 

一
•

九
％
で
あ
る
。

「

塗
料」

(

基)

の
残
り
は
"

各
種
の
.

「

輸
送
機
械」

(

統)

人
計
二
三
•
三
％
販
売
さ
れ
る
ほ
か
:'
'

非
住
宅
の
建
築
，
補
修
、「

産
業
機
械」

(

統〉

消
貴
淵
係 

以
外
の
各
種
の「

電
気
機
械」

(

親)

へ.販
売
さ
れ
る
。
 

：

.

こ
の
こ
と
が
、「

そ
の
他
の
化
学
製
品」

(

統)

.
の「

窮
極
的
市
場
構
成」

(

第
[1
,
1
3表)

に
お
い
て
、「

固
定
資
本」

と
な
る「

建
築」

、「

輸
送
機
械」

、「

電
気

機
械」

等
に
よ
っ
て
窮
極
的
に
誘
発
さ
れ
る
率
を
高
め
て
い
る
の
で
あ
る
.。

.

■ 

■

最
後
に
、「

そ
の
他
の
化
学
薬
品」

(

基)

は
、
す
で
に「

私
消
費
手
段
生
産
部
門」

と
規
定
し
た
が
、「

消
費
手
段
原
材
料
•
補
助
材
料」

と
し 

て
機
す
る
比
率
も
か
な
り
あ
り
、
そ
の
実
額
も
大
き
い
の
で
、
若
干
ふ
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
前
稿
a

で
す
で
に
の
ベ
た
ご
と
く
、
こ
こ 

に
は
種
々
の
性
格
の
異
な
る
部
門
が
統
合
さ
れ
て
い
る
がV
こ
の
な
か
の『

農
薬』

は
、「

.
A額
I

自
部
門
内
販
売」

額
の
う
ち
、「

米
麦」

へ
五
五 

‘

六
％
販
売
さ
れ
る
‘の

を

は

じ

め

、

計

九

八

％

が

、

消

費

手

段

関

係

の

生

産

部

門

へ

.、

：

.

「

消
費
手
段
用
補
助
林
料」

と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
く
。
 

『

界
面
活
性
剤』

は
、.「

染
色
整
理
-"
-

(

基)

と
各
種
の
，「

餅
績」

、「
織
物」

へ
補
助
材
料
と
し
て
..入
っ
て
い
く
の
を
中
心
に
、
五
ニ
*

七
％
が
消 

費
手
段
用
原
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
ま

た『

そ
の
他
の
最
終
化
学
製
品』

は
、
香
料
、
接
着
剤
、

人
口
甘
味
剤
、
洗
浄
剤
等
雑
多
な
製
品
を 

ふ
く
む
が
こ
の
う
ち
約
半
分
は「

消
費
手
段
用
原
材
料
•

補
助
材
料」

と
み
な
し
う
る
。『

印
刷
ィ
ン
キ』

は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が「

印
刷
•

出
版」 

(

基)

へ
.販
売
さ
れ
る
。
こ

の「

印
刷
.

出
版」

部
門
の
性
格
は
曖
昧
で
あ
る
.が
、
少
な
く
と
も
四
〇
％
程
度
は
消
費
手
段
と
み
な
し
う
る
。
 

以
上
の
よ
う
な
内
容
を
反
映
し
て
、「

そ
の
他
の
化
学
薬
品」

(

基)

の
約
三
五
•
五，

％
が

r

消
費
手
段
用

原
材
料
.
補
助

材
料」

と
し
て
機
能

—

す
る
と
い
え
る
が
、
こ
れ
は
、
実
額
約
六
七
、
三
七
〇

(

百
万
円)

に
も
の
ぼ
る
の
で
、
注
意
し
て
お
く
必
要
が
.あ
る
。

.

㈣

.

な
お
、
以
上
の「

基
礎
化
学
薬
品」

(

統)

、「

そ
の
他
の
化
学
製
品」

(

統)

.以
外
で
は
あ
る
が
、.「

そ
の
他
の
鉱
業」

(

統)
の
な
か
の「

そ
の
他 

.の
非
金
属
鉱
物」

(

基)

も

、
：，
化

学

関

係

の

，

「

準

消

費

手

段

用

原

材

料

.'

.
補
助
材
料
生
産
部
門」

で
あ
る
。

「

そ
の
他
の
非
金
属
鉱
物」

(

基)

は
、
 

『

硫
黄』

、『

硫
化
鉱』

、『

そ
の
他
の
非
金
属
鉱
物』

ょ
り
な
：る「

総
供
^:

額」

九
四
、|

一.一
八
一
.
百
万
円
.の
：部
門
で
あ
る
が
、
こ
の
ぅ
ち
の『
硫
化
鉱』 

は
す
べ
て「

無
4

基
礎
化
学
薬
品」

.

(

基)

の『

硫
酸』

へ
入
り
、
主

->

し
て「

化
学
肥
料」

_ (

基)

，「

化
学
■繊
維
原
料」

(

基)

，
の

原

料

と

し

て

利

用

さ

れ 

る
。
.
こ
れ
'は
、「

そ
の
他
の
.非
金
属
鉱
物」

(

基)

全
体
の
入
額
の
ー
1
三

-;
^
^
^ ̂

'

こ
れ
以•外

に「

化
学
肥
料
：

」
(

基)

へ
入
る
ニ
 

一
 

•

四
％
、
 

「

そ
の
他
の
土
石
製
品」

.(

基)

-'

へ
入
る
ぅ
ち「

消
費
手
段
用
原
材
料」

と
推
定
さ
れ
る
部
分
、
少
額
ず
つ「

消
費
手
段
用

原
材
料」

と
し
て
他
部
門

へ

.入
る
部
分
を
加
え
る
と
、.「

そ

の

他

：の

非

金

属

鉱

物

」

.

(

基)

の
.約
五
九
，
三
%

が「

消
費
手
段
用
原
材
料」

と
し
て
.機
能
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

.

.

.

.

.

. 

- 

... 

■ 

■ 

- 

- 

/ 

.

.

.

.

.

.

.

.

⑶

食

料

品

関

係

の「

消
費
手
段
用
原
材
料
‘

補
助
材
料
生
産
部
門」

の
検
出

:

,

-
 

- 

... - 

. 

......

•

 

...

- 

■ 

: 

. 

■ 

. :

■

.
:

.

.

 

: 

.B

'

.:

.

.

.

.」

;
. 

へ

：
，
.
.

食
料
品
関
係
で
は
、
第
0,

表

の「

米
麦」

_

が
完
全
な
意
味
で
.の

「

消
費
手
段
用
原
材
料
生
産
部
門」

で
あ
る
。「

米
麦」

の
A

額
は
、
一
、

一
三
九
、

七九

一

(

百
万
円)

と

い

ぅ

巨
額
に
の
ぼ
る
が
、
そ
の

八
八
•
三
％
が

r

精

穀
•

製

粉」
(

基)

へ
、：

一
，
九
％
が

「

酒

類」
(

基)

へ
、

:
Ta:
i

%

^「

そ
の
他
カ
食
斜
品
丄
ニ
基

)
(

調
味
料

)

：.：
へ
；入

り.、消
費
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
残
り
は
、
三
•

1 

ー％
.が
種
子
と
も
て
自
部
門
へ
入
り
、
 

.三

.
i

ニ 
％
が
飼
料
と
な
る
。
：

'

.

:

:

.

:

■
日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論 

.

.
 

五

五

(

八
四
ヒ)



.

パ：
:
-
:
：

:

:

'

":
',
.
.
.

::
:

ま

ち
_

關
表
の
:.
:
'

「

配
合
飼
料」

ス
基)

：：
も

、V:'
完
全
に
；_「

消
費
手
段5

補
賍
樣
乾
產
部
門
,-
:

と
し
ズ
規
笼
で
き
る
,：「

配
合
飼
料」

は
、
A

額 

の
九
六
、
八

'̂

か
、
つ
ぎ
に
み
.る

「

家
畜
.
.家

禽

(

娥
維
用
.を
除
く
>」

，
，

(

基
}
:
へ
.入
る
。
，
:-
-
'

•

 

■ 

• 

' 

:
 

IV
'
 •
•

 

.

.

.

.

■
'•
.
.
.
. 

.

i 

• 

• 

.

. 

,

、
. 

. 

. 

• 

. 

; 

. 

;

•

•

•

•
■
'

:

•
 

V
.

.

.

.
 

*
- 
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•

:
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. パ.
'
-
-
.
-
.
.
. 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.
• 

• 

• 

• 

- 

• 

.

.

.

. 

• 

- 

- 

•

:

' 

-

.

.

.

.

.
* 

, 

-.
 

- 

• 

• 

. 

• 

一.
.
.
- 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.. 

... 

- 

. 

\ 

-
.

し-

.

.

.

.

. 

.

.

.

,
:
v

食
料
ロ
関
係
の
な
.か
で
、
消
:»

手

段

の

原

材

料
..
'
'
'
:補

助

材

料

の

生

産

が

約

五
0

〜

+:

〇
％
ヤ
あ
り
、

參

消

費

手

段

用

原
I

 

•

補
助
材
料
上 

:

産
部
門」

：と
い
ぅ
べ
：.き
本
の
は
、
.
第

比

表

の

；「

家

畜

：，
家
禽
.(

锇
維
用
を
除
く
}」

(

基)

、
第

,1

表

の

「

砂
糖」

：8
^

'「

家
畜
‘
.家
禽
；

(

娥
維
用
を
除
く)」

は
、

入

額

ー

ー

逢

、
產

セ
.(

百

通

)

め

六

三

こ
^

 ̂

そ
の
ほ
と
ん
ど
. 

(

は
、「

消
費
手
段
生
產
部
門」

で
あ
る「

屠
殺」

(

基)

人
ズ
三v

四

高
.：

「

酪
農
品」

_

 

消
費
手
段
用
原 

霖

た

る

各

種

の

；作

物

の

畫

部

門

へ

處

売

さ

れ

る

1

0

七
^

と
；
で
あ
る
：。
'な

お

、.：
蒙

の

一

霞

，
六
.％
"

実

額

：

 

一
0

一.
、

九

七

八§

万
円) 

:
は

直

霭

費

さ

れ.る

が

、
，
.こ

れ

は

鶏

卵

壽

肉

で

あ

る

ノ

：

':
:

,
.
;
;
レ

「

砂

糖」

：

(

甚)

.
は
、
：
不

合

理

；な

部

巧

分

類

が

行

な

わ

れ

て

v>
.る

た

め

、
自

部

閃

内

販

売

：が

人

額

皇

^
 •

四

％
:に
も
の
：ぼ

る

。

そ

れ

ゆ

え

、

『

副

産 

物』

：を
除
い
て
W『

精

臀

.：の
み
に
つ
い
て
み
る
と
、

入
額
.
ー：
>

 

.そ

.の
ほ
と 

ん

ど

ず

ベ

て

：は
.：

「

パ
ン
.
•菓
子」

；(

基)

.を
中
心
と
し
て
ぐ
親 

「

消
費
手
段
生
產
部
門」

に
入
つ
て
い
く
。
 

な
おr

中
間
需
要」

と
な
ら
な
.
い 
一_

，
六
％
は
す
べ
て
_

消
費
さ
れ
る
。
':
_

.
'-
.

.:
■. 

. 

.

..
'

;

.

.'

ぺ

'

'

.:
■
. 

一.

以
上
、
食
料
品
関
係
で
は
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、「

消
費
手
段
用
原
材
料
•

補
胳
材
料」

と
な
る

以
^
^
の
部
分
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
直 

接
消
費
さ
れ
る
消
費
手
段
で
あ
る
。

. 

.

㈢

な
お
、
第
n
’表
の
う
ち
の「

そ
の
他
の
耕
種
作
物」

(

基)

と
、

第
U

表
の「

海
面
漁
業』

(

基)

と
は
，、

■ 

A
:額
の
五
o

%

近
く
が
直
接
消
費
t

、
 

....

そ
の
消
震
額
も
大
で
|

う
ぇ
、「

消
費
手
段
生
儘
門」

.
へ
直
接
入
り
.
加
エ
さ
れ
•

屋

さ

れ

る

率

も

高

い

の

で

、
.

前

稿

⑶
で

「

あ
消 

-

費
手
段
生
産
商

門」

と

蹇

し
て
お
.い
た
。

.

し
か
し
な
.が
ら
、
直
接
消
費
さ
れ
な
い
部
分
、
す
な
わ
ち
.

「

中
間
需
要」

部
分
の
販
路
を
検

討
す

る 

と
、

ほ
と
ん
ど
.す
べ
て
が「

消
擊
段
生
産
部&

へ
販
売
.

I

る
か
、
消
費
手
段
用
原
材
料
•

補
助
材
料
の
生
産
の
原
材
料
.

補
助
材
科
と
.
な 

■.
.

る
の
'で
、「

消
費
手
段
用

原
材
料
•
補
助
材
料」

と
し
て
機
能
す
る
部
分
.は
、
A

額
の
8

1

と
.
な
り
、
そ

の

護

も

大
で
あ
る
。

そ

れ

ゆ

え「

そ
の
他
の
耕
種
作
物」

(

基)

-と
，

「

海
面
漁
業
.

」
(

基)

と
は
.、「

於
消
費
手
段
用
原
材
料
：•
補
助
材
料
生
産
部
門」

と
い
う
規
定
に

も
入

君
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
A

額
：の
§

1

が
、

消
費
手
段
と
な
：り
、
五
〇
％
.賢

.「

消

費

手

段

用

原

材

料

」

と

し

て

機

能

す

る

と

.
い 

.
'う

部

門

と

い

え

る

。

U

の
他

の
H

 

(

基)

^

 

• 
A

i

「

そ
の
他
の
食
料
品」

(

基)

.

.を

中

心

に「

消

費

手

段

生

産 

f

へ
入
て

ヵ

エ
さ
れ
る(

前
稿
«

0,

表
参
照)

.

が
、
'
そ
の
他
も
、
ご
く
僅
少
が
化
学
関
係
で
消
費
関
係
以
外
の
原
材
科
と
な
る
以
外
尤
.す
べ
て
、
飼
料 

の
1

、
.

|
い
は
肥
料
と
'な

る
..
0

し
た
が
っ
て
、

.
五
0

1

、
約
ー
九
.三
、
〇
〇
〇
雾

円

)

が

X

消
費
手
段
用
原
材
料」

と
し
て
籠
す

-■

 

•

一
 

％
が
屢
消
費
さ
れ
る
。
他
方
、
四
0

;

四
％
が

「

水
産
加
工」

を
中
心
に「

消
費
手
證
產
部
門」

へ
販
売
さ 

,

t

r'
f

.

^

>

b

.

-

\
D^
o

^

」

i

)

の
う
ち
の『

身
辺
細
貨
品』

_
.

(

貝

加

エ

邊

や

『

魚
湖
，.
魚
柏』

等
へ
入
り
、「

濟
費
手
段
用
原
材
料
•

補
助
材
料」

.

.
d

i x
i

u

 

そ
れ
ゆ
え
、
五
■〇
％
弱
，
約
ニ
ニ
九
、
O

0

.

Q
 (

百
万
.円)

..が：「

消
費
手
段
用
原
材
料
.
補
助
材
料」

と
し
.て
機
能

日

奏

本

產

の

再

生

産

構

造

分

析

試

論

 ̂

五

七

(

八
四
九)



'

な
お
、
前
稿
：

E

で

「

消
費
手
段
生
産
部
門」

、「

準
消
費
手
段
生
産
部
門」

と
規
定
^

だ
食
料
品
関
係Q

そ
の
他
の
諸
部
門
に
.
つ
い
て
も
、
直
接 

消
費
さ
れ
な
い
部
分
は
、
そ
の
ほ

と

ん

ど

が「

消
費
手
段
用
原
材
料
.'
-

補
助
材
料」

と
し
て
機
能
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
A

額
の
う
ち 

「

中
間
需
要」

.
の
し
め
る
比
率
が
低
く
と
も
、

「

中
間
需
要」

.

実
額
の
.多

額

に

の

.ぽ

る

も
0'
|

「

そ

の

他

，の

食

料

品

」

：(

基)

：
ー「

四
、

ニ
七
四 

(

百
万
円)

、

「
屠
殺」

：(

基)

五
一
、

一
六
八
.
.

(

百
万
円)

、
.「

野
菜
果
実
加
エ」

.(

塞)

.
ー
六
、
六
六
〇
.(

百
万
円)

'-(

第
0,
1
0表
参
照)

に
つ
い
.
.て

は

、

そ

の
ほ
と
ん
ど
大
部
分
が
•「

消
費
手
段
用
原
材
料
•
補
助
材
料」

と
し
て

機
能
す
る
こ
と
を
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ

る

。

.. 

.

 

.

:

⑷

木

材

関

係
- 

- 

- 

. 

: 

•

.

.

.

. 

•

.

メ 

.

わ
が
国
で
は
、「

住
宅
新
建
築」

(
基)

の
生
産
高
の
う
ち
七
九
，
三
％
が
木
造
で
'あ

る

(

第
三
節
第
,1

表
参
照)

関
係
も
.
あ
っ

て
、
木
材
関
係
の 

諸
生
産
部
門
は
、.「

総
供
給
額」

が
多
額
に
の
ぼ
り
、
再
生
産
構
造
上
軽
視
で
き
な
い
位
置
を
し
め
て
い
る
。

し
か
し
、「

産
業
連
関
表」

で
は
、
建
築
関
係
ば
、
.補
修
を
の
ぞ
い
て
、
.
住
宅
も
す
ベ
て
：「

固
定
資
本
形
成」

と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
 

木
材
関
係
の
生
産
諸
部
門
は
、
A

額
に
し
め
る
消
費
支
出
の
し
め
る
比
率
、
B

額
基
準
の『

窮
極
的
市
場
構
成』

に
お
け
る
消
費
支
出
依
存
度
は 

と
も
に
低
く
な
っ
て
い
る(

前
稿
㈡

n,

表
参
照)

。
し
た
が
っ
て
、「

.窮
極
的
市
場
構
成」

の
計
算
も

役
に
立
た
な
い
の
で
あ
っ
て
、
住
宅
の
建
築
• 

被
修
に
利
用
さ
れ
る
部
分
を
、
.

「

消
費
手
段
用
原
材
料
.
補
助
材
料」

と
し
て
機
能
す
る
^

の
と
し
.て

修

正

：し
，て
、

.
推
計
す
.る
こ
こ
ろ
み
が

必
要

-

と
.な
る
。
. 

•

.

ぐ：.

.
'

.

.

 

_

右
の
点
を
修
正
し
て
検
討
す
る
と
.
'「

基
本
表」

' 

部
門
単
位
で
み
.て
：、
：「
製
材
•

合
板」

、「

伐
木」

、
.「

育
林
‘

特

殊

林

産

物

」
：

は
、「

A

額
丨
自 

部
門
内
販
売」

額
の
う
ち
、「

消
費
手
段
用
原
材
料
.
•補
助
材
料」

：と
し
て
機
能
す
る
も
の
の
比
率
が
、

五
0

%

程
度
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ 

こ
で
は
そ
の
実
額
の
大
い
さ
か
ら
も
、
こ
れ
ら
^

「

準
消
費
手
段
用
原
材
料
•

補
助
材
料
生
産
部
門」

の
な
か
へ
入
れ
る
こ
と
に
す
る
。

「

木
材
関
係
て
は「

窮
極
的
市
場
構
成」

.
の
計
算
が
利
用
で
き
な
い
の
で
、
.
も
.
？
t

加
工
度
の
高
い
部
門
か
ら
、

順
次
そ
の
販
路
構
成
を
検 

討
す
る
と
j

に
よ
っ
て
、「

消
費
手
段
爆
材
料
，
補
助
材
料」

：，と
し
：て
機
能
す
る
部
分
を
推
計
し
て
い

か

ね

ば

な
ら
.な
い
:0 

ま
ず
、
.「

準
消
費
手
段
用
原
材
料
'

補
助
材
料
生
産
部
門」

.で
は
な
.1

:

2

 

「

そ

の

他

の

木

製

品

」
(

基)

を
み 

る
.

こ
れ
は「

総
供
給
額」

一
——
*
〇
、
.
ー
ー
七
0

(

百
万
円)

，に
.も
の
.ぼ
る
が
、—

根
^
 

木
箱
、

あ
る 

.

1

庭
用
品
ま
|

様
々
の
念
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
推
計
f

l

i

l

が
、
'こ
の

.う

ち

、

約
五
寿
が
消
費 

手
段
お
よ
び「

消
費
手
段
用
原
材
料
•

補
助
材
料」

と
し
て
機
能
す
る
と
推
計
さ
れ
る
。
そ

れ

ゆ

え

、

以
下
の
木
材
関
係
の
生
産
部
門
の
検

討

で
 

.

は
、「

そ
の
他
の
產
品」

：_

へ
販
売
さ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

.

-
 

-
• 

.

 

.

.

.

.

.
'
'
4
”
?

?

^

.

巧

' 8

4
ち
、
食
料
品
関
係
の
生
產
部
門
違
売
さ
れ
、
そ
の
補
助
材
料
！ 

ニ
％ ( 『

梱
包』

を
の
ぞ 

'れ
L
uoi
y

tt r
M
i
l
l
f 家
具』

、『

ミ
シ
.'ン』

等
各
種
の
生
産
部
門
へ
販
売
さ
れ
る
う
ち
、
消
費
手
段
用
原
林
料
と
し
て
機
能
す
る
と
推
定
さ 

’ 

2も
Q
I
,
"
す
る
と
約
三
四
•
五f
 

I。
な

お『

梱
包』

.に
入
る
も
の
、

(「

基
本
表」

で
は
各
部
門
に
わ
り
あ
て
ら
れ
て
い
る
のu

p

 

.:
一
;
を̂
、
消
費
手
段
の
単
な
る
容
器
的
な
も
の
と
推
計
し
、
.消
費
手
段
用
補
助
材
料
と
す
る
と
、

全
体
の
.六

•七
N

H

r

u 

.
し

^
能
す
る

M
う
こ

“f
j
"

れ
る
も
の
ガ
ー
三
•八
％
あ
る
の
で
、
以
上
合
計
す
る
と
、I
五
％
が
消
費
手
段
お
よ
び
：消
費
手
段
用
原
材
料
と

. 

.

..
•

 

• 

. 

::

..

.

さ
て
ヵ
エ
度
の
高
し「

製
材
‘

合
板」

(

基)

よ
り
検
討
す
る
と
、「

製
材
，
合
板」

は
実
質
的
A

額

(

く
ず
発
生
分
を
も
く
む)

が
、四
匕
一
、
 

;
|
〇

六

雾

円

)

に
も
の
ぽ
る
が
’

そ

の「

A

額—

自
部
門
販
売」

額
の
う
ち
、
き

•

一一，

^
 

(

百
万
円)

§

の
原
材
料
と
な
る
。
こ
の
ほ
か
、
へ『

木
製
家
具』

、

^

§
' 

I

.

『

楽
器』

、『

梱
包』

等
へ 

入
っ
^

い
く
も
9

が
：か

な

り

あ

る

が

、

そ

れ

ぞ

れ

の

う

ち

「

消

費

手

段

用

原

材

料
•
補
助
材
料」

と

し

て

籠

す

る
と
思
わ
れ
る
部
分
を
推
計
す 

'る

と
'
:約

一

二.
•八
f

な
る
。
し
た
が
っ
て
合
計
約
五
三
•

〇
％
が

「

消
費
手
段
用
原
材
料
•

補
助
材
料」

と
し
て
機
能
す
る
と
い
え
よ
う
。

ニ

：
：，
.日
本
資
本
主
義
の
.再
生
産
構
造
分
析
試
論
：：；と

：
；
：
：
：
'

. 

. 

五
九
' (

八
五
.

I
)

.



V
Vへ；.、

：タ

『

合
磨
':
:

,̂
^

げ

:̂
!
^る
ー
キ
^

S

一
-
•'七
^

、『

合
板』

-
四
五
. 

一
一
％

で

あ

る
◊ 

な
お
、「

製
材
•
合
板」

i

の
残
り
は
、
非
住
宅
の
建
築
•
補
修
へ
ニ
〇
•

六
％
、「

七
木」

，
-8)

べ
<

‘
六
％
"

消
費
手
段
以
外
の
輪
送
機
械
へ
ー
7
 

■

:-
©

%

販

売

さ

扣

て

；
い

く
.0

ま
：た

、
：
こ

の

部

門

：に

ふ

,<
:ま
れ
；る̂

ば

、-.
八

額
.一.
三
:>
:
五
3:
'

.

.

.

.

.

.

. 

.

:

■

-

 

.
•:
•

•

.

パ

.

..'

:- 

: 
.
■
.
.
. 

:
. 

.

.

.

.

-
 

- 

■ 

'
. 

- 

- 

.

つ
ぎ
に
、
'-
,
伐
木」

(

基)

.は
、
A

額
四
一J

1

一、
八
一
七(

百
万
円)

.：に
の
ぼ
.る
が
、「

人
額
丨
自
部
門
内
販
売」

.

」

額

の

ぅ

ち

、
：
七

八

，

.
五
％

、が

『

製

-
材』

『

合

板』

へ

販

売

さ

れる
。
；

『

製
材』

‘
へ
販
影
さ
れ
る
三
〇
ニ
、
〇

ー
九(

百
万
円)

、.
.

『

合
板』

へ
販
売
さ
.れ
る
ー
一
九
、

八

五

八

(

百
万
円)

そ 

れ
ぞ
れ
.に
つ
い
て
、
■
右
.に
.み
た
各
部
門
め
.機
能
に
準
じ
'て
、「

消
費
手
段
用
原
材
料
•
補
助
材
料」

と

し

て
機
能
す
る
も
の
を
推
計
す
る
と
、

r

伐
 

木」
(

基)

■の
四
1

..
:
.|
ハ
％

が

：、

：
'

『

製

材』

*『

合
板』

と

い

ぅ

加

エ

段

階

を

「

消
費
手
段
用
原
材
料
.

補

助

霖」

と

し

て
機
能
す
る
こ
と 

に
な
る
。',
.
'こ
の
ほ
か
、
.-
'
.住
宅
お
ょ
び
:.
'「

履
物」

(

基
T

原
材
料•

補
助
相
料」

と
推
計
さ
れ
る
！i
分

を

小

計

す

る

と

.
、
約

六

•

.四
^

と
な
を
。
以
上
を
.合
計
し
た
四
八
■,
〇

.
％
が

「

伐
木」

(

基)

の
ぅ
ち

- 

■
 
4
 
.
 

'

.

•.
.
.
.

「

消
費
手
段
用
原
材
料
.
•補
助
材
料」

.と

し

て

機

能

する
部

分

と

.
推

定

さ

れ

る
。
，
：
' ：

.

. 

.

-
伐

木」

•

(

基
^

の

こ

の

他

の^

く

は

ー

ー

製

材

ノ

合

板
」

!
)

や

「

パ
ル
：プ」

(

基)

へ
販
売
さ
れ
、
.消
贗
.手
段
以
外
の
た
め
の
県
材
料
•
補
助
材
料
と
し
て
機 

'

能
す
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
他
、「

土
木」

.(

統)

へ
ニ」

九
.％
販
売
さ
れ
る
。
ま
た 
>「

石
炭」

i

へ
ニ
.
--
:
'五
％
販
売
さ
れ
る
の
を
は
じ
め
、r

非
鉄
鉱
物」

.
:(

基
>

等
鉱
山
関
係
へ
も
若
干
販
.売
さ
れ
各
が
、
こ
れ
ら
は
坑
木
で
：ぁ
ろ
ぅ
。
 

‘

「

育
林
•

特
殊
林
産
物」

，(

基)

は
、『

育
林』

"

と

『

特
殊
林
産
物』

.■(

桐
材
•
竹
材
等
と
椎
背
•
松
背
等〉

か
ら
な
る
が
、
A

額
ニ
九
三
、
ニ
'

八(

百 

万
円)

•

の
ぅ
ち
“

育
林』

が
九
四
..
'

七

％

を

し

め

て

い

る

。
、
こ

の

『

育

林』
、
の
.「

A

額
丨
自
部
門
内
販
売」

額
の
ぅ
ち
九
三
•

五
％
が

「

伐
木」

へ
入
り
、
五
•

七
％
が

「

薪
炭」

(

基)

:
へ

販

売

さ

れ

る

。

『

特

殊

林

産

物

』

.の

方

は

、.直

接

消

費

さ.れ

る

椎

萁•
松

萁

類

が

四

三
•

八
％

あ
る
ほ 

か
、.
住

宅

の

建

築•
補

修

へ

：
一

五.*
五

％

、『

製

材』

へ

九
. 

一
%

■

「

育
林
•

特
殊
林
産
物」

(

基)

全
体
と
し
て
み
る
と
、「

伐
木」

(

基)

を
通
じ
て
、
消
擊
段
用
原
材
料
と
し
て
機
能
す
る
四
〒
五
％
の
ま 

力

「

薪
炭」

■

(

基)

:

住

宅

の

鐘
.

補
修
、『

製
材』

等
へ
.販
売
さ
れ
る
ぅ
ち「

消
費
手
段
用
原
材
料
•

補
助
材
料」
と
し
て
謹
す
る
と
推
定
さ
 

れ
る
も
の
ヵ
ァ
•

〇

％

あ

り

：
合

削

五

〇
.
•五
％
が

「

消
費
手
段
用
服
材
料
•

補
助
材
料」

と
し
て
機
能
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ

の

他
、
ニ 

•
三

.

.

.

■

■

 

• 

• 

.

.

.

 

• 

⑶

そ

の

他

.

以
上
で
み
て
き
た
関
係
以
外
で
、
窯
業
‘ 

土
石
.

金
屬
係
の
.諸
生
産
部
門
に
っ
い

て
み
.る
と
、
そ
の
販
路
は
き
わ
.め
て
多
様
で

あ
っ
て
、
次

節
で
み

る

霧
8

、(

I

I

 

|

)

|

'*

通
8

械
、
非
I

建
築
、
_

等
S

I

部S
Z
Q

直
—

間
接
I

f

部
品
と
な

る

も

の

の

轉
.
耐
久
消
費
手
段
と
.し
て
，の
輸
送
機
械
、：：

民
生
用
機
械
、
民
i

気
機
器
、
精
密
機
械
、

住
宅
建
築
等
の
證
産
部
門
へ
販
売

y

u

t-
t

い
は
、
直

霞

f

れ
f

s

、
.
簾

I

I

。
し
I

f

、
|

_

寿

^
^

尸
の
大
I

ゾ

そ

S

出

物

搫

段

や

広

蒙

.-

.

.

「

渠

資
本」

靡

の

生

|

£

嚴

^

の
比
率
i

f

 .
の
で
、
労
働
手
段
用
原
材
料
、「

固
定
資
本」

と
な
る
.も
の
，.の
原
材
料
：の

塞

を
と

り

あ

っ

か

ぅ

證

節

馨
こ

は

、
て

、

検
討
す
る
こ
と
f

，

I

靈

で

、
労
働
手
驚
原
材
料
‘
非
住
宅
建
築
• 

土 

木
関
係
の
募
料
f

分
I

I

に
、：
I

 

•
間

|

‘，
消

撃

段

用

原

材

料

t

て

震

す
る
I

の
比
率
を
I

わ
.せ
て
^

^

と

し

こ

こ

で

は

業•土

石
•

金

属

関

係

の

諸

生

産

^

:

の

検

討

を

省

略

す

る
こ
と
に
す
る
。

し

力

し

な

、力

らニ
、

三
の
生
産
部
n

に
お
い
て
は
、「

消
費
手
段
用
原
材
料」

お
ょ
び
消
費
手
段
と
し
て
鐘
す
る
部
分
の
比
率
の
方
が
高
、 

も

の

ま

た

、
こ
の
比
率
が
低
.い
が
、

讓

：と

し

て

は

軽

視

さ

れ

な

い

生

産

部

【

も
I

で
、

一
応
本
節
で
は
、

必

要

なか
ぎ

り

で

華

ふ
“

'H

本
資
本
主
義
の
#
生
産
構
造
分
析

試
論

■
.…

.

.

.

;

. 

.
:
ぃ
へ
.

：.
.
-、
'
:、
.-ふ
.

■



/

’ 

？ 

六
ニ 

(

八
五
四

)

..
.

ま
ず
、
：蒸
檠
，，
土
石
调
係
で
、〉「

準
消
費
手
段
用
原
材
料
..

補
助
材
料
生
産
部
門
：,本
み
な
し
う
る
の
：は
、
：「

窯
業
，
土
石
製
品」

：

(

統)

の
う
ち
の

• 

- 

.

.

.

.

 

' 

• 

/

「
ガ
ラ
ス
製
品
.
^(

基)

：で
：あ

る

？
：

.「

ガ
ラ
ス
製
品」

(

基)

は
、『

ガ
ラ
ス
製
品』

A

額
七
四
、
.ニ
六
一
.一
：

〈

百
万.
0

.
と
.、『

板
ガ
ラ
ス』

'

v 

A
額
四一

ベ
九
九
〇
■(

百
方
円)

と
か
ら
な 

る
。

(『

ガ
ラ
ス
製
品』

で
は
、
空
び
ん
.等
の
く
ず
発
生
が
か
.な
り
お
る
の
で
、
<
:額
ば
く
ず
発
生
に
よ
る
產
出
も
加
え
た
実
質
的
<
:額
と
し
た
。

)
『

ガ
ラ
ス
製 

品』

，
：
で

は

、A
額
の
う
ち
、「

酒
類」

(

基)

へ'
の
三
六
--

三
％
を
筆
頭
に
、
食
料
品
や
、「

医
薬
品」

'(

基)

、『

化
粧
品』

等
の「

消
費
手
段
生
産
部
門」 

.
へ
計
五
七
•

七
％
販
売
さ
れ
：
び
ん
と
し
て
用
い
ら
れ
る
.ほ
か
‘

「

民
生
用
機
械」

(

基)

、「

民

生

用

電

気

機

器

」

ス
基)

、『

電
子
管
お
よ
び
同

装
置』

■
へ
計
―-
.四

，
：六
％>な
ど
種
々
.
の
部
門
へ
販
売
さ
れ
る
。
こ
.れ

ら

の

，

ち

"

消

費
手
段
用
原
材
料
，
補
助
材
料
と
し
て
.機
能
す
る
と
推
定
さ
れ
る
も 

.
の
を
合
計
す
る
と
計
六
七
r

九
％

と
な
る
ノ
こ
の
他
、
：
食
器
類
の
家
庭
用
品
と
し
て
直
接
消
費
さ
れ
る
も
の
が
ー
五
，
五
％
あ
る
.

他

方

『

板
ガ 

ラ
ス』

-
は
、
.「

住

宅

新

建

築

」

：：

(

基)

と
住
宅
補
修
b

r

一
六
，
一

：

％
販
売
^

れ
る
ほ
か
'

.

「

民
生
用
電
気
機
器
卜(

基)

な
ど
へ 

販
売
さ
れ
、
消
費
手
段
用
原
材
料
.
補
助
材
料
と
し
て
機
能
す
る
部
分
を
合
計
す
る
と
四
ニ
-.

ニ
％
と
な
る
。(『

板
ガ
ラ
.ス』

は
，こ
の
他
，「

非
住
宅 

の
-®

築

，
補
修
、
消
費
手
段
以
外
の

.自
動
車
等
の
輸
送
機
械
：へ
販
売
さ
れ

る
.。)

：『

ガ
ラ
ス
製
品』

.と

.:.F

板

ガ
，ラ
ス：』

を
.あ
わ
せ
た「

ガ
ラ
ス
製
品」

(

基)

. 

部
門
に
つ
い
て
.み
る
气
.
約
六
〇
％
が
消
費
手
段
用
原
材
料
>

補
助
材
料
と
1>

て
機
能
し
、
約
一
〇
％
が
直
接
消
費
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

.

. 

■

 

-

.

■

 

.

.

.

 

I
.

 

.

.

.

.

「

な

お

、

右
と
，
関

速

し

.て
補
足
す
.る
と
、「

そ
の
他
の
軽
電
機
器」

(
基)

に
ふ
く
ま
れ
て
い
る『

電
子
管
お
よ
び
電
子
応
用
装
置』

(

調)

は
、
A

額 

七
八
、
二
.
五
六
.(

百
万
円)

の
部
門
で
あ
る
が
、
.
そ

の「

A

額
丨
自
部
門
内
販
売」

の
七
三
，
一
％
が
.『

民
生
用
電
気
機
器』

に
入
る
。(

真
空
管
、
 

.ブ
ラ
ゥ
ン
管
、
半
導
体
素
子
が
チ
レ
ビ
、/
ラ
ジ
ォ
の
部
品
.と
な
る
，。

)
>
.
J

の
.'
:『

電
子
管
お
よ
び
電
子
応
用
装
置
：

』

の
う
ち
、「

消
費
手
段
用
原
材
料
•

部
品」 

と
し
て
機
能
す
る
部
分
を
推
計
す
る
と
四
七
，.五
％
、.
実
額
一
'
.一
七
、
：
.：
五
七

 <

 

(

百
方
円)

で
あ
る
。
V

J
の
他
、'
.直
接
消
費
さ
れ
る
ニ
*

七
％
を
加 

え
る
と
.、
五
〇
％
強
が
消
費
関
係
で
ぁ
る
。

:

、以

上

で

と

り

あ
.げ
た
関
係
以
外
で
、
.

「

消
費
手
段
用
原
材
料
.;

補
助
材
料
生
産
部
門」

と
規
定
し
う
る
の
は
、
.

「

製
革
，
毛
皮」

，(

基)

で
あ
り
、
 

「

準
消
費
手
段
用
原
材
料
‘

補
助
材
料
生
産
部
門」

_
と
規
定
し
.う
る
め

•
は
.、「

原
塩」

(

基)

，.
で
あ
る
。

,

「

製

革

，
毛

皮

」
(

基)

は
：
A
.

額

三

ニ

.、七
ニ
.
〇

(

百
方
円)

.
で
、「

入
額—

自
部
門
内
販
売」

.

額
..の
う
ち
、

■

「

履
物
1-
'

(

基)
へ
四
九
.
.
七

％
、

「

苹 

製
品」

.

I

へ
一
一
一.
七
％
、『

玩
具
•

運

動

用

品

』

へ

七
*

九
％
、「

衣

服
.*
.身
廻
品」

(

基
，"
調)

.

.へ
六
.
，
四
％
:
:

:
等
、
販
売
さ
れ
る
が
、
こ 

::

れ
ら
の
う
ち

消

撃

段

用

原

材

料

.•補
助
材
料
と
し
て

機
能
す
る
と

推
定
さ
れ
る
の
は
、

約
七
.八
.'

八
％

で
あ
る
。

(

こ

の

他

は

、
.
各

種

の

産

業

機 

械
や
消
費
手
段
以
外
の
輸
送
機
械
の
部
品
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。)

，

.

'

「

原
塩」

(

基
.

)

は

A

額一

三

、

ニ
ニ
七(

百
万
円)

.
で
、「

そ
の
他
の
食
料
品」

(

基)

■(

主
.

A
J

し
て
顏

料

、
食
用
塩)

，
を
中
心
.に
、
食
料
品
の
生 

産
荀
門
へ
計
四I 

•
六
％
入
つ
て
い
く
ほ
か
、
.

「

無
機
基
礎
化
学
薬
品」

(

基)

.

へ
三 
一
一
•
六
％
、「

合
成
染
料」

(

基)

等
へ
少
額
ず
つ
販
売
さ
れ 

て

い

く

が

、

こ

れ

ら

の

う

ち

.

「

消
費
手
段
用
原
材
料
•

補

助

材

料

」

，
と

し

て

震

す

る

と

推

宠

さ

れ

る

'も

の

を

合
計
す
る
と

約
六
五
.
•
六
％
と
な 

る
。
な
お
、

一
七
•

四
％
が
直
接
消
費
さ
れ
る
の
で
計
約
八
三
％
が
消
費
関
係
の
も
の
と
い
え
よ
.
う
。

入

：

ン

第

三

節

'
;

「

労働
手段
生産
部門

」

，

、

「

広義の

『

固定
資本
，関

.

ノ

,

.
生

産

部

門

」

の

検

出

.
^
^
^
^
^
^
^
^

へ

'
:
.
' 

.

■ 

. 

. 

:

.

.

■

'

■

■

 

•

.

: 

.

■■
- 

, 

.

:

序

/
H
\ 

:

-
. 

• 

•
. 

' 

. 

-

前
稿
卜
の
序
章
で
強
調
し
た
ご
と
く
、

耐
久
的
な
労
働
手
段
の
生
産
部
門
は
、

一
.

国
.経

済
.の
再
生
産
構
造
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
、
中
极

日

本

資

本

主

義

の

再

生

産

構

造

分

析

試

論

:

:

、

:

■ 

、
1 

六

三

(

八
五
五)



的
位
置
を
し
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
実
の
再
生
産
構
造
の
分
析
に
お
い
て
、
労
働
手
段
生
産
部
門
を
確
定
し
、
そ
れ
ら
の
内
容
、
そ
れ
ら 

が
全
体
に
お
い
て
し
め
る
比
重
、
そ
れ
ら
の
変
化
等
を
究
明
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
大
き
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

::
;

し
か
し
な
が
ら
、
：労
働
手
段
生
産
部
門
を
確
定
す
る
こ
と
.は
、
：.

「

產
業
連
関
_

卜
のI

も

つ

諸

限

界

に

よ

：っ
へ
て

''
大

き

な

制

限

を

う

け

ざ

る

を

え

<c
V
: 

0 

、
- 

. 

.

. 

ノ
 

： 

■
■ 

.

す
で
に
く
り
返
：し
て
強
調
し
て
き
た
よ
う
に
、
三
五
年
度
-1

産
業
連
関
表」

：.
.で
は
、

「

国
内
総
固
定
資
本
形
成」

(

本

稿

で

は

「

©
帛
資
本
形
成
し

. 

.

.

.

••
,
 

• 

• 

• 

- 

• 

•

と
略)

'
と

い

う 

一
.つ
の
項
目
の
な
か
.に

. '
釋

機
械
‘

諸

施

設

、

政

府

や

非

営

利

団

体

：の
：建

物

•
.耐
久
的
諸
施
設
、
さ
ら
^

は
住
宅
も
が
す
べ
.
て
,.
,ー
括
^

て
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、：「

産
業
連
関
表」
に
も
と
づ
く
分
析
で
は
、
概
し
て
耐
久
的
で
あ
る
労
働
序
段
の
生
産
部
門
は
、
大
体
、
A

額
の
う
ち「

固
定 

資
本
形
成」

.
部
分
の
比
率
が
非
常
に
高
い
と
い
う
こ
と
ば
い
い
う
.る

が

、
：
：
し
：か

し

众

が

ら

，

反

対

に

.、「

固
定
資
本
形
成」

部
分
の
比
率
の
非
常 

に

高

い

生

産

部

門

が

労

働

手

段

生

產

部

門

ー

で

あ

る

と

い

.う
之
と
は
決
し
て
い
え
.な
い
わ
け
セ
あ
る
.。「

固
定
資
本
形
成」

，
部
分
の
比
率
の
非
常
に 

高
い
生
産
部
門
の
な
か
に
は
、
，労
働
手
段
生
産
部
門
と
な
ら
ん
で
：、
各
種
の
機
能
を
は
た
す
建
築
• 

土
木
部
：門
や
各
種
め
：輪
送
機
械
の
生
産
部
門 

…
…

等
、

つ
ま
り「

産
業
連
関
表』

で
、，「

固
定
資
産
と
し
て
規
定
さ
れ
：る
資
本
財」

で
あ
.
.る
.「

耐
用
年
数
一
'年
以
上
で
単
価
が
一
方
円
以
上
の 

財
貨」

.
：を
.も
っ
ぱ
ら
生
産
す
る
生
産
部
門
す
ベ
て
が
ふ
く
ま
れ
る
.の
で
あ
る
。

：
；

，
；

，

.

.
：

.
■
,

し
か
も
、
.

「

産
業
連
関
表
1-

で
は
、
こ
れ
ら
の
、「

固
定
資
本
形
成」
と
な
っ
た
も
の
が
、
.い
，か
な
る
部
門
で
用
い
ら
れ
ん
か
と
い
う
こ
と
が
一 

切
し
め
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
■

「

固
定
資
本
形
成」

.
部
分
を
、.
労
働
手
段
、
サ
ー
ビ
ス
諸
部
門
の
耐
久
的
施
設
、
あ
る
い
は
政
府
の
耐
久
的 

施
設…

…

等
と
分
類
し
て
い
く
方
法
は
、「

産
業
連
関
表」

：そ
れ
自
体
か
ら
は
全
く
期
待
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

,'

そ
れ
ゆ
え
、
か
か
る
統
計
上
.の
制
約
の
な
か
.で
、
勞
働
.手
段
生
産
部
門
を
確
定
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま

ず「

固
定
資
本
形
成」

部
分
の
比
率 

の
高
い
部
門
を
選
び
出
し
た
う
え
で
、
そ
の
生
産
部
門
の
産
出
物
の
内
容
か
ら
判
断
し
て
、：
労
働
手
段
生
産
部
門
，で
あ
る
か
ど
う
か
の

判

定

を

行

な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

■し

場
合
、『

工
作
機
械』

i

属

加

靈

^

G

の
1

於
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
生
儘
門
に
つ
い
て
は
、
.一
応
、
労

働

手

段

崖

湾

の
.
確
定
は
容
易
に
行
な
.い
ぅ
る
。(

も
ち
ろ
ん
、
こ 

'

の
U

合
r

も
y

i

械』

や
I

加
工
機
械』

.‘が

い

か

重

産

看

^

と
f
 

v

ぅ
ま
で
も
な
‘
い
。)

，

が
“

 

U

だ

_

表」

擊

る

生
産
部
門
の
|

、|

段

と

し

て

篇

不
H

笑
开
て
行
ォ
わ
れ
V

V

る
場
合
に
.は
、
労
働
手
段
畫
部
門
の
確
定
は
不
可
能
に
な
ら
ざ
る
を
^
^

(

基)

、「

鉄
道
|

 (

基)

、1

^

 

生
産
：の
I

の
：原
材
料
•
補
助
1

労
f

運f

す
る
I

、

i

l

l

t

禱

送

へ

秦

客

や

そ

の

他

I

を
讓
す
る
輸
送
機
械
や
、

消
I

の
利
用
す
る
耐
久
消
費
手
？

，目
的
で
利
用
さ
れ
る
I

f

は
、
明
確
に
I

す
べ
I

 

. 

' '

,ニ

「

|

機

械

.ぁ
る
V

I

的 

f

力
く
産
業
連
関
表

」

' 

&

 

「

固

變

本 

な
い
部
分
1

す
な
わ
S

着

I

れ
.る
耐
久
消
費
■

と
I

の

鐘

機

と

、

I

^
0
^
0
$
 

I

I

る
。

:'
,

:

:

:

':/
,

n

 

機
械
関
係
の
生
鹿
部
門
の
分
類
は
、
S

ら
のT

総
•供
給
額」

.の

大

き

さ

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

食

料

品

関

係

^

化

学

関

係

等
に
，
 

p

め
て
て̂

r
(

r
”

:

£ i

は
も
m

i

i

i

l

っ

て

い

る

『

調

,

木

素

量
I

分

析

試

論

をI

木
ぎ
と
に
客
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
貨
物
船
、
タ
ン
ヵ
丨
、
產

、
軍
事

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

,

•

こ

：

.

'

.

:

.

,

'

:

'

.

六

弃

矢



:
的

艦

馨

：の

分

類

は

行

な

わ

れ

て

：い

な

い

し

、

自

動

車

関

係

：で

.は
、.
->

基

本

表」

'V
で

、
：

「

艮

動
-?
>

.「

自

動
*

*

理

と

し

て

一

括

さ

れ

て

い

る

'
ば 

'
か
り
か
、『

調
整
作
業
表』

，'
で

も「

基
本
表」

.

と
同
•じ
部
門
分
類
が
あ
る
の
み
で
、
ト
ラ
.ッ
ク
.、
バ
ス
、
乗
用
車
等
の
部
門
分
類
す
ら
行
な
わ
れ 

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
.

「

産
業
連
関
表」

の
部
門
分
類
上
の
バ
买

'
,同
様
の
問
題
は
，「

総
供
給
額」

0
.大
い
ー
さ
，、

関

連

諸

部

門

に

対

す

る

生

産

誘

発

の

'
大

い

：さ

か

ら

み

て

、

き
わ

.め
て
重
要
な
部
門
で
あ
る
建
築
. 

土
木
関
係
に
.つ
い
て
も
共
通
し
て
み
ら
れ
る
。
.建
築
で
は
.、
.「

基
本
表」

v

で

「

住
來
新
建
築」

、
-f
-

非
住
宅
新
建
築」

、「

建
設
補
修」

(

住
宅•

非
住 

宅
.の
補
修
と
と
も
に
、.
土
木
関
係
の
補
修
も
ふ
く
む)

に
わ
け
ら
れ
、『

調
整
作
業
表』

で
も
、
各
新
建
築
が
木
造
と
非
木
造
に
わ
け
ら
れ
て
い
る
の
み 

で
あ
づ
て
、
非
住
宅
の
&

か

に

、
：エ

場*倉
庫
や
生
産
活
動
：の
た
め
の
事
務
所
等
と
な
ら
ん
で
、
.サ
ー
ビ
ス
部
門
の
店
舖
、
事
務
所
、
あ
る
い
は 

政
府
関
係
の
建
物
、
学
校
、
、
病
院
等
すT

て
が
！
括
さ
れ
て
い
.る
。
ま
^

、
. 土

木

関

係

で

，も

、
：

「

基

本

表」

で
、「

公

共

事

業

」

と

「

そ

の

他

の

.建 

設」

に
分
け
ら
れ
、

『

p

li

作
業
表』

で
は
前
者
が
、

『

公
共
事
業』

と
；

『

公
共
事
業(

農
業
、
林
道
、
治
山
土
木
、.
災
害)』

に
、
後
者
は
そ
の
ま
ま
の 

『

そ
の
'他
の
建
設』

に
.な
っ
：て
い
る
の
.み
で
あ
.る
。
.
そ
し
て
た
と
え
ば
r

「

そ
の
他
：の
.建
設」

(

基=

調)

は
、.「

総
供
給
：額」

八
七
ニ
、

三
九
〇 

(

百
万
円)

に
も
の
樣
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、〈

そ
の
，な
か
に
、.：
電
源
開
発
、.
.鉄
道
軌
道
建
設
、：
各
種
の
土
地
造
成
、'.
一
 

般
失
対
等
が
分
類
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
.

一
括
さ
れ
て
い
る
の
.で
あ
る
。

.

.

.

•

 

.

 

-

 

.
.
.

も
.
っ
と
も
、
'「

産
業
連
関
表
1-
;

作
製
の
塞
礎
と
な
-?

た

r

•部
門
品
目
別
生
産
丽
表」

や
.'C.

昭
和
三
'五
.年
度
産
業
連
関
表
建
設
部
門
分
析
用
産
業 

連
関
表
作
製
報
告
書」

.
等
を
み
れ
ば
、
国
内
生
産
額
の
'み
に
.
つ
い
て
は
、『

調
整
作
業
表』

.部
門
.の
細
い
内
わ
け
の
判
る
部
門
も
あ
る
。

—

し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
第
二
章
に
お
い
て
、
諸
生
®

^

門
を
'.
再
生
産
構
造
上
の
機
能
別
に
分
類
し
ょ
ぅ
と
し
て

い
る
の
は
、
労
働
f

 

'段
生
産
部
門
等
の
確
定
そ
れ
自
体
の
み
を
目
的
と
し
て
い
る
の
，で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
«
費
手
段
の
生
^

労
働
手
段
の
生
産
、
サ
ー
ビ
ス 

部
門
の
耐
久
的
諸
施
設
の
生
産
、
あ
る
い
は
政
府
閨
係
の
久
的
施
設
の
生
産
_、
等
を
グ
ル
ー
プ
別
に
分
類
し
た
ぅ
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
に 

よ
る
関
係
諸
部
門
の
原
材
料
•
補
助
材
料
の
生
産
誘
発
を
も
明
ら
か
.に
し
、
こ
れ
ら
の
構
成
が
、
い
か
な
る
特
徴
と
問
題
点
を
も
ち
、
戦
後
の
過

程
で
い
力
に
変
化
し
て
き
た
か
を
検
討
し
よ
う
と
し
.て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
I

」

そ
、
単
に
生
産
額
、
'付
加
価
値
生
産
額
等
を
.し

め

す 

「

エ
業
統
|

」

等
で
は
な
く
、
證
産
部
門
の
投
入
•

産
出
関
係
を
し
め
す「

産

證

関

表」

を
手
が
か
り
と
し
て
検
討
を
試
み
て
い
る
の
で 

あ

る
.
し
た
力
っ
て
国
内
生
産
額
の
内
わ
げ
の
み
が
判
り
"

そ
れ
に
よ
っ
て
分
類
を
試
み
.て
も
、
そ
れ
ら
が
、

「

_

表」

に

は

、
て
、

I

 

ま

た『

壓

作

業

表』

'に
お
い
て
さ
え
、
独
立
部
門
と
し
て
扱
わ
れ
ず
、
•
し

た

が

っ

て

、
，
投

入

わ

れ
 

わ
れ
の
分
析
目
的
か
ら
は
、
有
効
な
分
類
と
は
い
え
な
い
の
で
あ

る

。

'

'

' -

そ
れ
ゆ
え
、
本
節
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
生
産
部
門
に
つ
いV

は
、.
：わ
れ
わ
れ
は
、
労
働
手
段
の
生
産
、
サ
丨
ビ
ス
諸
部
門
の
耐
久
的
施
設
の

章

政

腐

係

の

耐

久

的

施

設

の

生

擊
丨

つ

ま

りr

固

定

資

本

形

成

」

と

な

る

部

分

の

う

ち

住

宅

部

分

の

み

を

•除

い

た

も

の

を

一活
し

て

「

固
定
資
本」

と

な

る

輸

送
•

通

信

•
鑛

の

生

産

部

門

、
非
住
宅
の
建
築
部
門
、へ
土
木
部
門
と
.
い
う
.霞

な

形

で

、

部
門
分
類
を
行
な
わ

さ
る
を
又
户

I

の
で
あ
る
—

本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
便
宜
上
'

広
義

の「

固
定
資
本」

関

係
の
生
畫
門

と

よ

ぶ

こ

と

に

す

る

。

.

こ

の

こ

と

は

、
.
わ

れ

わ

れ

の

再

生

産

構

造

分

析

の

方

法

か

ら

み

て

、

大
き
.な
限
界
で
は
あ
る
が
、
：現
行
、「

産
業
連
関
表」

の
統
計
的
制
約
の
も 

と
て
は
い
た
し
方
の
な
い
限
界
と
い
わ
ざ
る
を
え
k

ぺ

:

以
上
の
よ
う
な
部
門
运
、
か

か

美
I

I

が
あ
る
の
で
は
t

が
、
.本
節
で
は
、

で
き
う
る
か
ぎ
り
、
生
産
部
門
の
産
出
物
の
内
わ
ナ

.を
検
討
し
、
唐

鐘

—

I

攀
段
と
み
な
し
5

る
念

.I

l

f

 
■

を
す
る
。

か
t

翁

は

、
右

着

た

よ
う
に
.限
界

を

て

t

る
力
力
力
る
分
類
を
行
な
う
こ
と
，は
全
体
と
し
て
の
生
産
活
動
の
た
め
の
労
働
手
段
生
産
の
比
重
を
推
計
す
る
う
え
に
、

さ 

.
M
 

J
 

. 

h
上
の
よ
う
な
諸
荀3

L
-

の
原
材
料
.
補
助
材
料
の
生
産
を
検
討
す
る
場
合
に
、
一
応
の
目
安
と
し
て
利
用
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。

.

;

.

«
 

.

•

.

.

- 

1

 

-
-

.

本

節

の

分

析

で

い

ま

.
一

つ

問

題

と

な
る

の
は
、
修
理
の
と
り

扱

い

で

あ

る

。

.
 

、
 

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論

.■■
■

■

六
七
' 

.

(

八
五
九)



■:
-
1産
業
連
関
表」

で
.は
、.
.た
扛
免
ば
あ
：る
產
業
機
械
生
産
部
門
の
：な
か
で
、ノ
機
械
そ
れ
&

体
の
生
産
と
、
？

る
産
業
機
械
の
修
理
と
が
ー
括
し
て
と
り
扱
わ
れ
て
お
り
、
産
業
機
械
そ
れ
自
体
は「

固
定
資
本
形
成」

と
な
る
と
さ
れ
る
の
に

対
し
、
修
现
の 

方
は
、.
修
理
用
の
部
品
•
.原
材
料
お
よ
び
修
理
労
働
が
、
::
-「

中
間
需
要」

..
'
部
分
と
し
て
扱
わ
れ
、
修
理
を
ぅ
け
た
生
産
部
門
へ
：販
売
さ
れ
て
い
く 

と
い
ぅ

こ
と
に
な
，っ
て
い
る
"

,.(

た
だ
し「

そ
れ
が
大
改
造
ま
た
は
耐
用
年
数
：を
延
長
す
る
よ
'ぅ
な
更
新
修
理
セ
.あ
る
場
合
.に
は
、
国
内
総
固
定
資
本
形
成
と
す 

る」

I

に
な
っ
て
い
る
。
実
際
上
は
、
各
f

機
械
関
係
で
は
、

I

れ
て
い
る
。
.土
木
関
係
で
は
、
鉄
.道
軌
道
、
電
源
開
発
等
の
大
修
理
は
、「

そ
の
他
の
建
設
..

」
(

基)

：そ
の
.も
の
.に

ふ
く
ま
れ
、「

固
定
資
本
形
成J

と

な

る

こ

と

に
 

な
.っ：て
.い
る
。)

.

.

. 

' 

.

•

 

...

.
 

.

.

.

 
-

 

+•+
...

と
こ
ろ
で
、：
こ
の
修
理
に
つ
い
て
は
、：「
産
業
連
関
表」

' 

の
と
り
扱
.

i

と
も
関
連
し
.て
、.

つ
ぎ
の
ニ
つ
の
問
題
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.

第
一
に
、
た
と
え
ば
あ
.る
産
業
機
趴
そ
の
も
の
の
生
産
と
、
.そ
の
産
業
檄
械
の
修
理
と
で
は
、
必
要
と
さ
れ
る

各
種
の
部
品
、
.
原
材
料•

補
助 

材
料
の
比
率
も
大
い
に
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
：
' 修
理
が
か
な
り
'の

比

率

を

し

，め

る

生

産

諸

部

門

で

は

、

機

械

そ

れ

自

体

の

生

産

と

修

理

と

を

別 

々
.の
部
門
と
し
て
取
扱
い
y

そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
投
入
係
数
を
も
と
め
、
：
関
連
諸
生
産
部
門
：に
対
す
る
生
産
誘
発
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
？

.ま
た
、
產
業
機
械
そ
の
も
の
や
建
物
の

新
建
築
と
、

そ
れ
ら
の
修
理
：と
で

は

、
■

罾
ヰ
_

す
る
諸
要
因
も
大
い
に
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
 

こ
の
■点
.か
ら
も
、.
.両
者
を
.区
別
ず
る
必
要
が
あ
る
。

.

.

.

し
か
し
な
が
ら
、
，

「

産
業
連
関
表」

で
は
、：
わ
ず
か
に
.「

基
本
表」

で

「
自
動
車
修
理」

.
と

「

建
設
補
修」

が
独
立
部
門
と
な
っ
て
い
る

の

み 

で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
場
合
も
、「

建
設
補
佐」

に
"は
、
ft
'̂
*

非
住
宅
す
ベ
.
て
■の
補
修
の
み
な
ら
ず
土
木
関
係
の
補
修
も
が
一
括
し
て
ふ
く
ま 

れ
て
い
る
。-;
:

ぐ

.

:
『

調
整
作
業
表』

で
、
は
じ
め
て
、『

修
理j

.'

が
分
け
ら
れ
て
い
、る
が
、「

投
入
係
数」

は

「
統
合
表J、

「

基
本
表」

に
つ
い
て
の
み
、「

逆
行
列
係
数」

は「

統

■

.

;

1

れ
て
い
な
い
の
：で
、

『

調

整

作

雪

』

で
，

『

修
理』

，
が
わ
け
ら
れ
て
も
、
：

I

原
材
料
•
補
助
材
料
の
生
産
誘

発

に

つ
い

.右
の
よ
う
な
点
は
修
理
の
比
重
の
高
い
生
産
部
門
の
分
析
を
限
界
づ
け
る
も
の
と
し
て
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
た
と
え
ボ
、「

鉄 

道
車
斬」

i

 

^

0

L

^

^

T

A

額
に
お
い
て
は
四
八
.

九
％
.に
も
の 

ほ

る

ま

大

「

建
設
補
修」

華

は

、

.

4
築
.
讓

補

修

を

：ふ
く
む
.

)

.
J':
'

,

:

iの
う
ち
一

2

ラ

四

％
:で
あ
る
が
、
.実
額
ニ
九

九

、

ニ
六

五

(

百 

.万
円)

パ
に
も
の
.ぽ

り

、

こ
：れ

ら

に
.つ
：
い
て
：、
-:
:
住

宅

と

非

寒̂ 

き
わ
め
て
多
額
に
の 

.ぼ

る

こ

れ

ら

の

廐

材

料

、

.
補
助
材
料
の
生
産
を
分
析
ず
る
う
え
^
^
^
^

'f

厂
 

'第

一

の
こ
と
く

 

.修
理
は
：_
機
«-

^

の
、

の

の

生

産

と

区

別

す

、ぺ

き

も

の

で

あ

る

.が
、
：专

 

労
 

働

手

段t

て
の
産
業
機
械
の
雲
を
維
持
ず
f

の

と

t

备

「

讓

簾

表

」

：.

5

、
念

產

業

機

械
|

こ
と
に
な
っ
て
V

る
た
め
：統

削
-±

は
.
，
產

業

機

械

の

ー

，
禁
 

、，
く

よ

う

な
関
係
と
し
て
し
め
さ
れ
る
。
t

た
が
っ
て
：r

f

的
市
場
：構
成」

の
計
算
結
果
で
.も
、
た
と
え
ば
消
費
手
段
生
産
部
門
で
利
用
す
る
機
械
の
修
理
.に
よ
っ
て 

誘
発
さ
れ
.た
翳
そ
の
他
の
原
材
料
略
.消
費
f

の
生
産
の
た
め
に
麗
さ
れ
た
.原
材
料
•
補
助
材
料
と
同
じ
形
で
、
し
め
さ
れ
き

.

1

か
に
、
耐
久
的
な
産
醫
S

の
：も
の
I

、
'
志

^

 

一
度

雙
さ
れ
た
も
S

長
期
I

た
，っ
て
利
用
さ
れ
I

:

い
'う
特

.行
な
わ
れ
る
。

;

.

:

■

.

’ 

■ 

i

か
>

が
ら
産
業
機
械
の
修
理
は
再
生
産
上
の
機
能
か
ら
み

れ

ば

、

流
動
的
資
本
で
あ

る

原

材

料

•

補
助
材
料
'が
あ

，

る
生
産
部
^
,に

' 

っ
.て
い
く
の
と
は
明
確
に
区
別
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

.
:

日
1

書

_

|

藝

.
：

.

_

:

^

'

$

 

讓



:「

.
u:*
:

#

^

'̂;
'

^

*

^

^̂.
，〕

^

^

^

^

:

.

^

^
 

補
助
林
料
と
な
.
^
ん
で
、

r 農
業
生
産
部
門
へ
直
凌
版
^

.
, 

•
- 

' 

' 

- 

-•
 

- 

■ 

.
/ 

•

.'

さ
れ
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
労
働
手
段
と
な
る
も
の
と
考
え
た
う
え
で
、.
藤
業
機
械
.そ
'
の
も
の
：と
と
.も
に
、
農
業
生
産
部
門
へ
入
つ
て
い
く 

.と
U

う
形
で
処
亂
す
べ
き
で
あ
る
。

'
.こ
の
^

う
に
、
農
業
機
械
と
そ
.の
修
娌
が
、
農
業
生
産
の
.原
'材
料
.
補
助
材
料
と
は
っ
き
り
区
別
'さ
れ
.た
5

X-

で
、■.さ
ら
に
農
業
機
械
と
^
\
理
が
農
業
生
産 

.
'

部
門
へ
入
っ
て
い
く
関
係
が
し
め
さ
.れ
る
な
ら
ば
、
消
費
手
段
，あ
る
い
は
消
費
手
段
用
原
材
料
の
生
産
部
門
の
生
產
に
ょ
っ
て
、
労
働
手
段
の
生
産
I

さ
ら

に
は
そ
れ
ら
の
.原
秫
料
‘

補
助
林
料
の
誘
発
関
係
も
、
明
確
に
把
£;

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
-.
.

:

.

.

;
建
設
補
修
も
ま
た
.：
右
と
同
様
の
問
題
を
.ふ

く

ん

で

パ

る

。
:

:

.

-:
.
'

■

■

■

■

 

■
 

*

■

:

'

■

:■
'

:

'■
;
:

.

.

.

.

-:
;■
:

■

,
'.
 ̂

.
-
'

: 

..

:
右
の
.ょ
う
な
ニ
点
か
ち
み
て

「
産

業

連

関

蒙

：
：に
；お
け
：る
修
理
の
取
扱
：い
：に
は
問
題

.が
あ
る.
の

で
.:

わ
れ
わ
れ
は
と
り
あ
ー
え
ず
，

『

調
整
乍
業 

表』

に
よ
.，
っ

て

、
，
修

理

と

、

.
各
種
の
顧
械
そ
の
も
の
と
を
区
別
し
：
蟛
理
の
絶
対
額
と
、
そ

れ

が

全

体

(

機
械
プ
テ
ス
修
理

)

.
の
な
か
で
し
め
る
比 

重
を
蘭
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、：

:#

種
'の
機
械
の
販
路
構
成
を
検
討
す
る
爆
合
に
は
、

.

斯

か

か

か

ぞ
h

か
1

6

に
つ
い
て
検
討
す 

る
。

こ
う
し
て
あ
る
機
械
が
労
働
手
段
と

.し
て
確
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
，
修
理
の
額
と
比
童
を
考
慮
に
入
れ
た
う
え
で
、
修
理
を
も
加
え
て
こ
の 

機
械
生
産
部
門'を
労
働
手
段
生
産
部
門
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
に
す
る
。

■ 

' 

: - 

ノ
 

V 

- 

:

■

: 

‘

、
ま
た
修
理
の
額
や
比
岸
が
と
く
に
大
き
な
生
産
部
門
に
つ
い
.て
は
、『

調
整
作
業
表』

に
ょ
っ
て
、『

修
ff
i』

部
.門
の
投

入

関

係

__

原
材
料•

補
助
H-

料
ガ『

修
理』

に
用
い
ら
れ
る
関
係一

-

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
.に
、『

修
理
t

の
.販
売
さ
れ
る
部
門
^

—

修
理
が
行
な
わ
れ
る
部
門——

を
検
討
し
、『

修 

.

理』

の
.販
売
の
大
I

部
門
に
つ
い
.て
は
、
そ
の
部
門
.の
投
入
関
係
や
、
一
窮
極
的
市
場
構
成」

の
検
討
に
お
い
て
考
慮
を
払
う
と
い
う
注
意
も
必
要
で
あ
ろ

A/N 
.

.

.

.

.

.

' 

㈢

，

,

最
後
に
い
ま
一
づ
、
.各
種
の
機
械
生
産
部
門
で
.は
、
す
で
に
し
ば
し
ば
ふ
れ
た
ご
と
く
、「

産
業
連
関
表」

に
お
い
'て
は
、
機
械
生
産
部
！7

の

な
か
に
機
械
そ
の
.も
の
の
生
隹
と
と
も
に
部
品
生
産
の
一
部
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
た
め
、「

部
品一

^
組
立
て」

と
い
う
関
係
の
一

部

が

、

自
部 

門
へ
の
販
売
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
機
械
関
係
の
販
路
搆
成
の
検
討
で
は
、
こ
の
よ
う
な
内
容
の
自
部
門
内 

販
売
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
把
え
る
た
め
、『

調
整
作
業
表』

部
門
単
位
で
自
部
門
内
販
売
を
把
え
、
こ
れ
を
A

額
よ
り
控
除
し
て
、
昏
齋
ト6

 

も
の
の
販
路
構
成
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
.

,

.

X 

X 

X

 

以
上
の
よ
う
に
、
機
械
関
係
で
は
、
修
理
、
自
部
門
内
販
売
の
点
か
ら
、『

調
整
作
業
表』

部
門
単
位
で
検
討
を
す
す
め
る
が
、
と
く
に
各
種 

の
機
械
で
は
、
当
然
分
割
す
べ
き
部
門
が「

基
本
表」

の
な
か
に
統
合
さ
れ
て
い
る
と
い
う
部
門
.分
_

上
の
欠
陥
が
大
き
い
の
.で
、
こ
の
点
か 

ら
も
3『

調
整
作
業
表』

部
門
に
わ
け
て
考
察
す
る
必
要
が
大
き
い
。

.

. 

： 

し
か
し
な
が
ら
、
生
産
部
門
を
再
生
産
構
造
上
：の
.機
能
別
に
分
類
す
か
場
合
に
は
、
前
稿
㈡

の
第
二
章
序
節
で
の
.ベ
た
理
由
に
よ
っ
て
、「

基 

本
表」

部
門
単
位
で
分
類
を
行
だ
う
こ
と
に
し
、
こ

の「

基
本
表」

の
な
か
に
、
い
ろ
い
ろ
の
部
門
が
統
合
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
態
を
指
摘
す 

る
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
た
だ
、「

そ
の
他
の
軽
電
機
器」

(

基)

や

「

重
電
機
器
ド(

基)

で
は
、
機
能
の
異
な
る
部
門
が
統
合
さ
れ
て 

い
る
弊
害
が
あ
ま
り
に
も
大
き
い
の
で
、.
例
外
的
に
、『

調
整
作
業
表』

部
門
に
わ
け
て
、
分
類
ず
る
こ
と
に
し
た
。

ぐ
. 

：
. 

.

. 

-

⑴

「

労
働
手
段
生
産
部
門」

の
検
出

■ 

• 

-

- 

.

.

. 

■ 

- 

' 

' 

.

. 

.

.

.

. 

.

.

. 

. 

.

-

:

>

.

.

:

: 

^

.

A

額
よ
り
自
部
門
内
販
売
額
と『

修
■』

を
控
除
し
た
額
の
.う
.ち
、
：「

固
定
資
本
形
成」

の
し
め
る
比
率
が
七
〇
％
以
上
の
部
門
を
と
り
だ
し
、
 

そ
.の
産
出
.

の
内
容
か
ら
■み
て
明
ら
.か
に
.
.

「

労
働
手
段
生
産
部
門」

'
.と
み
な
し
う
る
も
の
'を
、
'r

基
本
表」

部
門
単
位
で
と
り
あ
げ
る
と
、
第

, ̂

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論 

'

七

一

(

八
六
三)



164, 659 

81,685 

76,053 

6,921

て2—厂 _吁

(100万円）
注2

21，056 

12,046 

8, 645

n — 14 穿 「労働手段生度部門」

「蓝本表j 
部 n

—土作ア福 

加ェ機械

⑶
固定資本 
形成実額
(100万円）

137, 046 

69, 639 

67,407 

0

重電櫸器 

(一部)

産業機械 , 560,491 99, 867 382,168
『農 • 業 櫸 械』 68,811 13,936 54, 876
■̂鉱山 * 土木建設機械』 78,446 12,400 63,437
『化 学 機 械J 80.46Q 16,028 64, 432
5■娥 維 機 械』 90,682 32, 610 55, 631
1■特殊 産 業 機 械』 174, 955 22,873 133, 760
『産 業 車 .輛』 9,849 0 9, 825
Fそ の 他 の 機 械』 10, 261 1,991 209
『修 理J 47,028. 0

电

配 電

208,680 26,623 134,771
機 器』 15,383 . 0 14,049
機 器』 174,022 26,'623 120, 722

(推計）注11 19, 275 0

91.3注 9〕 
or n )  82.8 
81.9注10)

0

100. 0 ‘ 

96. 0注 3 

100.0 

95. 8注 4

88. 0注 5.

9 9 .8 ^6  

2, 5注 7 

0

92.4

U 1 5表 「準労輝手段生産部門，

重電機器 151,751 23,660 58, 274

(一 部 ) rその他の産業用重電機器f - 60,897 23,660 22,889 61.5 注12 丫
『電 動 機 』 76,838 0 35, 385 4 6 .1 注13} 51,1
F修 理 』(推計）注11 14,016 0 0

械及び装匱
•般産業機械及び装匱』 

1修 ： 理』

228,934 34,651 123.472 • -

204,588 34,651 123,472 72.7注 8
24,347 0 . . . . . . . 0". . . . .

a  m
(100万印 

注1

械
械
理
：

'

:
機
.

機作

厲 加 エ

H

金
修 

r

cr
F
、

発

.送
修

日
本
資
本
主
義
.の
再
生
産
構
造
分
析
試
論

械』
•
：『

産

業

車

輔

』

、
'「

重
電
機
器」

(

基)
の
ぅ
ち
の『

発
電
機
器』

は
、

_

九

〇

％

以

土

'が

「

固

定

資

本

形

成

」

:

と
な
り
、
内
容
的
に
考
え
て
も
、
い 

ず
れ
も
明
ら
か
に「
労
働
手
段
生
産 

钮
門
.

」

.，
と
V

レ
.ぅ
る
'%

の
..で
あ
る 

.

な
お
、「

産
業
機
械」

(

基)

の
ぅ
ち 

の
'『

特
殊
産
業
機
械』

は
、
商
業
用 

洗
濯
装
置
、.
娯
楽
器
、
：販
売
機
等
の 

商
業
.

サ

ー

ビ

ス

用

機

械

が

、

国

内 

生
産
額
に
し
て
七
、

一
七
一(

百
万 

円)

.ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
つ 

て
、
こ
：れ
を
除
く
と
、

約
八
ニ 
％
程 

度
が
食
料
加
工
、
製
材
木
工
、
パ
，ル 

プ
.
製
紙
、
印
刷
•
製
本
等
の
た
め 

の
労
働
手
段
と
し
て
機
能
す
る
と
推 

定
さ
れ
る
。

ま
た
ノ「

一
般
産
業
機
械
及
び
装 

七
三
へ
八
六
吞

注 1 Af !  = 総供給額一輸出額^-在庫純増：=中間需要小計+ 家計外消费令出+ 民間消赀支出 

+ —般政府消赀支出+ 国内総固定資本形成

注 2 r調整作業表,』部門の自部門内販売は，当骸部門と修理部f»jへの販売額である。たとえ 

ば p工作辑械』の場合には，.プ工作機械』への'歧売と.『.工作 • 金属加工機械修理』への . 

販売の合計額である，

したがって，本表ではなし、が，同一「私:本表丄部門内でも，たとえば『工作機械j か 

り 『金属加工機械』への販売は，『工作機械j の自部門内販売にはふぐまれていない。

なお『修理』•め自部門内販売は，本表作製の目的上r 不要であるので省略した 

上の二つの理山により, ャ調整作業表』部門の自部門内販売め合計は，r莲本表」のそれ

, と一致しない場合がある。 •

注 3 残りはすべて『その他の建設j へ。

注4 残りはすべて消费支出になる。内容は編物器と推定されるン

注 5 残タめうち，『井住韦新建築（非木造) 』に 6. 6 %，その他建築関係に1 . 1 % 行く 

が，主として，温禪調節装置であろう。また，3 .4 % が F冷蔵庫，洗濯機』へ行くが， 

これは，冷凍装置であろう。なお，この0/。は⑷欄と比較する関係上，⑴ー⑵を分母とし
. て計算した。以下同様。

注6 残りはすべて分類不明への販売。

注 7 こめ部門には消火装置，消火器具/ .消火自動車のぎ装等が入っている。したがって， 

r非住宅新建築（非木造) 』'に 21.5 % ,その他建築関係に1 3 . 1 % ,ずその他の連設』へ 

.14,2.%，F自動車』. へ’:15. 9%，プ事務用品』へ 18. 0%，入ってい.く.ことにかづている.....，

注 8 残りは，r特殊産業機械』へ 瓜 1% , これはコンベャー，動力伝導装匱の一部等であ 

ろう。また，『非住宅新建築（非木造) 』へ 9 .8 W ,その他建築関係に2 . 1 % ,これは， 
エレづ 一 タ ー • エ ス カ レ ー .ターや， ポンプ装匱，て送風機，通風扇等であろう。

注 9 残りは，*•そ^ )他の建設』，『非住宅新建築徘木造) j を主として土木.建築関係へ入

る。 . .. ' . .
注1 0 残りは, Fその他の建設』へ 5 . 9 % ，『非住宅新建築（非木造) 』 5 .4% をふくめて建 

築関係へ$ 3 % 入る。 、
注1 1 T 1 [電機器j の 「A額- 自部門内販売額j のうち, 『発電機器』，す送配電機器j と，『そ 

の他の産業用重電槔器』『電動機j めしめる比率は，それぞれ，57. 9 % と 4 2 .1 % であ， 
るので，『重霜機器修理』をこの比率で分割した6 ;

注1 2 残りは，『その他み建設j へ 7 ,559(百方円) ，20. 3 % ,『送配電機器j ベ 6 ,7 7 1 (百万 
.円）, 18. 2 % .入っていく。 .

注1 3 残りぱ，各鐘の「逵業機械」へ計 :t8,515(百万円) ，24.1%, F—般産業機械及び装^ ^  
へ 1 0 .0 % ,1 冷蔵庫• 洗濯機』へ 6 .8%，『民生用電気機器』へ 4 1 % 入っていく。 '

表
の
と
お
り
、「

工
作
、
金
属
加
工
機 

.

械」
(

基)

、「

産
業
機
械」

，

(

甚)

、「

一
 

般
産
業
機
械」

(

基)

で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、序
で
の
ベ
た
よ
う
に
、
 

機
械
そ
の
も
の
の
販
路
構
成
を
み
る 

'

た
め
に
、
A

額
よ
り
自
部
門
内
販
売 

.額
と
修
理
と
を
控
除
し
た
額
に
つ
い 

て
、
そ
の
販
路
構
成
を
検
討
す
る
。
 

し
.た
が
っ
て
本
文
中
に「

固
定
資

本
 

形
成」

の
比
率
と
い
う
場
合
に
は
、
 

す

べ

て

右

の

額

の

う

ち

：
で

「

固

定

資 

.

本
形
成」

'
の
し
め
る
比
率
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
各
部
門
の
内
容
を
よ
り 

.
く

わ

し

く

み

る

た

め

に

、

『

調

整

作 

業表
』：
：

部

門

単

位

で

み

る

と

、

「

ェ 

作

•

金

属

加

工‘機

械」
(

基)

の

う 

ち
.の

『

.工

作

機

械

』

•『

金

属

加

工

機 

械
/

「

産

業

機

械

」

、(

基)

の
う
ち
の 

『

農

業

機

械

』

‘

『

鉱

山
• 

土

木

建

設 

機

械』

'*.『

化

学

機

械

』

•『

繊

維

機



置」

-;
.

(

基)

：
■の

う

ち

の

：.；『

一
般

産

業

機

械

及
.び
装
置』

.
も「

重
電
機
器」

(

基)

：の
う
^

贫

『

送
配
電
機
器』

，%
:
'.

率
は
右
の
.諸

部

門

ょ

り

低

い

：が

、
：
七 

〇
％
以
上
が「

固
定
資
本
形
成」

.

.と
な
る
し
、
内
容
的
に
み
て
も
労
働
手
段
.と
し
て
機
能
す
る
も
の
の
生
庫
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、「

労
働
手
段 

生
産
部
門」

'と
規
定
し
う
る
も
の
で
あ
る
た
な
お
こ
の
：両
部
門
の「

固
定
資
本
形
成」

と
な
ら
'な
い
部
分
は
、
大
体
労
働
手
段
の
一
構
成
部
分
と
し 

て
機
能
す
る
も
の
が
多
い
.と

考

え

ら

れ

る

。
ノ
;

た
 

.:.
ッン.
\
,
-
..マ
,

.

.■

.

■

『

一
般
産
業
機
械
及
び
装
置』

で
は
、'.
'
.コ
ン
：ベ
ャ
ー
、
動
力
伝
導
装
置
等
と
推
定
.さ

れ

る

も

の

が

『

特

殊

産

業

機

械

』

.
へ
 

一
二
‘ 

一
 

％
販
売
さ
れ
る
。

ま
た 

':
ポ
ン
プ
装
置
'

エ
レ
べ
！
タ
ー
，

エ
ス
ヵ
レ
ー
タ
ー
、.
送
風
機
等
と
推
定
さ
れ
る
も
の
が『

非
住
宅
新
建
築(

非
木
造)

』

へ
の
九
％
を
中
心
に
建
築
関
係
へ 

:

計

ニ
 

.
九
％
販
売
さ
れ
る
。
こ
の
後
者
の
部
分
に
は
、-
労
働
手
段
の
一
構
成
部
分
と
は
い
え
な
い
も
の
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

『

送
配
®

機
器』

：
は
、「

そ
の
他
の
建
設」

.(

基=

調)

ベ
五
.
九
％
、『

非
住
宅
新
建
築(

非
木
造)』

.
へ.
の
五
.
四
％
を
中
心
に
建
築
関
係
へ
計
八
•

三
％
販 

売
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
' 電
力
生
産
の
延
長
と
し
て
の
輸
送
の
た
め
の
労
働
手
段
の
，一
部
と
し
て
機
能
す
る
も
の
：と
み
な
し
う
る
。

し
' 

.

.

.
:
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.

'

.

.

.

. 
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-
-

' 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 
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.

な
お
、「

産
業
機
械」

(

基)

の
う
ち
の
，『

そ
の
他
の
機
械』

は
工
業
窯
炉
の
ほ
か
に
、
消
火
器
具
、消
火
自
動
車
の
ぎ
装
等
ま
で
ふ
く
み
、「

産
業
機 

械J

部
門
に
入
れ
る
こ
と
自
体
が
誤
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
ほ
建
築
関
係
の
諸
部
門
、「

そ
の
他
の
建
設」

.、『

事
務
用
品』

、「

自 

動
車」

等
へ
販
売
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
.。し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は「

産
業
機
械」

(

基)

全
体
の
う
ち
、「

諸
供
給
額」

で
は
一
，
七
％

、
. 

A額
で 

は
一
•
_八
％
を
し
め
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
.「

讓

機

械

」
(

基)
全
体
と
し
て「

労

働

靈

產

部
I

規
季
る
う
え
に
影
響
力
を
も
た
な
い
。

. 

.

.

.

.

.

.

.
 

. 

. 

.

以
上
の
検
討
に
ょ
り
、「

産
業
連
関
表」

の
統
計
的
限
界
の
な
か
で
.も
、
明
確
に「

労
働
手
段
生
産
部
門」

と
規
定
し
う
る
の
は
、「

基
本
表」

単
位
で
み
て
、「

工
作
•

金
属
加
工
機
械」

、「

産
業
機
械J

、
「

一
般
産
業
機
械
及
び
装
置」

で
あ
る
。
ま

た「

重
電
機
器」

.(

基)

の
う
ち
の『

発

電
機
器』

、『

送
配
電
機
器』

は
、
そ
の
<

額
も
、「

固
定
資
本
形
成」

額
も
多
額
の
た
め
、
こ
れ
ら「

重
電
機
器」
(

基)

，
の
一
部
を「

労
働
手
段

生
産
部
門」

と
し
て
規
定
し
て
お
く
。

以
上
の

r

基
本
表」

部
門
の
な
か
に
は
修
理
も
ふ
く
ま

れ

て

い
る
が
、
す
で
に
の
ベ
た
ご
と
く
、

わ
れ
わ

れ
は
そ
：れ
ぞ
れ
の
部
門
に
し
め
る
修
理
の
比
率
を
確
認
し
た
う
え
で
"

こ
の
修
理
を
ふ
く
め
て「

基
本
表」
部
門
全
体
と
し
て「

労
働
手
段
生
産
. 

部
門」

と
規
定
す
る
こ
と
に
す
る
。

•
 

.
 

.

.

.

•
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.

以
上
の「

労
働
手
段
生
産
部
門」

の
検
出
，に
つ
い
て
の
ベ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
原
動
機
や
電
動
機
.の
よ
う
に
、
機
械
の
1

^ '
^

办 

物
と
し
て
機
能
す
る
場
合
の
と
り
扱
い
で
あ
る
。

「

原
動
機
•

ボ
ィ
ラ
ー
ト(

基)

■
や
、「

重
電
機
器」

，(

基)

の
う
ち
の
■『

電
動
機』

.
は
、

そ
れ
自
体
労
働
手
费
と
し
て
機
能
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
一
部
が
各 

種
の
産
業
機
械
や
^

!
機
械
に
組
.み
つ
け
ら
れ
る
。
.
.こ
の
よ
う
に
各
種
機
械
に
組
み
つ
け
ら
れ
る
場
合
に
も
、、
そ
れ
自
体
機
械
の
き

わ

め

て

重

要

な

一

堦

成 

.
茚
分
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
-̂

味
で
は
、

各
種
機
械
の
素
材
と
な
る
原
材
料
：*'
補
助
材
料
'

そ
れ
に
準
ず
る
よ
う
な
諸
部
品
と
は
大 

•き
な
相
違
を
も
づ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
近
年
で
は
、
小
型
の
原
動
機
や
電
動
機
等
が
広
汎
に
普
及
し
、
各
種
の
産
業
機
械
や
工
作
機
械
、
 

輸
送
機
械
に
一
個
、つ
つ
組
み
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
急
速
に
す
す
ん
で
い
る
た
め
、
.
こ
れ
ら
の
取
扱
い
は
軽
視
で
き
な
、，
問
題
と
な
っ
て
''

る
。

一
般
に
は
、
各
種
の
機
械
生
産
の
考
察
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
自
体
一
つ
の
機
械
と
し
て
み
な
し
う
る
面
が
あ
る
た
め
、

.大
抵
の
場
合
、
こ
れ
ら
を 

各
種
機
械
の
.な
か
に
：入
れ
て
：と
ひ
扱
っ
て
い
.る
。

；

.

:

.

し
か
し
な
が
ら
、
他
面
で
は
、
こ
れ
ら
が
い
か
に
労
働
手
段
.の
重
要
な
.一
構
成
物
，で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
が
各
種
の
機
械
の
一部
に

組

み

つ

け

ら

れ

る
 

以
上
、
そ
れ
ら
は
、
原
動
機
、
電
動
機
が
独
自
に
工
場
に
す
え
つ
け
ら
れ
、
労
働
手
段
と
し
て
機
能
す
る
場
合
と
は
区
別
す
べ
き
面
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
各 

:

猶
の
.機
械
の
生
産
と
直
接
結
び
つ
き
、
そ
れ
ら
の
需
耍
は
、
各
種
の
機
械
の
生
産
'の
増
減
に
よ
っ
て
直
接
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

,

さ
ら
に
又

一

国
経
済
の
.な
か
で
、
労
働
手
段
の
生
産
、
広
義
の
.耐
久
的
手
段
の
生
産
等
の
し
め
る
比
重
や
そ
の
変
化
を
検
討
し
.よ
う
と
す
る
場
合
、
各
種 

の
労
働
手
段
や
輸
送
機
械
等
に
組
み
つ
け
ら
れ
る
も

の

を

も

、
.
独

自

の

労

働

手

段

と

し
て
取

り

扱

うこ
と
に
な
る
と
、
二

重

計

算

が生
じ
、
右

.の

比

率や
そo

 

.

変
化
の
量
的
把
握
が
曖
昧
に

な
っ
て
し
ま
う
結
果
と
な
る
。

：
 

ノ 

•

.そ
れ
ゆ
え
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ら
が
：各
種
の
機
械
に
お
い
て
は
た
す
役
割
の
麓
要
性
=

原
祠
料
.
補
助
材
料
、
そ
れ
'に
準
ず
る 

澍
品
と
異
な
る
面
を
は
っ
き
り
認
識
し
た
う
え
で
、
し

か

し

「

労
働
手
段」

や
輸
送
•
通
信
機
械(

耐
久
消
费
手
段
を
の
ぞ
く)

等

の

生

產

部
]5
^
.
の

確

定

に

お 

い
て
は
、
こ
れ
ら
を
除
い
て
、
そ
れ
自
体
独
立
し
て
機
能
す
る
も
の
の
生
産
の
み
を
考
え
る
こ
と
.
に
す
る
。
.

な

お「

産
業
速
関
.表」

で
は
、
原
動
機
!.

霜
動
機
等
が
そ
れ
自
体
独
自
に
エ
場
，に
.す
え
.つ
け
ら
れ
る
場
合
に
は「

固
定
資
本
形
.成」

と
.な
る
と
.さ
れ
、
各
嘴 

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
折
試
論
.
. 

.

. 

七
五
-

(

'」

ヽ
七)



の
機
械
に
組
み
.：つ
け
ら
れ
る
場
合
に
は
、'
原
材
料
''
*
補
助
材
料
と
と
も
に
、：「

中
間
需
要」

.-

と
：な

り

、
'

备
種
の
：機
械
生
産
部
門
へ
販
売
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な 

っ
て
い
る
。
 

.

• 

.

«

'

 

• 

. 

- 

:
 

.

.

.

労
働
手
段
と
し
て
機
能
す
る
部
分
が
主
で
あ
る
と
は
い
え
.、
そ
の
比
率
が
約
五
〇〜

七
〇
％
で
あ
り
、

し

た

が

っ

て「

和
労
働
手
段
生
産
部 

、
門」

と

い

う

べ

き%

の
：
は
、.

「

重
電
機
器」

(

基)

の
う
ぢ
.の

『

そ
の
他
の
產
業
用
重
電
機
器』

と
：.

『

電
動
機』

で
あ
る
。

1?
1
5

『

そ
の
他
の
産
業
用

重

電

機

器
』

は
ュ
パ
ー
 

'
五
^

が「

固
淀
賢
本
形
成」

と
な
る
が
、
こ
れ
は
：電
動
発
電
機
等
，
諸
生
産
部
門
に
お
い
て
独
自
に
労 

働
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
他
ニ
〇
ニ
ー
ー
％
は

「

そ
の
他
の
建
設」

(

迤=

調)

へ
入
っ
て
い
く
が
、.
こ
れ
ら
は
、「

そ 

.

.の
他
の
建
設」

の
な
か
の
電
源
.開
発
，
電
信
電
話
設
置
等
に
お
い
て
電
力
の
生
産
‘

加
工
.お
よ
び
輸
送
の
た
め
の
労
働
手
段
の
一
部
と
し
て
機
能 

す
る
と
推
，測
さ
れ
る(

本
稿
の
':「

ぞ
の
他
の
建
設」
の
分
析
参
照>。

ま
た
ー
八
..

ニ
％
:は
、
す
で
に
み 

の

『

送

配

電

機

 

器』

へ
販
売
さ
れ
て
い
く
。(「

そ
の
他
の
建
設」

、『
送
配
電
機
器』

"
へ
久
っ
.
て
.い
く
三
八
‘

五
％
の
部
分
が
、
' 労
働
手
段
の
部
品
的
な
も
の
か
、
あ
る
い
は
電 

動
機
の
よ
う
に
、
労
働
手
段
.の
童
要
な
一
.
構
成
物
と
し
て
機
能
ず
るも
の
な
の
，か
は
、『

そ
の
他
の
.産
業
用
重
電
機
器

』
Q

内
容
.か
ら
み
て
は

っ
き
り
は
し
な
い
0)

.つ
ぎ

に

、

『

電

動

機』

は
、
，そ
の.四

六
:.
一
 

％
が

「

賴
定
資
沐
形
成」

と
な
.り
、
こ
れ
ら
.は
，諸
生
麽
部
門
に
.お
い
て
独
自
に
労
働
手
段
と
し
て 

機
能
す
る
^

の
_と
思
わ
れ
る
。
.こ
の
®

、
す

で

に「

労
働
手
段
生
産
部
門」

と
し
て
規
矩
し
，た
.諸
生
產
部
門
へ
計
三
六
*.

九
^

入
っ
て
い
く
。

(

内
わ
け
は
：『

一，般
産
業
機
械
及
び
装
置』

へ
：一 .

0

 

•

0

%、「

産

業

機

械

」
〈

基)
.
.へ
は
、『

特
殊
産
業
機
械』

.'
'
-へ
八
.

六
.％
、『

化
学
機
械』

-
へ
五
.

五
％
等
小
計 

.ニ
四
♦
.
一
 

％
.(

た
だ
し『

修
理』

へ
は
ゼ
ロ)

、『

金
属
メ
加
.ェ
機
械』

：へ 

一
.

^
%
、『

重
電
機
器』

へ
〇

ノ
九
％
で
あ
る
。
な
お
'
=0

電
動
機』

部
門
の
な
か
に
は
、
 

部
品
生
産
が
ふ
く
ま
れ
て
い
な
い
；の
で
、
以
上
の
諸
部
門
へ
入
っ
て
い
く
の
は
、『

電
動
機』
そ
の
も
の
で
あ
る
。)

こ
れ
ら
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
 

労
働
手
段
と
し
て
の
.遞
械
に
組
み
っ
け
ら
れ
、
労
働
手
段
の
重
要
な
一
構
成
物
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。

そ

れ

ゆ

え
、：.『

電

動

機』

は
：、
.
四

六
'.1

%

が
独
自
に
.労
働
手
段
と
し
て
機
能
へ
し
、

三
.六
•

九
％
が
労
働
手
段
の
重
要
な
一
構
成
物
と
し
て
機
能
す
る
の 

で
あ
り
、
計
八
三
•

〇
％
は
、
労
働
手
段
関
係
の
生
産
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

'
こ
の
他
、『

冷
蔵
庫
，
洗
濯
機』

，
へ
：六
'
•
.
'八^

、
'
' '

『

民
生
用
電
気
機
器
'
 

へ

四
*:
. 
,
%
入
0
'て
'い
く
。.
.ぐ
れ
ら
は
、
.
p.

耐
久
消
費
手
段J.

の
一

構
成
物
と
し 

.

一
て
機
能
し
て
い
る
も
の

I

。

」

,
v
r 

.

H
 

. 

•
:

:

.

各
種
の
輸
送
機
械
は
、
生
産
活
動
の一

環
を
担
う
輸
送
機
械
、
サ
ー
ビ
ス
.活
動
の
：た
め
の
耐
久
手
段
と
し
て
.機
能
す
る
も
の
、
耐
久
消
費
手
段 

と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
、
軍
事
目
的
の
た
め
に
用
い
.ら
れ
る
も
の
等
が
あ
る
。
電
気
通
信
機
械
も
ま
た
、
そ
の
機
能
は
種
々
様
々
で
あ
る
。
苒 

生
産
構
造
を
分
析
す
る
う
え
に
は
、
生
^

ほ
動
の
一
環
を
担
う
労
働
手
段
と
し
.て
の
機
能
を
は
.た
す
輸
送
機
械
'
.
通
信
機
械
の
生
産
と
、
そ
の
生 

産
に
ょ
る
関
連
諸
’部
門
の
生
産
の
誘
発
を
確
定
す
る
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
：の
点
で
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
が
、
す
で
に
の
ベ
た
ご
と
く
、
現 

行「

産
業
連
関
表」

で
は
、：「

固
定
資
本
形
成」

の
と
り
扱
い
、
部
門
分
割
の
さ
れ
方
の
：う
え
で
多
く
の
制
限
が
あ
る
た
め
、
、か
か
る
確
定
を
行
な 

う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
 

：

.

輸
送
機
械
に
つ
い
'て
は
'

す
で
に
の
ベ
.た
ょ
う
に
、.
そ

の「

総
供
給
額」

，
が
多
額
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
部
門
分
割
が
非
常
に
大
雑
把
で 

あ
る
た
め
、
生
産
部
門
の
内
容
か
ら
、
：,
そ
の
.機
能
を
判
定
ず
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
：る
。
し
た
が
づ

て
、「

産
業
連
関
表」

で
は
直
接
家
計
の
購 

入
す
る
も
の
と
、
政
府
が
軍
事
目
的
で
利
用
す
る
た
め
に
購
入
す
る
も
の
の
一
部
と
が
把
え
ら
れ
る
の
み
で
、
そ
の
他
の
%•
の
•

す
な
わ
ち「

固 

定
資
本
形
成」

と
な
る
も
の
ず
ベ
て
に
つ
い
て
は
、.
そ
れ
ら
.が
い
か
な
る
機
能
を
は
..た
す
の
か
と

い
う
点
を
検
討
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。

日
本
資
本
主
義
の
西
生
産
構
造
分
析
試
論 

七

七

(

八
六
九)



c

;
■'

起
が
：

定

資

本

形

成

」

，I

:

る

比

率

の

房
 

產

部
P

と

い

う

隱

な

形

で.、

と

り

扱

わ

ざ

る

ぎ

又

な

い

：。

1

べ「

基

本

表」

.

.：
部

門

単

位

で

み

る

と

、

''
'
-
减 

「

一

般

政

府

消

費

支

出

」

.に
、
A

額

の

，
 

六

四
.
•八
％

、
一
一
四
、
■

入
.
.っ'
て
'い

く

こ

と-に

な

っ

て

い'る

。

前

稿
：！
：

で

指

摘

し

た

ご

と

く

、

政

府

の

：

「

靈

資

本

接

成

」

も
、
. 

「

国
慶
固
定
資
本
形
成」

' 

に
一
括
ざ
れ
て
.お
り
、
軍
事
用
の
も
.の
'迄

て

い

る

(

前稿
：！：

五

〇

、

五

八

頁

参

照

)

.

の
で
あ
る
か
ら
、「

航
空
機」

(

基)

め

う

ち

r

一
 

般
政
府
消
費
支
出」

へ
入
る
部
分
は
ほ
と
ん
ど
が
、
軍
事 

■

用

で

用

い

ら

れ

る
.も
の
で
あ
る
。
.
し
た
が
.っ
て
；'「

航
空
機」

(

基)

'
$

 

こ
こ
で
は
分
析
対

象

か

ら

除

外

す

る

。
 

(「

軍
需
生
産
部
門」

に
つ
い
て
は
別
稿
で
分
析
の
予
定
。V.

他
方
、
電
気
通
信
機
..に
つ
い
，て

は

、

『
電

気

通

信

機

械

お

よ

び

関

連

機

器

』

の
I

に
' 

I

自
動
交
換
装
置
‘

搬
送
装
置
.
電
話
機
等
の
有 

線

通

屢

械

、
航
法
用
麗
応
用
装
置
や
.ラ
ジ
ォ
：.
チ
レ
ビ
放
送
装
置
等
の
無
線
通
信
機
械
、
こ
：れ
ら
の
部
分
品
等
が
一
括
さ
れ
て
い
る
う
え
、
 

個
人
の
用
い
る
電
屢
もI

量
蕾
公
社
よ
り
貸
与
さ
れ
る
f

な
っ
て
い
る
た
め
、
部
分
品
を
の
ぞ
け
ば
、
震

_

f

の
ち
の
は
す
べ
て 

「

固
定
資
本
形
成」

と
な
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
'が
っ
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
一
括
し
て
，

「

通
信
機
械
生
産
部
門」

と
し
て
と
り 

.
扱
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
輸
送
•

通
信
機
械
：
産
部
門
の
ほ
と
ん
ど
は
、「

固
^

資
-?

と

な

る

，
.

「

輸

送
.
.通

僑

機

械

生

産

部

門

」

と
い
，う

曖

昧

な

形

で 

と
り
扱
わ
ざ
る
を
え
な
い
し
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
生
産
に
よ
っ
て
露
さ
れ
る
原
材
料
•
補

助

材

料

、

部
品
の
生
産
の
検

討

(

第

f

 

に
お
い
て
も
、.
種
々Q

機
能
を
は
た
す「

輸
送
.
.
•通
信
機
械
生
産
部
門」
の
原
材
料
•

補
助
材
料
•
部
品
の
崖
と
い
う
形
で
検
討
せ
ざ
る
を

え 

な
V

こ
と
に
な
る
こ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
分
析
目
的
か
ら
い
っ
て
大
き
な
限
界
で
f

が
、
以
下
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
生
産
部
門
の
内
容 

を
で
き
る
厂
け
く
わ
し
く
検
す
し
輸
送
-.

通
信
機
械
の
生
産
の
位
置
つ
け
を
考
え
る
う
え
の
参
考
に
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
の
原
材
料
. 

補
助
材
料
生
産
を
検
討
す
る
う
え
の
参
考
と
し
た
い
.。

.

な
お
こ
こ
で
輸
送

•

通
信
機
械
の
生
産
を
と
り
あ
げ
る
う
え
に
注
意
し
て
お
き
た
い
.の
は
、
輸
送
.

通
信
機
械
と
密
接
ヒ
閱
連
を
も
.っ
た
、
 

道

路

鉄

道

軌

道

電

信

電

話

設

霉

の

建

設
.•

土
木
に
つ
、い
て
は
、
後

の

「

土
木
部
門」

の
分
析
に
お
い
て
、「
広
義
の
輸
送
•.通
信
手
段
と 

し
て
抵
能
す
る
土
木
♦

建
設」

の
検
；

ilg

を
行
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
生
産
は
種
々
の
点
で
関
連
し
あ
う
も
の
で
あ
る
の
で
、
後
の
検 

討
と
あ
わ
.せ
て
考
え
て
い
く
必
要
'が
あ
ろ
う
。

■

パ
.

■ 

; 

: 

/

:

㈡

： 

.
ペ
.

.
■

.

':
.

.
 

'

■ 

■ 

.

. 

■

.
へ
輸
送
•

通
信
機
械
の
検
討
に
お
い
て
も
、「

労
働
手
段
生
産
部
門」

,'

の
検
討
と
同
様
、『

調
整
作
業
表』

部
門
ご
と
に
検
討
し
、
A

額

ょ

り

嘉 

門
内
販
売
と
修
理
を
控
除
し
た
額
に
つ
い
て
販
路
構
成
を
み
る
こ
と
に
す
ん
。
‘か
か
る
観
点
か
ら
作
製
し
'た
の
が
第
,1
6
表
で
あ
る
。
.

「

造
船」

(

基)

.は
：

『

調
整
作
業
表」

で

も『

鋼
船』

.
と
，

『

木
船
.

』

■.に
わ
け
'̂

れ
て
い
る
の
み
.で
あ
.る
し
、「

部
門

品
目
別
生
産
額
表」

に
ょ
っ
て 

も
そ
の
产
容
は
し
め
さ
れ
て
L

な
V

し
が
し
、『

木
船』

.
の
人
額
”

.

「

固
定
資
本
形
成」

額

、
六
、

.六
三
四
；(

百
万
円)

は
そ
の
ほ
と
ん
ど
大
部
. 

分
が
漁
業
の
労
働
手
段
で
あ
る
漁
船
で
あ
る
と
推
则
さ
れ
る
。

:

『

鋼
船』

は

八

七

•

五
％
が
'「

固
定
資
本
形
成」

と
な
る
が
、
残
り
は
.す
べ

て「

一
般
政
府
消
費
支
出」

.
と
な
る
。

こ
の 

一
ニ 

•
五
％

、

j

ニ

三

〇

三

(

百
万
円)

は
明
ら
：か
に
、
政
府
の
購
入
す
る
軍
事
用
'『

鋼
船』

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
、

(

な
.お『

修
理』

の

う

ち
-!
一
 

般
政
府
消
費
支

出」

部
分
は
、
ニ
、.
七
六
九
百
万
円
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
部
分
は
右
の
車
事
用『

鋼
船』

の
修
理
と
思
わ
れ
る
が
、
.

こ
の
な
か
：に
は
、
政
府
が
非
軍
_

目
的
で

矛
用
し
て
t

る
船
献(

統
f

上

は「

固
定
資
本
形
成」

と

な

っ

て

.

い
る)

.
の
.修
理
も
ふ
く
ま
れ
て
.
い
る
た
め
、
1£

確
な
数
'字
は
把
握
で
き
な
い
。_

_

-

前
稿
8

五
七 

〜

八
頁
参
照)

. 

、

な
お
三
五
年
度
の
銦
船
故H

置
の
内
わ
け
を
参
考
ま
で
に
み
る
と
、
総
ト
ン
数
の
う
ち
、貨
物
船
五
兰
♦

六
^
、

油

槽

骀

三

九

.-
四

％

、

^
沿

三

•
七

^

、 

貨
客
船 
一
•

六
％
、
惹

船
 

一•

三
％
、
客
船
〇
.

三
％
で
あ
る
。

• 

.

 

'

、
.」

、

，

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論 

こ

^
, 

ノ



「

鉄
道
車
輛」

(

基)

で

は

『

修
理』

が 
<
:額

の

四

八

，
九'̂
を
し
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
、『

修
理』

を
の
ぞ
い
た
鉄
道
車
輛
そ
の

も
の
は
、そ
の
性
質
上
当
然
の
こ
と
な
が
ら
す
べ
て
，：「

固
定
資
本
形
成」

.と
な
る
。

こ

の
な
か
の『

鉄
道
車
輛』

：の
国
内
生
産
額
の
内
わ
け
を「

部

門
品
目
別
生
産
額
表」

で
み
る
と
、(

以
下
す
べ
て
震
に
よ
る)

.
機
関
車
六
、
ニ
三
〇(

百
万
円)

、
'
貨
車
一
七
、
六
八
三(
百
万
円)

、
客

車

一
七
、

七
一
三(

百
万
円)

で
、
貨
車
と
客
車
は
ほ
ぼ
同
額
で
あ
る
。『

産

業

用

車

輛

』

は
、
、
大

体

す

ベ

て

、
.
生

産

活

動

の

一

環

を

担

う

労

攀

段

と

み

な
 

し
う
る
も
の
で
あ
る
。

自
0

車」
(

基)

は

『

調
整
作
業
表』

で
も
部
門
が
分
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
こ
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
、

乗
用
車
、
'、ハ
ス
が
す
べ
て
一
管
れu
 

い
る
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
度
々
義
し
た
よ
う
に
、
.

「

産
業
連
関
表」

の
部
門
分
類
上
の
大
き
な
欠
陥
で
あ
る
。

■

「

自
動
車」

.：は
八
〇
• 

ニ
％
が

「

固
定
資
本
形
成」

と
な
る
が
、他
方
耐
久
消

撃

段
と
し
て
家
計
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
る
も
の
は
一
一
.

六
％

に 

■す
ぎ
ず
残
り
は
す
.ベ

て

「

自
動
車
修
理」

(

基)

へ
販
売
さ
れ
て
い
く
。

(I

■
自
動
車」

部
門
の
な
か
.に
は
、
国
内
生
蠢
の
二
八
ニ
ー
ー
％

、

ニ
ー
三
、

五 

七
二

百

万

円

に

.も

の

ほ

る

自

動

車

部

品

の

生

産

が

ふ

く

ま

れ

て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が「

自
動
車」

.(

基)

の
自
部
門
内
駆
売
を
高
め
る
と
.と
も
に
、「

自
動
軍 

修
理」

(

基)

'ベ
の
販
売
率
を
高
め
る
こ
と
に
な
つ
て
、，
る
の
で
あ
る
J
 
.

「

自

轚

」

.
の
う
ち
、
：消
雲
出

の

：比
率
が
き
わ
め
て
低
い
'
の
は
、前
稿
⑶
四
九
_

五
0

頁
で
指
摘
し
た
よ
う
に
，「

自
動
車」

の
う
ち
で
し
め 

る
乗
用
車
の
比
库
ヵ
低
I

こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
.い
.
が
、

消
費
実
額
の
八
、
八
：ニ七

..(

百
万
円)

が
乗
用
車
の
国
内

生
産
総
額
で
し
め
る

比 

V
ご
ゾ
と
て
み
て
も
九
.

一
r

に
す
ぎ
な
レ
と
れ
は
乗
用
車
の
う
ち
、
タ
グ
■シ

，丨
、

ハ.
ィ
ヤ
丨
等
と
し
て
.利
用
さ
れ
る
も
の
、i
あ
る
い
は
実 

際
上
は
個
人
的
に
利
用
さ
れ
な
が
ら
、

名
儀
上
は
企
業
の
所
有A

J

な
つ
て
い
る
も
の
が
か
な
り
あ
る
こ
と
に
よ
る
.も
の
で
あ
ろ
う
。
戦
後
に
お
け 

る
乗
用
車
生
産
の
顕
著
な
発
展
を
考
え
る
と
、
，今
後
、
ぺ
乗
用
車
の
販
路
’

'市
場
•
需
要
の
内
容
を
.明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

.

:

ぐi

動
車」

：
の
内
わ
け
を
、'
部
分
品
を
I

い
て
国
内
生
産
.額
に
S

 

ニ
，
一一.、'
三
ニ
〇

.

(

百
万
円)

、

六
三

•
五
％
、

ぐ

：

'

日
妻
本
主
義
の
|

産
構
造
分
析
試
論
：
::
:

:
 

.

■
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,

_
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,

八
一
，

(

八
七
：
-

:

.

&— 16表 p固定資本j となる「輸 送 •通馐機械生産部門」
    ■ , ..... ■

3 ^ 本％  ， 整 作 業 表 』 
部 門 部  門

. . . . . . .  ' . :....

(1)
A 額
(100万円)

(2)
自部M内 
販売 
(100万円）

(3)
固定資本 
形成実額

(100万円）

⑷ .
(3)

⑴一⑵
%

造 船

f■鋼: 船』 

『木

• 『修 理 』

152,45E 

98,674 

6,634

，..く: . ' C 

' . ‘C 

0 

0

107,67C 

邡,371 

6,634 
14,665

注2

87-5 ill)

100.0 J

31.1

88.3

鉄道車鞭

ベ

.--. ：: ■ ：

1 鉄道車輛』

『産業用車輛』

. 『修 ノ 理 』

80,898

35,115

39, 595

: 3 , 3 0 6  

3,306

人.

37,998 

31,809 

6,189

. . . .o

• .

100.0 1 

100,0 

0

100.0

自 動 車 （同 左 ） _ 412,053 67,275 276,647 80. 2
—----~

自 動 車 修 理 （同 左 ） 198,624 、パ::’:::::.:く0 0

自動自転_  
• 自転車

•... ... '

.『ニ 輪 車 』 

f 自動二輪車』

F自転車‘ リヤカー』 

，  理』

282,130 

105,655 

132,332 

32,502 

11,642

59, 605 

24, 503 

；27,620 

7,482

_ .-----
160,413 

74,748 

76,880, 

8,785 

0

92.1 a  31 

73, 4 注イ 

35.1 注 

0

76 .1

その他の輸 ■
送 機 械 イ 『その他の輪送機械j 

1 ， M s

ぺ 10,306 

9,231 

1,075

5.546

5.546

• . . . . . .

3, 656 

3,656
. . . . . . :. .,

99.2

その他の軽
，機 器 . 『電気通信機械ぉょ
(一部)  び関連機器』

------- ：__ *
178,823

1

；；.■ . .  ' .... 

98,225 74,771

.■.

92.8 注 6

注 1 残りの12,303 (100万円)， 12.5% はすべて; 「一紐政府消費支出」 となっている。 

『鋼船j はその性質上，「固定資本形成jとなるものであるから,こQ 「―般政府消費支出j 
となる部分は，そのほ’とんどが,軍事用のもp と推定され名。(前稿丫 i964年，12月号， 
57— 8頁参照)。

注 2 修理のうち, 「大改造または耐用年数を延長十るような更新修理 j の場合のみは，「国 
' 内総固定資本形成j となることになっている。 \
注 3 残りすべては，「自動車修理」へ。 ：
注 4 残りの27,832 (柳万円)，26,6%は，すべて, 「家計消費支出」となる。

注 5 残りの16,235 (100万円),64.9%は，す べ て 「家計消費支出」 となる。
注 6 残りは，pその他の建設j (3.8% ) を主として, 建 築 •土木関係へ入る。
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用
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vw

万 
s
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一
 

K
.:

•.丸

げ
た
三
五
年
に
.お
.い
：

H

な
お
、
.:
.わ
が
国
自
動
軍
生
庠
の
な
か
で
乗
用
車
の
U

め
る
比
率
の
低
い
点
が
注
目
を
ひ
く
。
'

■
.
•;
.'.
;

:

.

'

:
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,-■
-

-

.

.

.
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•.

ン
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.
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■
.
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: 

■

- 

■
.

: 
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.、

' 

:

o

ぎ

に「
自
動
自
転
車
•
自
転
車」

(

基)

は
、『

修
理』

を
の
ぞ
く
と
、『

三
輪
車』

.(

国
内
生
産
額
で
は
三
<

ニ
ー
％

、A
額
で
は
三
九• 

一
 

％)

、
 

『

自
動
一
一
輪
車

』
(

同
、
1四
八
.
•
〇
％
、
四
八
'.

九
％
>
、『

自
転
車
：
リ
：ヤ
ヵ
ー』

'(

同
、

一
三
•
九
％
、

一
一
一

 

.
〇
％)

.
か
ら
な
り
た
っ
て
い
る
。

こ
'の

う

ち

の

『

三

輪

車』
，
收
す
べ.て
貨
物
運
搬
用
に
用
.い
ら
れ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。『

自
動
ニ
輪
車』

ほ
七
三
•
四
%

が
_「

固
定
資
本
钐 

成」

と
な
る
が
、
こ
の
部
分
は
、
主
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
諸
部
門
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
残
り
は
す
べ
て
、
耐
久
消
費
手
没
と
し
て 

家
■-
f
t
に
ょ
づ
'て
購
入
さ
れ
る
。
他

方『

自
転
車
*

リ
ャ
ヵ
ー』

は
、
国
内
生
産
額
に
'
っ
'
い
て
一
、：

部
品
を
の
‘ぞ
い
て
計
算
す
る
と
、
舀
転
車
が
九 

A

•
五.

％
と
い
う
圧
倒
的
比
率
を
し
め
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
'『

自
転
車
•

リ
ヤ
ヵ
ー』

.
で
は
、「

固
定
資
本
形
成」

と
な
る
の
は
、三
五
、

一̂
 

で

あ
.0
.
.
六
四
*

九
％
.は
耐
久
消
費
手
段
と
し
て
家
11

に
ょ
.
っ
て
購
入
さ
れ
る
。.
そ
れ
ゆ
え
、『

自
転
車
•

リ
ャ
ヵ
ー』

の
.
み
に
っ
パ
て
太
、
 

「

準
消
費
手
段
生
産
部
門」

と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
..

「

自
動
_

転
車
•

自
転
車
1-
'

(

基)

.
全

体

の

：
.う
ち
'

A

額
で
は 

一
一
•

五
％ 

(『

修
理』 

を
の
ぞ
け
ば
前
に
み
た
ご
と
く 

一
二
•
〇
％)

を
し
め
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
、「

自
動
自
転
車
•

自
転
車」

(

基)

全
体
と
し
て
は
、「

消
費
支
出」

の
比 

率
は
低
く
な
る
。
l

;i

費
支
出」

の
比
率
は
、
'

『

修
理』

を
の
ぞ
い
て
計
篇
す
る
と
、4

六

•

三
：％

に

す

ぎ

ず

、

.『

修
理』

を

、>
れ
て
計
算
し
\
 ̂

も
、

一
九
‘ 

ニ
％
で
あ
る
。
バ『

修
理』

の
大
部
分
が
家
計
向
け
で
あ
る
た
め
、『

修
理』

を
ふ
く
め
た
比
率
の
方
が
高
く
な
る
。)

.

た
だ
し
、「

自
動
自
転
車
•

自
転
車」

(

基)

.に
つ
い
て
は
、
耐
久
消
費
手
段
と
：し
て
象
計
に
ょ
っ
て
.購
入
さ
れ
る
も
の
が
、
実
額
に
し
て
、『

自 

動
ニ
輪
車
^

-

七
ノ
八
三
ニ
^
百
万
円
^

^

自
転
車
-

リ
ャ
ヵ
ー』

.

一
六
、
'ニ
三
四
.

(

百
方
円)

.、

.，計
四
四
、.
〇
六

六

(

百
万
円)

；
に

の

ぼ

り

'

こ

れ 

に

『

修
理』

の
う
ち
耐
久
消
費
手
段
関
係
と
目
さ
れ
る
一
‘〇
:

一：七
〇

(

百
万
円)
を
加
え
る
と
、
五
四
、
二
三
六(

百
万
円)

に
も
な
る
こ
と
を 

充
分
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

最

後

に

「

そ
の
他
の
輸
送
機
械」

(

基)

に
つ
.
い
て
、
部
品
を
の
ぞ
い
た
国
内
生
産
額
の
内
わ
け
を
み
る
と
、

産
業
用
運
搬
車
が
六
九
•

九
％ 

を
し
め
、
残
り
が
分
類
さ
れ
な
い
霊
機
械
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
.っ
て
、
少
な
く
と
も
こ
の

七
〇
％
強
は
、
生
産
靈
の
一
環
を
担
う

霍
 

手
段
と
し
て
機
能
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

，
：

.

.
な
お
輸
送
機
械
生
産
部
門
に
つ
い
て
と
く
に
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
修
理
の
し
め
る
比
重
が
大
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
機
械
の
生
産
と 

修
理
を
ふ
く
め
た
A

額
の
合
計
の
う
ち
修
理
の
し
め
を
比
率
は
、「

造
船」

(

基)

三
〇
•

九
％
、「

鉄
道
車
輛」

(

基)

四
八
•
九
％
、「

自
動
車」

• 

「

自
動
車
修
匙」

(

基)

四
八
‘ 

ニ

.%

に
お
い
て
と
く
に
高
い
.
の

が

注

目

さ

れ

：る
。

.:

わ
れ
わ
れ
は
、
す
で
に
の
べ
た
ょ
う
に
、「

産
業
連
関
表」

の
修 

理
：の
と
り
扱
い
上
€>

淛
救
を
検
討
し
炎
^

え
で
、：
修
理
を
ふ
''
'
<
办
て
ノ「

労
慟
手
段
生
產
部
門」

、
，「

輸
送

•

通
信
機
械
生
産
部
門」

の
分
類
を
行 

.な
っ
て
い
る
が
、
機
械
Iそ
の
も
，の
の
.：生
産
と
修
理
と
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
需
要
を
規
制
す
る
諸
要
因
と
い
う
点
で
も

、

原
材
料
.
補
助
材 

和
に
対
す
る
生
産
誘
発
と
.い
う
点
で
も
、
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
の
で
、
修
理
の
比
率
の
と
.く
に
高
い
部
門
で
は
、
こ
の
比
率
の
高
さ
を
充
分
念 

頭
に
お
い
て
今
後
の
検
討
を
行
な
わ
ね
ば
.な
ら
な
い
。
.
'
,

.

.
㈢

.

.

.

. 

. 

.
•

『

電
気
通
信
機
械
お
ょ
び
閨
連
機
器』

"
は「

総
供
給
額」

ノ
 -

一
九

六
、
一
八
四
へ
百
万
円)

、
A

額
一
七
八
、A

一一
 

三
.(

百
万
円)

に
も
の
ぼ
る

湾

で

あ 

る
が
、
こ
れ
自
体
、「

基
本表

」
：：

の
.「

そ
の
他
の
軽
電
機
器」

'に
統
合
さ
れ
て
.い
る(

讀
 

て
、「

産
業
連
関
表」

で
は
こ 

ホ
以
上
こ
の

部
門
は
細
分
割
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
、

こ

の

九

/一
 

ノ
八
％
が

「

固
定
資
本
形
成」

と
な
る
の
で
、
.こ
の

点
で
も「

産
業
連
関
表」 

か
ら
は
、
検
討
の
手
が
か
り
は
え
ら
れ
，な
い
。

-:
;を
日
本
賓
本
主
義
：の
:|
|

生
産
構
吐
1

析
試
論
:-
.:':
-

.:

.八

三

\

ご
五)
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八

四

(

八
七
六)

'

:

固
定
局
•
移
動
赁
通
信
装
置
五
•

八
％

7.

ジ
ォ
:
テ
レ
：ビ

放

送

装

置

.三

、

一%

«
*

信

機

械

器

具

部

分

品

•
付
属
品
四

五
•

七
％

、
交
通
信
号
•

安
全 

y
'

装
置
：ニ 

*

九
%

そ
の
他 

一
'.

ニ
％
と
い
う
^

わ
け
^

し
め
し
て
い
る
。
:
?.

こ
に
は
©

五
:'
>

七
％
”

八
八
、
三
九j

一
一(

百
万
円)

も
：の
部
分
品
•
付

属

品
 

が
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、'
こ
の
こ
と
が
、
：
こ
の
部
門
の
自
部
門
内
販
売
を
高
め
て
い
る
結
果
に
な
っ
_
て
い
る
。)

.
.

:
•

 

'X.
 .

 

.

 .
.
.
.

 

•

 

-

 
X
 

'

 

X

■

.以
上
に
お
い
て
、「

固
定
資
本

.,
-

と
な
.る「

輸
送
.

通
信
機
械
生
産

部
門」

.の
内
容
を
く
.わ
し
く
検
討
し
た
。

「

産

業

速
閨
表」

の

制

約

に

ょ

り

、
 

キ
の
検
討
の
大
部
分
は
ニ
部
門
品
目
生
產
額
表
广
に
ょ
る
国
内
生
産
額
に
つ
い
て
の
み
の
検
討
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
^
。

'

す
で
に
の
べ
た
-<
)
:う
に
、国
.内
生
産
額
の
内
.わ
け
.の
'み
が
分
.っ
て
も
、そ
れ
ぞ
れ
に
：つ
い
；て
の
投
入
，
産
出
関
係
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
以
上
、
 

そ
の
舨
路
構
成
の
内
容
、
：原
材
料
»

補
助
材
料
生
産
.の
讅
発
関
係
を
検
討
す
る
う
え
に
は
、
充
分
役
に
た
ち
え
な
い
。

,

，
し

か

し

な

が

ら

、
と
0

ょ
.う
な
内
わ
け
を
し
っ
：て
お
く
こ
と
は
、
S
輸
送
‘

通
信
機
械
生
産
部
門」

の
苒
生
産
構
造
上
に
.お
け
る
.
位
置
づ
け
、
 

,
諸
生
産
部
門
の
変
化
、
発
展
等
を
考
え
て
い
;;
.
.
<う
え
に
も
、
：ま
た
、「

輸
送
•

通

信

機

械

生

産

部

門

」

関

係

の

原

材

料

.
•
補

助

材

料

生

産

を

考

え

て
い
く
う
え
に
も
、.1

定

，の

意

味

を

も

つ

こ

と

は

明

ら

か

で

あ

ろ

う

。

. '
'

.

 

.

.

.

.

 

, 

,

.

.

⑶

「

非
住
宅
建
築
部
門
,-

の
検
討

 

、

■

㈠

。

: 

- 

■
■ 

■ 

.

.

建
築
部
門
は
、
そ
の
産
出
額
の
大
き
さ
、
関
連
生
産
諸
部
門
に
対
す
る
生
産
誘
発
の
大
き
さ
等
の
点
か
ら
み
て
、
近
年
に
お
け
る
わ
が
国
の
}
^

生
産
構
造
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
位
置
を
し
め
る
部
門
で
あ
り
、
し
た
が
0

て
、
再
生
産
構
造
分
析
に
お
い
て
も
と
く
に

管

を

要
す
る

部 

門
と
い
：わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

、

. 

• 

•

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
建
築
部
門
に
お
い
て
も
、.
補
修
を
の
ぞ
く
す
べ
て
の
部
分
が「

固
定
資
本
形
成」

に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
う
え
、
 

澍
P

V

R

rも
到
常
に
不
充
分
な
た
め
、
生
産
の
た
め
.の
労
働
手
段
と
し
て
機
能
す
る
工
場
、
倉
庫
、
事
務
所
等
の
建
築
部
門
を
確
定
す
る
こ

と

は
 

不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
も
、「

非
住
宅
渐
建
築」

.(

基)

と

「

建
設
補
修」

；(

基)

の
う
ち
非
住
宅
用
補
修
と
推
定
さ
れ
る
部
分
を 

ふ
く
め
て
、「

非
住
宅
建
築
撕
門」

と
い
う
非
常
に
不
明
確
な
形
で
と
り
扱
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

た
だ
し
、「

産
業
連
関
表」

.で
は
、「

統
合
表」

に
.
お
い
て
は
，
.
住
宅
建
築
も
：ふ
く
め
.
て
'T

建

築

(

建
設
補
修
を
.ふ
く
む)

」

に
統
合
さ
れ
て
い
る 

し
次
が
の
原
材
料
•
補
助
^

料
生
産
剖
門
の
検
討
で
利
用
す
る「

窮
極
的
市
場
構
成」

は
、'「

統
合
表
い
部
門
単
位
で
の
み
し
.か
も
と
め
'ら
れ

な
1

関

係
.1
1

ま
ず
建
築
麗
全
体
を
概
観
し
、
全
体
に
お
い
て「

_

住
{達

築

部

門」

の
し
め
る
比
重
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め 

る
必
要
が
あ
ろ
，う
。
.. 

, 

■

ま
た
、
建
讓
門
の
重
要
性
か
ら
考
え
て
、「

非
住
宅
建
築
部
門」

の
大
い
さ
や
比
重
を
明
ら
か
に
す
る
の
み
で
は

な
く
、

で
き
う
る
か
ぎ
り 

く
わ
し
く

そ
の
内
わ
け
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

す
で
に
の
ベ
た
ご
ど
く
、
一
 

こ
，の
内
わ
け
が
分
っ
た
と
し
て
も
、
，
そ
れ
ぞ
れ
の
愛

入

•
産
出
関 

係
'力
得
ら
れ
な
い
以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
築
に
ょ
る
関
連
諸
部
門
.に
対
す
る
原
材
料
生
産
.の
誘
発
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
直
接
役
に
は

た 

た
な
い
が
、
_

 

(

蓮

浦

修

を

，ふ

く

む

)」

：.，

(

統)

にH

る

生

産

誘

発

の

検

討

を

，す

る

：場

合

に

、

.一
定
の
意
味
を
も
つ
こ
.と
は

明
ら
が
で
あ
る
。

.

- 

•

.

.

.

.

.

.

. 

'

°.
:
.
.
. 

.. 

,
 

ノ
 

.

,

.?

て

；
建
築
苗
門
<

^

を
概
観
す
る
こ
と
，か
ら
は
-1
:

め
る
と
>
ー
第
[,
1

表

の

ご

ど

べ

、
：

.「

統
合
表」

の

；

「

建

築

(

建
霧
修
を
ふ
く
む)」

ス
以
下「

建
- 

築」 

(

統)

と
略)

は
、「

甚
本
表」

で
は
、「

住
宅
新
速
築」

.
と

「

非
住
宅
新
建
築
ト
お
ょ
び「

建
設
補
修」

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

の「

住
宅 

.ブ
：
'
;'
■
■
■
日

本

潰

本

主

蘼

の

宵

生

産

構

造

分

析

試

論

 

ゴ
ゴ
ノ



n —1 7 表非住宅迚築•住宅雄築の比率

「統合表」部門 「鉴 本 表 J 部們 生産総額
(100万円）

住宅と非住 
宅’との比率 

%

建築全体に 
しめる比率 

%

迚築全体k：おけ 
る住宅と非住宅 
と の 比 率 %

「連築(補修をふく 
む) 」.

• }

「住 宅 新 建 築J 

「非 住 宅 新 建 築 J 

• 新 建 築 小 計

1，820,128 
707,765 

813,098 

1,520,863

46.5 

53. 5 

100.0

•lpo.o

38.9

44.7

83.6

—■—
100.0

住宅
43.2

..... -•

「連 ’ 設 補 修 J 299,265 100.0 16.4
非住宅 
56.8

(推計)：侮 宅 補 修 78, 382 26.2 4.3 --

(推計)非住宅補修 220,883 73.8 12.1

新
建
築j 

(

基)

の
な
か
に
は
、
，〉

家
計
.の
購
入
十
る
.住
宅
と
へ
賃
貸
住
宅
、：.
社
宅
、.
官
公
舎
等
が
一
括

さ
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
.
'一

(

前
稿
㈡

四
四
頁
参
照)

が

、

一
芯
、
..新

建

築

に

つ

.い
て

比
率
を
も
と

めK
?

と
、
.「

住
宅
新
建
築」

四
六
•

五
％
、「

非
住
宅
新
建
築」

五
三
•

五
％
で
あ
る
。
ま

た「

M

設
補

修」
(

基)

.に
つ
い
て

は

、

，住
窀
用
補
修
一

一
六
：
• 
一

一％
、
非
住
窀
補
修
七
三
•
八
％
と
推
計
さ
れ
る
。

建
設
補
修」

(

基)

：.
'
に
は
、建
築
補
修
の
み
で
は
な
く
、.
.

「

建
築
物
以
外
の
構
築
物」

(『

そ
の
他
の
建
設
.

』

の 

分
析
参
照

)

，
：の
補
修
も
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
右
の
：住
宅
補
修
以
外
の
七
三

•
八
％
の
う
ち
、非
住
宅
於
知i

の 

.

.
補
修
部
分
め
み
を
推
計
す
る
.こ
：と
は
不
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
卸
売
、
小
売
、
.
金
融
等
の
店
舗
改
良
、事
務 

所
の
補
修
が
住
宅
補
修
ょ
り
も
ひ
ん
繁
に
：行
な
わ
れ
が
ち
で
あ
る
の
で
、
新
建
築
に
お
け
る
非
住
宅
の
比
率 

'
.

ょ
り
も
.、，建
築
補
修
に
お
け
る
。非
住
宅
補
修
の
.比
率
の
方
が
上
廻
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
測
さ
れ
る
。
.

-

右
の
ご
と
く
、'
住
宅
補
修
を
.の
ぞ
い
た
非
住
宅
補
修
.に
は
、
#

tf

宅
建
築
物
の
補
修
以
外
の
も
の
も

■

 •

 

か
 

'

 

.

含
ま
れ
る
が
、
' 

一
応
こ
れ
を
非
住
宅
関
係
と
し
て
、
新
建
築
と
補
修
と
0

統
計
=

す
な
わ
ち「

統
合
表」 

.
の
:「

建
築」
全
体
に
っ
い

て

，

佳
宅
関
係
と
，
非
住
宅
.関
係
と
の
比
率
を
も
と
め
る
と
、
住
宅
関
係
四 

.三
'
•
:ニ
％
、
非
住
宅
閨
係
五
六
，•
.八
％

と
：い

う

比

率

で

あ

る

。

' 

.
、パ
-
.
.
.

, 

.

•

.

.

*

.
■

'
 

. 

'

‘ 

.
[ 

■

-
 

.

士
こ
.ろ
で
、.
.

「

非
住
宅
新
建
築」

.(

基)

は
、
:-
.

『

調
整
作
業
表』

で
は'

r

非
住
宅
新
建
築(

木
造)』

と 

『

非
住
寒
新
建
築(

非
木
造)

：

』
と
に
わ
け
ら
れ
て
い
る
の
■み
で
あ
る
。.

建
設
補
修」

(

基)

は
、『

調
整
作

.
業
表』

で
も
そ
の
.ま
ま
で
あ
っ
て
、
木
造
-

非
木
造
の
区
別
さ
：え
な
い

。)

.

.

-
 

,

.木
造
、
非
木
造
と
い
う
区
別
は
、
建
築
物
の
再
生
産
構
造
上
の
機
能
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、

あ
ま 

り
意
味
'あ

る

も

の

と

は

い

え

な

い

が

、
，
木

造

と

非

木

造

.と
で
.ば
、
.

原
材
料
•
補
助
材
料
に
対
す
る
生
産

n - 1 8 表非住宅 . 住宅別，木造.非木造別建築

，住 宅 新 建 築 （木造)』 

『住 宅 新 建 築 （非木造) /

p非 住 宅 新 建 築 （木 造〉』 

『非住宅新建築(非木造) j

「住 宅 新 建 築 j 

「非 住 宅 新 建 築 j 

計

「住 宅 新 建 築 」 

「非 住 宅 新 建 築 」 

計

707,765 

561,453 

146,312 

813,098 

203,956 

609,142

561.453 

203,956 

765,409

146,312 

609,142

755.454

0

3

 

7
 

0

1

9

 

4
 

6
 

0
 

4
 

6
 

0
 

10
0

79
.

20
.

00
.

25
.

74
’ 

'
73
.

26
.

00
.

19
.

80
.

00
.

「基: 本表 j 部門 卩調整作業表』部 門 生 産 総 額 (100万PJ) 比 率 %

誘
発
が
異
な
る
の
で
、
：次
節
の
分
析
の
た
め
に
、：
一：応
こ
の
区
別
を
み
る
と
第
1
，表

3n

の
と
お
り
で
あ
る
。

(

こ
の
場
合
も
、

「

窮
極
的
市
場
！̂
成」
の
検
討
の
関
係
上
、

住
宅
関

係
も
入
れ
て
お
い
た
。)

8

:

第
['
]
’表
の
.ご
と
く
、'「

非
住
宅
新
建
築」

.(

基)

で
ば
、
.木
造
ニ
五
• 

.一
%
、
非
木 

:

造
七
四
•
九
.％
で
あ
る
が
、「

住
宅
新
建
築」

I

,

で
は
反
対
に
木
造
七
九•

三
％
、
 

非
木
造
ニ
〇
>
.
七
％
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
木
造
新
建
築
に
つ
い
て
は
、
住
宅
七 

兰
>
*四
％
、
非
住
宅
ニ
六•

六
％
で
あ
る
の
に
反
し
、
非
木
造
新
建
築
で
は
非
住
宅 

八
o

，
六
％ 

.住
宅
.一.
九
.
*四
％
と
い
う
構
成
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
明
ら
か
.な
ご
と
く
'

「

非
住
宅
建
築
部
門」

と
し
て
規
定
さ
れ 

る
の
は
、
新
建
築
の
ぅ
ち
の
五
.‘三
•

五
％
を
し
め
る
.「

非
住
宅
新
建
築」

(

基)
=

八 

一
三
、〇
九
八
§.

方
円)

——

ぅ
ち
木
造
、
ニ
〇
三
、
九
五
六(

百
万
円)

、
非
木
造
、
 

六
0

九
.

一
"
四
ニ
 

.

(

百
万
■円)

—

—
と
、「

建
設
補
修」

(

基) 

'の
ぅ
ち
七
三
•

八
％ 

を
し
め
る
と
推
定
さ
れ
る
住
宅
以
外
の
補
修
n

l

H

o、
八

八

三

C

百
万
円)

と
で 

.あ
る
。

日
本
資
本
主
義
の
苒
生
産
^
造
分
析
試
論

ノ
：

㈢

.

.
■

つ
ぎ
に
、
こ
.
の

「

非
住
宅
建
築
部
門」

の
産
出
物
H

建
築
物
の
内
わ
け
を
で
き
る 

- 

. 

■

八
七
一(

八
七
.九)

.



H—1 9表 「用途別」建築生産額 （100万円)

生產総額 全体にしめ 
る比IK % うち木造 うち非木 

造
非木造建築 
生産総額.

エ 場 • 作 業 場 •倉 庳 303,343 37.3 77,107 226, 236 74.6
•來 務 所 • 庙 舗 183,469 22. 6 31,019 152,450 83.1
校舎 :病院•診療所その他 326,286 40.1 95,830 230,456 70.6

小 言I- 813,098 100.0 203,956 609,142 74.9

、
 

八

八

(

八
八
〇)

|

へ

た

け

く

^ ：
し
く
検
W

し
、
.
生

産

活

歐

の

，
た

：め

の

#

働
手
段
と
.し

：て

機

能

レ
^

,̂
る
と
思
わ
れ
る
建
築
物
の
建
築 

補
修
の
-̂

率
を
推
計
す
る
ょ
う
試
み
ょ
う
0

. 

.
: 

'
. 

'
: 

■

_

_

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
：

『

調
整
作
業
表』

.も
全
く
役
に
立
た
な
い
の
で
、
.「

産
業
連
関
表」

を
作
る
基
礎
と
な
っ

ょ

.

.て
い
る
：「

昭
和
三
五
年
産
業
連
関
表
建
設
部
門
分
析
用
産
業
連
関
表
作
成
報
告
書
第
一
篇(

作
成
篇)」

(

昭
和
四
〇 

1.0 

.

P
.

年
三
月
.建
設
省
削
囤
局)

：(

以

下

「

建
設
部
門
分
析
用
報
告
書」

と
略
す)

を
利
用
し
'て
、
；「

非
住
宅
建
築」

.(

基)

の
内 

|

わ
け
を
、
建
築
種
類
別
に
わ
け
る
と
第
1

’
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

：

‘

J m

ま

ず「

非
住
宅
新
建
築」

(

基)

の
う
ち
、「

工
場
•
作
業
場
•
倉
庫」

の
新
建
築
は
、
三
〇
三
、
三

四

三(

百 

^

方
円)
で
、
全
体
の
三
七
.

三
％
を
1

妁
る
。
こ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
が
生
産
活
動
の
た
め
の
労
働
手
段
と
し
て
機

.

.

.

.

.

.

.
 

V.

I
”

能
す
る
建
築
物
の
新
建
築
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
他
、-「：

事
務
所
•

店
舗」

の
新
建
築
が
'
八
三
、四
六
九(

百
万

止ロ

g

円)

.二
ニ 

•
.六
％
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
の
事
務
所
の
な
か
に
は
、

生
産
に
直
接
結
合
し
、

生
産
舌
動
と
结
び
つ

.
0
1

表 

>

た

「

机
上
事
務」
を
行
な
っ
て
い
る「

事
務
所」

.

も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
労
働
手
段
と
み
な
さ
れ
る
建
築 

g
.

物
の
新
建
築
も
入
っ
て
い
：る
。

.
* 

■ 

I 

.

M
 

こ
の
分
類
は「

日
本
標
準
建
築
物
用
途
分
類」

.
に
ょ
.2
.

;%
.の
で
あ
る
が
、
，そ
れ
に
ょ
れ
ば
、「

工
場」

は

「

物
品
の
製 

W
 

造

(

改
造
ま
た
は
加
工
を
含
む)
.
ま
.た
は
俊
现
を
お
こ
な
う
場
所
を
い
う」

の
で
あ
る
か
ら
、
明
白
に
労
働
手
段
と
み
な 

們

し

う

る

。r

作
業
場」

は
、「

机
.上
事
務
ま
た
は
こ
れ
に
類
す
る
事
務
で
な
い
作
業
を
お
こ
な
う
場
所
の
う
ち
、
工
場
で
な 

|

い
も
の
を
い
う
。
商
品
包
装
場
、
荷
造
り
場
、
商
品
検
査
室
、
統
計
機
操
作
室
、
ポ
ン
プ
小
屋
な
ど
を
含
む」

と
規
定
さ 

%

れ
て
し
る
か
ら
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
生
産
活
動
の
た
め
•
あ
る
い
.は
そ
の
延
長
と
し
て
の
作
業
場
と
い
え
る
が
、
純
粋
の 

p

サ
ー
ビ
ス
活
動
の
た
.め
の
作
業
場
も
若
干
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。「

倉
庫」

は
、
す
べ
て
の
部
門
の
倉
庫
で
あ
る
か
ら
、
純 

備

-

粋
の
サ
I

ビ
ス
活
動
の
た
め
の
も
の
も
若
干
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

他
方
、「

事
務
所」

は
、
.「

机
上
事
務
ま
た
は
こ
れ
に
類
す
る
事
務
を
お
こ
な
う
場
所」

と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
生
産
を

生 鹿 m 額
. “ 00万円) %

農 林 * 水 産 業 用 44,167 5 .1
鉱 ェ 業 用 360,419 41.4
商 業 用 144,725 16.6
公 益 m 業 用 56,725 6.5
注ェj (馄力.ガス.水道) (34,659) (4.0)

1(運 輸 •通 信 ） (22,066) (2.5)
サ - ビ ス . 業 用 111,820 12. 9
公 務 • 文 教 用 149,748 17.2
そ の 他 . 2,626 0.3

at 869,874 100.0

な

お

oi

ま

j

つ
の
統
削
資
料
と
し
て
、「

建
築
着
工
統
計
報
告」

(

建
設
省)

を
利
用
し
て
三
五
年
度
産
業
別
建
築
総
額
の
推
計
を
こ
こ
ろ
み 

る
と
、
第
2
,表
の
と
お
り
で
あ
る
0 

. 

.

.

.
:こ
の
ぉ
-|

は
大
ま
か
な
扭
削
の
関
係
上
、
絶
対
額
に
お
い
て「

非
住
,

新
建
策」

(

基)

の
総
額
よ
り
五
六
、
七
七
六(

百
万
円)

多
く
な
っ 

て
V

る
が
、J

応
こ
の
ぅ
ち
.の
農
林
•

水
産
業
用
と
鉱
工
業
用
、
お
よ
び
公
益
事
業
用
の
ぅ
ち
電
力
、
ガ
ス
*

水
道
業
用
と
推
定
さ
れ
る
部
分
の 

建
築
額
を
合
計
す
る
と
四
三
：九
、
-1

四
五
，(

百
万
円)

で
全
体
の
五
〇
*'

五
％
と
&
.
る
^
 ̂

ハ

2 0表産業別建築生産額

(備考） 「建繹着工統計報告」 (建設省) より,昭和 
35年における産業刿の建築着工額をもy め ,.

“調查もれ’’を補正した。補正にあたっては.， 

"調查もれ” が,農林水産業M  7 0 % .,鉱工業用 

50% ，商業用40% , 公益事:業用30%, サ一ビ

ス寒用5 0 % ,公務 •戈教用40 % , その他50% 

とみなされる（「建設部門分析用報裣書JP . 24ょ 
り）' ので，この数字を利用した。ただし, 着工.

:び,工事費 

か.'ったの

お

な

ベースから施工ベースへの換算，  ̂

予定額から施工續ベの補正はでき

大ざっぱな推計にとどまっている。 .

：)統計では，「公益事業用」が，括され 

内容が不明である。 n —2 1表の建設

注 1) この

てお

補修に妇ける電力. ガス.水道業用と運輸通信 

業用との比率, 61.1対 38. 9 を利用してうちわ 
けをこニろみた。

日
本
資
本
主
義
.の
再
生
産
構
造
分
析
試
論
.，

た
だ
し
こ
の
統
計
は
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
，
 

.ベ

ー

ス

で

は

な

く

、

ゑ

^

ベ

ー

ス

の

も

の

で

あ 

.
る
の
.で
、

生

産
’会

社

に

お

い

て

不

生

産

的

業

務 

を
行
な
ぅ
事
務
ぼ
や
、：
諸
厚
生
施
設
の
新
建
築 

も

ふ

く

ま

れ

て

い

る

。

他

方

、

商

業

、

サ
ー
ビ 

ス
業
と
い
ぅ
な
か
に
も
、
生
産
活
動
の
延
長
と 

み
な
し
ぅ
る
も
の
、
生
産
の
二
種
と
考
え
る
ベ 

き
も
の
が
あ
る
の
で
、
生
産
活
動
の
た
め
の
労 

働
手
段
と
しV

機
能
す
る
連
築
物
の
新
建
築
も 

ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
：

以
上
、

一
一
つ
の
統
計
資
料
に
仗
、
労

働
. 

手
段
と
み
な
さ
れ
る
建
築
物
の
推
計
上
、

I

八

九

(

八
八一

)
.

行
な
ぅ
企
業
に
お
い
て
、
生
産
活
動
と
裏
結
び
つ
い
たT

机
上
事
務
ま
た
は
こ
れ
に
類
す
る
事
務」

を
行
な
っ
て

い
る「

事
務
所」

も
ふ
く
ま
れ
て
、
る
。

ま

た

「

校
舎
.
病
院
•
診
療
所
、
そ
の
他」

に
は
、

い
ず
れ
の
項
目
に
も
属
さ
な
い
あ
る「

讓
に
特
有
な
用
途
に
供
す
る
建
管
，——

た
と
え
文
鉄 

道
の
駅
舎
等
も
ふ
.く
ま
.れ
て
い
る
。
 

■ 

. 

■ 

•



補 修 額
(loo 万 m %

農 . ：：林 . 漁 ..業 15, 597 7.1
鉱 業 • 石 炭 業 7,175 3.3

製 造 業 60, 679 27.5
電 力 • ガス.水道業 25,470 11.5

建 設 業 3,161 1.4

運 輸 • 渾 信 業 16,228 7.4

商 業 30,462 13.8
不動産• 金融•保険業 10,080 4,6
公 共 サ 一 ビ ス 24,155 10. 9
そ の 他 サ — ビ ス 20,931 9. 5

一 般 政 府 消 費 6,433 2.9
分 類 ： 不 明 372 0.2

非住宅建設補修合計 220,746 100.0

21 表建設補修の産業別内わけ

補修J部門から各部門 

)•類別{■こまと今たもの 

¥料|部門へ入る額は

設

分:

貸:
ぶ!

表J

i m

.

.

.
V
:
.
.■
' 

九
〇

へ(

八
八
ニ)

.

い
ろ
¥

在

の

不

明

確

な

点

が

务

;>
6

が
、こ
れ
ら
.を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
 

労
働
手
段
と
し
て
機
能
す
る
建
築
物
の
新
建
築
は
、
.「

非
住
宅
新
建 

.
築」

.(

基)

の
西
五
％
前
後
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

.'
■

ま
：た
、：：
輸
送
手
段
用
と
み
な
さ
水
る
建
築
物
の
新
建
築
も
正
確
な 

.
推

計

は不
可
能
で
•あ
る
が
、

一
応
注
1

の
よ
う
に
推
計
す
る
と
、
飨 

n,

表
の 
一
：
一
一
一
、

.
o

六

六

(

百
万
円)

、
'全
体
の 
一T

五
％
と
な
る
。

つ
ぎ
.に
、'.「

建
設
補
修」

.

(

基)

の
う
ち
の
住
宅
補
修
以
外
の
部
分 

に
つ
い
：て
、
'
産
業
別
の
内
わ
け
を
ま
と
め
て
み
る
と
第
2
,表
の
よ
う 

に
な
.る

:0(「

建
設
補
修」

部
門
の
内
わ
け
は
、：
産
業
連
関
表
を
利
用
す
る 

こ
と
：が
：可
能
で
あ
る
。
な
お
、

[,
2

表
の
合
計
額
は
：.「

特
需」
：
を
除
い
た
、た

め
.:
'
:
',1

表
0

推
計
額
よ
り
若
干
小
さ
'い
。て

.

こ
の
う
ち
.'

生
.産

活

動

を

行

な
っ
て
い
る
農
林
，
漁
業
、
鉱
業
•

石

诙

業

、
，
製

造

業

、

電

力

；
：
ガ

.
ス

•

水
道
業
、
建
設
装
の
各
部
門
の
建
設
補 

修
を
合
>則
す
る
と
、：
 

ー
一
二
、.
〇
八
一
;1ー(

百
万
円)

で
、
全
体
の
五
〇
> 

八
％
と
な
る
。
ま
た
、

運
輸
、
通
信
関
係
部
門
の
建
設
補
慘
は
一
六
、
 

:ニ
ニ
九(

百
万
円)

で
、
全
体
の
七
•
四
%.

で
あ
る
。
;,
'

.

'

.

:

-

.
な

お

こ
れ
ら
五
〇
•

八
^

七
.
•
四
％
と
い
う
比
率
が
、
先
に
み
た
新
建
築
に
お
け
る
比
率
よ
り
高
い
の
は
、
住
宅
補
修
以
外
の「

建
設
補 

.
修』

の
な
か
に
非
住
宅
建
築
補
修
と
と
も
に
土
木
構
築
物
の
補
修
が

ふ
く
ま
れ
て
お
り
"

こ
.の
土
木
構
築
物
に
.は
、
.労

働

手

段

と
み
な
さ
れ
る 

も
の
、.
お
よ
び
運
輸
通
信
関
孫
の
も
の
が
か
な
り
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

(

第

,2

お
よ
び
,2

表
参
照)

。
.

以
上
の
推
計
は
か
な
り
の
_
限
界
を
も
：つ
'も
の
で
は
あ
る
が
、
.建
築
の
産
出
高
の
：内
容
を
把
撞
す
る
う
え
に
|

定
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
し
、
次

，備考） 「签本衷_j < D 「建盡 

へみっていく額を大産業 

である。.なお，「住宅賛: 

住宅の建築補修なO では,

節
で
^

築
関
係
の
原
料
料
，
補
助
材
料
の
生
產
を
検
討
す
る
場
合
に
も
、

一
づ
の
目
安
と
し
て
念
頭
に
お
い
て
ょ
い
も
.の
と
思
わ
れ
る
。

⑷

『

•

土

木

部

門

」

の

検

討

.

' 

.

.

.
 

'
 

*

. 

. 

. 

-

.

㈠

.

-
 

:

.

:

:

.
 

.

.

.
 

: 

* 

.
 

.
 

.
 

.

.

. 

- 

V 

. 

.

■

土
木
も
、
建
築
部
門
と
同
様
に
、
そ
の
生
産
額
の
大
き
さ
、関
連
諸
生
産
部
門
に
た
い
す
る
生
産
誘
発
の
大
き
さ
等
の
点
か
ら
み
て
、近
年
の
b 

が
国
再
生
産
構
造
の
分
析
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
位
置
を
し
め
る
も
の
で
.あ
る
が
、
し
か
し
な
.が
ら
、
土
木
に
つ
.い
て
も
ま
た
、「

産
業
1
 

関
表」

の
統
則
上
の
制
約
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
分
析
は
.大
き
く
制
限
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。

「

統
合
表」

の

「

土
木」

は
、「

基
本
表」

.
で
は
：「

公
共
事
業」

と

「

そ
の
他
の
建
設」

.

に

わ

け

ら

れ

て

い

る

。

.こ

れ

ら

は

後

S

る
ご
と
く
、

一
 

.
き
わ
め
て
多
様
な
も
の
を
ふ
く
ん
で
お
り
、.
そ
れ
ぞ
れ
の
産
出
額
も
非
常
I

額

で

あ

る

が

、

『

調

整

作

業

表

』

.に
お

い

て

も

、

「

公

_

業」
I 

■:
'

(

基)

は
、『

公
共
事
業』

(

以
下『

非
雜
公
共
事
業』

と
略)

と
、『

公
共
事
業(

農
業
.
林
道
•

治
山
• 

土
木
•

 

i

)』
(

以

下

『

農

林

公

共

事

業

』

と 

j 

略)

と
に
分
け
ら
れ
て
い
る
•の
み
で
あ
る
し
'

「

そ
の
他
の
建
設」

.

(

基)

.

.
は

全

く

分

割

さ

れ

ず

'に

「

基
本
表」

部
門
"

『

調
整
作
業
表』

部

門

と

I

な
っ
て
い
る
。
 

.

-
 

1

' 

_ 

- 

:

■

.

.
,

 

. 

一

r

そ
し
て
こ
れ
ら
土
木
関
係
で
も
、
補
修
を
.の
ぞ
く
す
べ
て
が「

固
定
資
本
形
成」

に
な
る
と
さ
れ
、

こ
れ
が
い
か
な
る
部
門
の「

固
定
資
本」 

I 

と
な
っ
て
V

く
の
か
と
い
ぅ
点
が
全
く
不
明
で
あ
る
。.(

土
木
関
係
で
は
、
大
修
理
は「

固
定
資
本
形
成」

へ
入
る
と
さ
れ
、
.
'そ
れ
以
外
の
修
理
は
、
す

で

に

 

一
 

み
た「

建
設
補
修」
(

基)

部
門
に
入
れ
ら
れV

;

い
る
の
で
、
土
木
関
係
の「

中
間
需
要」

；は
ゼ
ロ
で
、，す
べ
て
が「

固
定
資
本
形
成」

..
'
と
な
る
こ
と
に
な
っ
て
い 

I



n  — 22表 「土木」(統)部門の内わけ

，統合表J 部門 「基-本表丄部門 『調整作業表』部 n
A額= 「固定 
資本形取」注

(i6o万円）

土木全体にお 
ける比率％

土 木 1,355,778 100.0
「公 共 m 業」 489,145 36.1

f 公 共 事 業 』 . f366,432 (27.0

1『公 共 ■ •(群 1122,713 { 9.1
「その他の建設 j 同 左 866,632 63. 9

注 r土木j の 「総供給額」は, 1,361,546(百万円）であり，r輸出」が 5,758(百万円）ある。 、 

こめ内わけは，rその他の建設j の 「輸出j 132 (百万円）と 「特需j 5,626 (百万円）とであ
■O o -

九
ニ 

(

八
八
四)

•

ま
ず
、「

土
木
部
門」

=
「

統
‘合
表」

め

「

土
木」

部
門
を
概
観
す
る
と
、

r 

土
木」

.
の 

'

「

総
供
給
.
 

額」

は
、

一

、
三
六
一
、
五
四
六
''
<
百
方
円)

、
<

額
=
.「

固
定
資
本
形
成」

紙
は
一
、
三
五

五

、

七

七
 

八
_
 

(

百
.万
円)

に
も
の
ほ
る
。(こ

：；

の
差
額
■は
、.
.n,
2

表
の
注
め
ご
と
く
、'「

そ
の
他
の
建
設
1_

の「

特
需」

を
中
心 

と
し
た「

輸
出」

セ
あ
る
。

)
「

土
木」

、
の
A

額
：

=
「

固
定
資
本
形
成」

：

額
の
.う
ち
、

「

公
共
事
業」

.(

基)

. 

.の
部
分
は
、
三
六
•
.一：.％
§

八
九
、
：.
一
四
五
へ
I

P3)

丨

『

非

農

林

公

共

事

業

』

一
一
七.
〇
％
、
 

『

農
林
公
共
事
業』

九
. 

一
％

|

で
あ
り
、「

そ
の
他
の
建
設」

へ
基)

の
部
分
は
、

六
三
•

九
％
の 

八
六
六
、
六
三
ニ 

(

.百
万
円)

.で
あ
る
。

.

.

「

産
業
連
関
表」

を
通
じ
て
、え
ら
れ
る
：「

土
木」

関
係
の
内
容
は
、

右
の
点
に
つ
き
る
。
し
か
し
な 

が
ら
、「

土
木
部
門J

は
建
築
部
門
と
同
様
、
き
わ
め
て
重
要
な
部
門
で
あ
る
の
で
、「

建
設
部
門
分
昕 

用
報
告
書」

'(

前
出)

を

利

用

し

て

、

そ
の
，産

出

額

の

内

わ
け
の
み
に

つ
い
て
で
も
、
で
き
る
だ
け
く
，っ 

し
く
検
討
し
生
産
活
動
の
允
め
の
労
働
手
段
関
係
の
建
設
，
土
木
部
分
の
推
計
を
こ
こ
ろ
み
る
ょ
う 

努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.

■

へ 

V . 

- 

: 

'
:

:

•

-

. 

•
' 

* 

• 

, 

,
 

1
.

.

.

\ 

.

■

.

*

.

.

.

.
と
こ
ろ
で
、「

土
木
部
門」
の
場
合
、

こ
の
労
働
手
段
関
係
の
建
設
•

土
木
の
推
計
は
、

統
計
上
の 

み
な
ら
ず
、
理
論
的
に
も
、

か
.な
り
の
困
難
を
と
も
な
う
。

す
众
わ
ち
、
道
路
、
港
湾
、

空
港
等
の
土
木
工
事
等
や
、
»

員
軌
道
、
電
信
電
話
の
建
設
等

を

ふ
く

む

「

土
木」

：部
門
で
は
、
あ
る
.土
木
•
建
設
に
ょ
る
構
築
物
-
-
た
と
え
ば
道
路
は
、
同
時
に
、
生
産

活
動
の
延
長
^

し
て
の
運
輸
の
た
め
の
労
働
事
段
と
し
て
機
能
す
る
と
と
も
に
、

一
般
大
衆
の
'I

交
す

.

る
手
段(.一

種
の
消
費
手
段)

と
し
て
機
能
す
る
し
、
ま
た
軍
事
目
的
の
.た
め
の
'手
段
と
し
て
も
機
能
す
る

。

同
一
の
構
築
物
が
こ
の
よ
ぅ
な
種

々

‘

.

の
機
能
を
同
時
に
は
た
す
場
合
も
少
な
く
な
い
し
、-
同
種
の
構
築
物
が
別
々
に
こ
の
よ
ぅ
な
機
能
.を
は
た
す
も
の
に
つ
い
て
も
、
大
抵
の
場
合
よ 

統
計
上
そ
れ
ら
を
区
分
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
。

.

:

そ
れ
ゆ
え
:

「

土
木
部
門」

に
つ
い
て
は
、

.
:

■

,

.
.
.

 

.

 

‘

U

:

明
確
.に
生
産
活
0

に
お
V

て
労
働
手
段
と
し
て
機
能
す
る
と
み
な
さ
れ
る
も
の
の
土
卞
•
建
^

■

'

: 

.

:

3、広
義
の
.輸

送
»'

通
信
手
段
と
し
て
機
能
す
る
も
の
の
土
木
.
建

雙

'

'

.

,

:

■

:

.

..

⑶

.そ

の

他

.

‘

と
に
分
類
す
.る
よ
う
に
す
る
。

.

 

V

 

一

'

 

,

,

.

.

.

 

:

 
-

.

.

.
 

.

 

•

 

一
 

'

 

.
.

ノ
 

'
ぐ

.
，
' 

-

/

'

. 

I

■ 
.

.

.

'

㈡

.

'

.

•

:

'.
.

. 

. 

■

..

.

,

厂

.. 

I

: 

.

.

.

.
•:
.
.
. :

.

'■
.

:
マ

-
•
' 

. 

. 

一

8

 

第
^

表
の
と
お
り
で
あ
る
.0

こ
れ
.ら
を
右
の
分
類
に
そ
く
し
て
整
®

 

j 

す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
ぅ
に
な
る
。

■
:
?

 

. 

|

 ̂

.ニ

 

：

，

- 

' 

,
,

 

.

. 

ノ 

.
■
.

. 

. 

■

一
 

-
.

 

:

.

 

,

.

:

 

.

.

:

 

|

■
 
-
 
.
 

- 

• - 

*'

 

父

:

o
.

生
産
活
0

に
お
-

>

て
労
猶
手
段
と
し
て
機
能
す
る
と
み
な
さ
_れ
る
も
の
の
構
築
.
復
旧
エ
事
。
 

| 

ま

ず『

非
農
林
公
_

業』

の
ぅ
ち
で
は
、「

河
川
S

」

、「

砂
防」

、.「

総
合
開
発」

.
は
、'
大
体
、農
業
関
係
の
労
攀
段
の
構
築
•
復

旧

を

中

心

|

■

'

と
し
'て

お

り

こ

れ

に

若

干

.
:
エ

業

 
'

水

道

、

発

電

等

，の

生

產

活

動

に

お

け

る

労

働

手

段

の

構

築

•
復

旧

が

加

わ.る
。
ま

た「

漁
港」

は
、
生

産

.

|

 

ベ

的

な
_

の
輸
送
上
の
勞
働
手
段
の
議
で
ぎ
。
.

.

右

の

建

設

紙

の

小

計

に

、
：

「

災

裏

旧」

.
の

ぅ

ち

右

の

各

項

 

j

 

'

 

.

'

え

デ

言

一

三

ニ

三

一

九

(

百
万
円

)

力

生

産

活

動

に.お

い

て.労

働

手

段

と

し

て

す

る

議

物

.の

建

設

、

復

旧

工

事

と

推

管

れ

る

。

.

|

11
11
1̂
^
 

1

.

.
.
I



(備考)「建設部門分析用産業連関表作成報告書第1 篇j  p. 4 0ょり作成。 '

九 なお，下段の表は，上表の数字を機能種類別に整理したものである。

五 .： V. ... ■

本
資
本
主
義
の

生
産
構
造
分
析
試

「公共事業j ^
①生産活動のための労働手段の構築•復

②輸送手段の構築，復旧

③その他

(100 万 PJ) 
489,145

241,812

210,487

36,846

n —2 3表 「公共事業丨の内わけの推計

「基本表_!部广 F調整作業表』部門 生産額（100万門 % %

r公共事業」 ' 489,145 100.0

F公共事業』 366,432 100.0 74.9

河川•砂防 84, 325 23.0 17.2
'河川改修 ① ド , 381 r ll .3
砂 防 ① 11,535 3.1

総合開発 ① 16,715 4.6
1海 岸 ③ ‘14,695 4.0

道 路 ② 155,871 42,5 31.9

その他公共事業 42,128 • 1 1 . 5 8.6
，都市計画 ③ 5,414 1.5

港 湾 ② 27,540 7.5

雜 ' 港 ①
,

7,405 2.0
• 空 港 ② ■1,769 ‘ 0, 5

災害復旧①②③ 84,108 23.0 17. 2

『公共事業（農業.林道• 122,713 100.0 25,1
治山，土木. 災害) j I 丄

土 不.. 98,431 80.2 20.1

f農業土木 ① [69 ,088 T56?3

林 道 ① j l 6 , 969 |l 3 . 8
{治 山 ③ [12,374 UO.1

災 害 24,282 19.8 5.0
農業災害 ①

.
21,272 . 17.3

林道災書 ① - 2,164 < 1.8

: 治山災害 ③ " ■ 846 0.7

(

八
八
七

)

QO
 
4
 
0
 
5(

o
 

9
 

3
 
7
 

0
 

4
 

4

!
K
S
P
A
:
:
A
^
f
b

tr
^
^
-g.
>
^
£
;
;
^
K

î
/
^
s
s
.
.
.
t

tI
.r;
:<
.

■:;;
;
崎
 

工
業
用
水
、
水
道
用
水
、
運
輸
手
段
等
き
わ
零
多
ぐ
の
用
途
を
も
っ
て
い
る
。

し
か
し
昭
和
三
ニ〜

四
年
の
平
均 

-:
;
■

、
年

間

！
^

;>
|
|
|冰
利
-̂

量
四
1
;̂

億
.立
ホ
米
の
う
ぢ
、
^

業
用
氷
：<
1
^
^
 ̂

(

辟
和 

■:
.へ
へ
さ
九
年
版
-1
,
建
設
白
#:」

：.：七
ー
1
直)

^
 

て
ト
を
い
が
、
右
の
推
計
^

■;
ら
み
て
も
、
河
川
改
修
工
事
は 
>,農
業
用
水
©

運
搬
ヾ
.，：貯
水(

‘

配
分
の
た
：め
の
賢
働
#

段

の

建

設

が

主
.だ

を

も

の

，
で

虹

る

と

と

が

推

測

さ

れ

る

0

.:
■

#
防」
ぃ
は/
注
に
ダ
み
に
お
け
る
砂
の
推
震
.止

エ

事

、

「

総

合

開

発

」

へ
は
多&
酌

ダ

ム

の

建

設

工

事

と

：愛

知

用

水

の

ょ

う

な

総

合

的

.

多

：目

的

な

運

河

建

設

.

 ̂

V 

- -■ 

-
V
- 

:

,

.

/
 

■: 

.

:'『

農
林
公
共
事
業』
の
う
ち
：で
は
、.「

農
業
土
木」

.は
、
灌
溉
、_
排
水
等
の
た
め
の
±.

干
拓
、.
開
墾
事
業
で
あ
.る
か
ら
、
明
ら 

か
に
農
業
生
産
の
允
め
の
労
働
手
段
の
建
設
と
い
え
る
。
、r

農
*

災
«」

は
、■

右
の
扑
う
な
内
容
の
.労
働
手
段
の
復
旧
土
木
工
事
で
あ
る
。

「

#
 

道」

：お
ょ1

5
:
:「

林
道
炎
害」

：
は
、
.ヾ
明
ら
か
に
、
奮
関
係
の
生
産
活
動
.の
延
長
と
し
て
：の
輸
送
手
段=

労
働
手
段
の
構
築
'•

復

旧

と

考

え

ら

れ

る

。

.以
上
の
合
|1
*
:は
、

ー
〇
九
、四
九

三

(
百
万
円)

で
あ
る
。，

：：.
ブ
パ
^̂ 

.
■
.
,;
..
'

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

, 

. 

' : 

■

■■
.;
'

■■」

.

■

.

 

.
■
. 

.

,

.

 

'

*

.

:
:{2
)

-

広
義
の
輸
送
手
段
と
し
て
機
能
す
る
も
の
の
構
築
.
•復
旧H

事
。
.
：

.

.

こ
こ
に
ふ
ズ
ま
れ
る
の
は
>『

非
農
林
公
共
事
業』

:
の
う
ち
の
':「

道

路」

、
；
：

「

港

湾」

、「

空

港

：

」

：
の

構

築

の

小

計
.一.
八

五

、
1

八

〇(

百
万
円

)

.
と

、 

「

災

害

復

旧

」

，
の

う

ち

、
'
こ
れ
ら
の項

..

目
の
部
分
の
小
計1

1
五
'
V

H

P七
.(

百
万
円)

と
を
合
計
し
た
.
ー
ー

」

〇

、

四

八

七

(

百
万
円)

で
あ
る
。

■

(3
)

ン
そ
の
他
の
構
築
‘
.，.復

旧

エ

事:0
::
^̂

'『

非
農
林
公
共
事
業』

の
う
ち
、
.
海
■岸
堤
防
を
行
な
う「

海
岸」

、
公
園
造
築
を
中
心
と
す
る「

都
市
計
画」

、「

災
害
復
旧」

の
な
.か

の「

鉱
害 

復
旧」

は
、
生
産
的
活
動
の
た
め
の
労
働
手
段
と
い
う
機
能
を
ほ
と
ん
ど
も
っ
..て
い
な
い
.こ

と

は

明

ら

か

で

あ

る

が

、
.
分

類

上

不

明

確

な

内

容

な 

:の
で
、
(3
)

の
な
か
に
入
れ
た
。
こ
れ
ら
は
合
計
ニ
三
、
六
ニ
六(

百
方
円
> 

で
：あ
る
。
:

他
方
、『

農
林
公
共
事
業』

.の
う
ち
.の「

「

治
山」

_

お
.ょ
び
.「

治
山
災
害」

..
'
.
-
—

計

'
三
'
:
ニ
ニ
0
^
^
 ̂

生
産
的
な
林
業
に
お



n —鉍 表 「その他の建設」の内わけの推計

機能種類別分類

①

①
③
f O 31,351 
< e 20,640 
I © 9,892

f O 64,373 
\ 0 10,132 
(.© 39,938 
/ 0180,676 
1 G 22,196

電 源 開 発

水 道

/ 上 水 道  

1下 水 道

土 地 造 成

坑 道 建 設

その他の土木建設 

fその他の土木 

j その他0 建設

Iガ ス

「基本表部門 

「その他の建設J

「その他の建設
爪生産活動のための労 
U働宇段の土木‘建設

②P i ，信手段の土

③その他

(100万円）
872,219

528,860

230,417 

112,944

(%)
100.0
60.6 .

26,4

12.9

(備考）「建設部門分析用産業連関表作成報告書第！篇」 p. 56ょり作成。

下段の表は上段の表の数字を機能種類別に整理し，まとめたものである

②

②

②

②

③

0

②

②

①
3)

:

#

鉄
.
鉄

、
 

鉄

鉄

話

発

道

.
:

話

対

.
繕
：

電
開

V 

-
-
-
下 

- 

軌 

'電
•
失

.

.

.

.管
原
.

需 

修

-

道
■国
_
私
地」

信

般
' 

.国

私

：
電

，
.
電 

鉄

.

電

一

大

 

；

.

.

.

日
本
資
本
主
義
の
洱
生
産
構
造
分
析
試
論
：

け
る
労
働
手
段
の
構
築
.

復
旧
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
#:
'
.は
不
明
で
お
る
の
で
(3
)

に
入
れ
た
。

以
上
の
検
討
を
ま
と
め
る
と
、
、

「

公
共
事
業」

(

基)

全
体
の
う
ち
、
(1
)

生
産
的
労
働
手
段
の
構
築
«

復
旧
エ
事
は
、-
西
九
‘
四
％
、

ニ
四
一
、
 

八 

一
.ニ 

(

百
万
円)

、.
⑵
広
義
の
輸
送
手
段
の
.構
築
.
復
旧
工
事
は
、
四
三
，
〇

％

、

ニ

ー

〇

、

四

八
七

(

百
万
円)

，

⑶
そ
の
他
の
構
築
•

復
旧
エ 

事
は
、
' 
七
.

五
％
、
三
六
、
八
四
六(

百
万
円)

と
な
る
。

(

第
2
,表
下
欄
参
照) 

：

.

.

/

:

こ
の
分
類
は
、
推
計
上
不
明
確
な
点
も
ふ
く
ん
で
い
る
が
、「

公
共
事
業」

(

基)

部
門
の
再
生
產
構
造
の
位
置
づ
け
を
#

え
る
う
え
に
、

一
つ 

の
参
考
資
料
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

V 

. 

' 

㈢

■■

• 

. 

 ̂

- 

:
,「

そ
の
他
の
建
設」

(

基)

は
、
す
で
S

た
ご
と
く
、「

土
木」

.

i
i
)

の
A

額
"

「

固
定
資
本
形
成」

額
の
.う
ち
の
六
三
.

九
％
を
し
め
る
巨 

大
な
部
門
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
だ
げ
く
わ
し
い
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

.

■,
 

■ 

‘ ： 

- ■ 

. 

, 

r 

•

.

. 

.
■ 

■ 

• 

• 

- 

- 

.

.

. 

■

.
⑴

生
産
活
動
に
.お
い
て
労
働
手
段
と
し
て
機
能
す
る
と
み
な
さ
'れ
る
も
の
の
建
設
。
 

•

こ
こ
に
は
、
発
電
設
備
等
、
電
力
の
生
産
そ
の
も
：の
の
た
め
の
労
働
手
段
の
建
設
と
、，‘
電
力
、
.
水
、
ガ
’ス
の
.輸
送
な
ど
生
産
の
延
長
と

し
て
の 

生
産
物
輸
送
と
い
.う
機
能
を
は
た
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
諸
施
設
.
構
築
物
の
建
設
が
す
べ
て
ふ
く
ま
れ
る
。

ま
ず
、「

電
源
開
発」

の

.-
:

ハ
三
、

一
八
三(

百
万
円)

'
は
、
九
電
力
株
式
会
社
、：
電
源
開
発
株
式
会
社
、
公
営
企
業
の
電
気
事
業
、
お
ょ
び
そ 

の
他
の
電
気
事
業
に
お
け
る
発
電
設
備
、'
送

觀

設

備

、

変

電

設

備

等

の

建

震

の

.
う

ち

の

土

木

工

事

的
な
も
.
'の
を
合
計
し
た
額
、

一
五
九
、
三 

五

六

(

百
方
円)

に
、
日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
、

日
本
原
子
力
，研
究
所
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
お
ょ
び
構
築
物
の
土
木
建
設
費
三
、
八

ニ
匕 

(

百
万
円)

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

こ
の
部
門
は
明
ら
か
に
電
力
の
生
産
•
加
工
と
電
办
生
産
の
延
長
と
し
て
.の

輸
送
の
た
め
の



労
働
手
段
の
迚
設
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
•
て
、「

大
修
鋳」

の
う
ち
め「

爾
源
開
発」

分
、

一
ニ
、
八
六
四(

百
万
円)

も
ま
た
、
 

当
然
か
か
る
内
容
の
も
の
と
し
て
⑴
に
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ゴ
_「

奮

」
：は
、
へ
公
営
企
業
"

準
公
営
企_

の

水

：道

、
下

水

最

の

の

構

築

で

：
あ

る

が

、

こ
の
う
ち
：

Q
:「

上
水̂

は
、.普
通
水
道
、
工
業
用
水
道
、
簡
易
水 

遒
の
た
め
の
取
水
、
：配
水
用
の
永
道
滑
敷
設

t

淨
水
施
設
の
土
木
工
事
、

.お
よ
び
そ
：れ
ら'の
改
良
•
災
害
復
旧
工
事
で
あ
る
？

0

四
九
、
-'

四
三
セ(
百
万
円)

‘
は
明
ら
が
に
、：.：用

水

の

生

産

と

用

水

生

：産

0

延

長
^

し
そ
：の

輸

送

の

：た

め

の

労

働

手

段

の

建

設

と

い

え

よ

う

。

.

ま
た
、
'「

坑
道
建
設」
.

一
九
C

七

：
一
.
§

方
円)「

も
、
.
明
ら
か
に
鉱
業
に
：お
け
る
生
產
お
よ
び
生
産
の
延
長
と
し
て
の
生
產
物
輸
送
の
た
办
の 

労
^

^

段
■
の
建
設
と
い
う
こ
.

(

.と
が
で
き
よ
う
ゾ
'

- 

そ
つ
I

「

土
地
造
成』

の
5

さ
れ
る
も
の
の
推
計
は
困
難
で
あ
.る
。’
ァ
ク
テ
'ィ
ビ
テ
ィ
.•
：-<

丨

ス

で

な
く
V

,

企
業
べ
ー
ス
の
産
業
分
類
別
の
統
計
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
利
用 

す
る
と
、
.製
造
業
に
属
す
る
企
業
の
行
な
っ
た
.「
±

地
造
成」

エ
*

が
全
#

の
四
7\
.

五
％
に
あ
た
る
三
〇
、
0

三
.八
';
-(

百
万
円)

で
あ
る
。
こ 

れ
は
工
場
用
地
の
造
成
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ
.に
農
林
.
•
.漁
業
*'

水
産
業
に
属
す
る
企
業
の「

土
地
造
成」

一■ -.
三
一
三(

百
万
円)

を
く
わ
え
た

合
計
三
.一
、
三
五
一
{
百
万
円)

、：

全
体
.の
五
〇

•
七
%

が
：、
生
産
活
動
の
た
め
の
労
働
手
段
的
な
土
地
の
造
成
エ
事
と
み
な
さ
れ
る
。

' 

. 

• • 

.

.

「

土
地
造
成」

は
、
資
本
金
一
、
〇
〇
〇
万
円
以
上
の
営
利
法
人
の
土
地
造
成
、
!̂

良
.エ
事
投
資
額
.の
推
計
額
、
，五
一
、.
四
五
.三

(

百
万
円)

か
ら
、

「

そ
.
の 

他
の
建
設」

/
の
な
か
の
他
の
諸
部
門
に
ふ
く
ま
れ
：て
い
る
■ 
.

「

鉱
業」

、「
電
気
，

•

ガ
ス」

、「

民
公
営
鉄
道」

'
に
よ
る
部
分
を
控
除
し
た
う
え
.で
* 

.

「

住
宅
公
団」

.

に
よ
る
も
の
ニ
、
二
三
〇

(

百
万
円)

.
と
、
地
方
公
営
企
業
の
港
湾
整
備
.事
業
に
よ
る
も
の
一
六
、
六
〇
九

(

百
万
円)

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
推
計
の
も 

と
に
な
っ
た
-»

法
人
企
業
投
资
実
績
統
計
調
査
報
告」

は

、
.

企
業
べ
ー
ス
の
産
業
分
顏

.に
な
っ
て
い
る
。
本
文
で
利
用
し
た
の
は
、
こ
の
統
計
に
も
と
づ
い
て 

推
計
し
た
前
出
.「

報
告
書」

の
資
料(

七
三
頁)

.
で
あ
る
。
.

パ

'

な
お
地
方
公
営
企
業
の
港
湾
整
備
事
業
分
一
六
、
六
〇
九

(

百
万
円)

の
な
か
に
は
、
土
場
誘
致
の
た
：め
の
埋
立
て
工
事
、
港
湾
工
事
等
、
生
産
活
動
の
た 

め
の
労
働
手
段
の
生
産
と
ぃ
ぅ
内
容
の
も
の
が
か
な
り
ふ
く
ま
れ
て
ぃ
る
と
思
ゎ
れ
る
が
、
そ
_の
推
計
は
不
可
能
で
ぁ
っ
た
。

^

 

^

 

^
 

「

土
地
造
成」

と
同
様
、「

製

議
」

、「

農
林
•

議

•
水
産 

業
/

に

属

す

る

諸

る

獲

s

i

分
を
推
計
す
る
と
五
七
、
四
九
‘
一.

(

百
？

と

な

り

、
，
こ

れ

に

ぶ

関
係
の
受
託
囊
費
六
、
八
八
ニ
..(

百
万
円)

を
加
え
た
合
計
六
四
、
i

一(

百
万
円

)

、
全

体

の

五

六

ニ

ー

 

％
が
：、
•
.大
体
、
生
産
活
動
の
た
め

の
労
働
手
段
の
建
設
と
み
な
し
て
ょ
い
と
.思
■わ
れ
る
。
 

-

/ 

- 

. 

■ 

■ 

' 

• 

■ 

■

. 

- 

.

.

.
 

.

か
^ >
^

、

「

土
^

^成
：！

，
と

同

様

資

本

金

一

、

〇

〇

〇

万

円

以

上

の

霖

法

人

の

構

築

物

工

事

.総
額
の
推
計
額
一
一
三
一
、
入

四

九

(

百
万
円) 

r
b
H
J

也
^

L

民
么
営
■

関

係

の

義

分一 .

五
八
、
こ
九
i

百
万
円>

:

を
I

し
た
も
與
中
央
政
府
に
ょ
.る
も
の
、

一
ニ
、
三
三
一

■'
.il
l

•方
么
ま
団
体
の
農
林
土
木
関
係
の
受
託
車
業
費
六
、
八
八一
.

一(

百
万
円)

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
，

、

• 

-

>.

. 

> 

.

.

.

.

.

.

. 

. 

.

, 

.
 

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

. 

• 

_ 

. 

. 

' 

' 

V 

' 

• 

. 

. 

- 

.

.

. 

.
• 

. 

. 

• 

' 

* 

' 

- 

'
;

;
- 

.

-

-

.

. 

.

.

.

•

•
 

+
•
+
.
.
.
.
•
. 

- 

. 

.

^

八
七
I 

s

万
円)

に
も
の
ぽ
る
巨
大 

ガ
'

こ
の
内
容
は
、
機
械
器
具
等
の
設
置
'に
と
も
な
ぅ
エ
事
.お
ょ
び
機
械
装
霧
の
.現
場
姐
.立
て
^
^
 ̂

く
わ
し
い
内
ぎ
を
み
る
と
、
 

電
気
■

三
：四
:'
1
ニ
八
八
.

|

円)

‘

三

五

ニ

四

(

百
方
円)

、
築
炉
工
事 

一
ニ
、.
七
九
六(

百
万
円)

、
昇
降
設
備
工
事
五
五(

百
万
円
X
機
械
器
具
工
事
一
〇
〇
、
：四
〇
七

(

百
万
円)

、
 

そ

の

他

の

醫

工

事

八
0

1
一
一
〇
雾E

Z
)

で
あ
る
。
こ
の
ぅ
ち
の
電
気
通
信
尊
襲
工
事

(

②
に
入
れ
る)

：
ち
の
ぞ
け
ば
、：
全

体

の

半

分

を
 

し
め
る
機
f

具
S

を
は
じ
め
、
生

た

め

Q

露

手

段

の

讓

と

み

字

べ
I

Q

が
f

ん
ど
と
思
わ
れ
.る
。
そ
i

f

、'
震
 

通
雪
号
装
置
エ
事
を
の
ぞ
い
た
部
分
の
計
一
八
〇
、
六
七
六(

戛

円)

を
生
產
的
な
労
働
手
段
の
建
設
エ
|

:

し
て
計
丰
る
，

':'

、
も
材
cs
u

m

に
つ
L

て
は
た
と
え
は
エ
レ
べ
丨
タ
、
ユ
ス
ヵ
レ
I

タ
、
工
場
用
ク
レ
丨
ン
、
諸
電
気
器
具
等
が
、
最
初
か
ら
讓
物
の
一
I

部 

ノ
日
本
資
本
^

f

のs
s

m

試f
に
は
ふ
く
ま
れ
な
い
で
、「

非
住
宅
新
諸」

(

基)
「

住
I

謹

」

I

の
な
か
へ
入
っ
て
い
く
こ
と
に
y

v

:

:

.
’ 

.

:•.

.

. 

九

九(

八
九 j

)



'

い
る
。
じ
た
が
0

て
当
該
項
目
に
ふ
く
ま
れ
る
の
は
、
建
物
と
は
別
個
に
独
立
：の
存
立
形
態
を
と
っ
.た 

あ
く
ま
で
も
土
木
工 

的
な
も
の
：に
限
ら
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

'
, 

.

'■
/

.

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
機
械
器
具
等
'0
'

設
置
に
と
も
な
.ぅ
エ
事
お
よ
び
機
械
装
置
等
の
瑰
#/

砠
立
て
エ
事
と
い
わ
れ
るr

そ
の
他
の
建
築
.

」

の
内
容
が
、
主
と

.:

し
て
、
生
産
活
動
の
た
め
の
機
械
装
置
の
す
え
つ
け
、
大
規
模
な
電
気
工
事
等
を
中
心
と
し
た
も
め
で
あ
る
こ
.と
が
推
測
さ
れ
る
。

.

.

.

.

. 

.

.

.

.■
 

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.. 

.

.

.

.

.

. 

• 

.

最
後
に
、「

そ
の
他
め
土
木
建
設」

の

な

か

の

r

ガ
ス」

，(

ガ
ス
.配
管
工
事)

.

の
七
、：
八
〇
五
.

(

百
万
円)

も
、

ガ
ス
の
生
産
の
延
長
と
し
て
の
輸 

送
手
段=

労
働
手
段
の
建
設
と
考
え
ら
れ
る
。

......
:

■

'

;
; 

. 

: 

' 

. 

■ 

V
.

 

. 

■

.
⑵

広
義
の
輸
送

•

通
信
手
段
と
し
て
機
能
す
る
も
の
の
建
設
。

:\
 

.

.

. 

.

.「

国
鉄」

、「

私
鉄」

、「

地
下
鉄」

の

「
銑
道
軌
道」

建
設
、
'
七
九
、
:
一
 

三
0

(

百
万
円)

と
.、■
こ
れ
ら
の「

大
修
繕」

ニ
七
、

一
六
六(

百
万
円) 

と
は
、
⑵
に
属
す
る
0

|

众
お
念
の
た
め
に
い
え
ば
、「

鉄
道
軌
道」

建
設
の
た
め
め
土
地
買
収
費
は
こ
こ
に
は
ふ
.く
ま
れ
な
い
。
へ
ま
た
、
鉄
道

関

係

の

：建

物

の

「

建

築

、_:機
械
器
具
の
十
え
つ
け
エ
事
も
ふ
く
ま
れ
て
い
な
い
_。)

ハ
'

. 

'

. 

.

.
 

'.
.

「

電

信

電

話

」

は

、

電

信.'
電

話

施

設

の

ぅ

ち

の

土

木

工

事

的
と

み
ら
れ
る
電
信
電
話
線
路
：の
施
設
お
よ
び

特
別
専
用
施
設
の
構
築
で
あ
る
0.

と 

れ
ら
も
ま
た
'.

生
産
活
動
、：
サ
ー
ビ
ス
活
動
、
軍
事
的
活
動
、
個
人
的
利
用
等
、
.
多
様
な
.機
能
，を
ば
'た
じ
、
.そ
れ
ら
の
.区
別
は
不
可
能
.で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、「

電
信
電
話」

と
そ
の
.「

大
修
織」

と
の
計
七
ー
、
1

五

三
(

百
万
円)

'
は
、.
2
に
入
れ
た
。

:

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

-

■
ま
た
、「

土
地
造
成」

の
ぅ
ち
、「

地
方
'̂

営
企
業」

の
港
湾
整
備
事
業
に
；よ
る
一
六
、
六
〇
九
.

(

百
万
円)

と
、
.「

民
間
運
輸
通
信
業(

鉄
道
を 

の
ぞ
く)」

の
企
業
に
よ
る
も
の
と
推
計
さ
れ
る「

土
地
造
成」

因
、
.◦
三

一

(
百
万
円)

、
計
.ー
ー
〇
、

六

四
0

.(

百
万
円)

.
と
は
、
輸

送

•
通
信
関 

係

の「

土
地
造
成」

と
み
な
し
て
、

(2
)

に
入
れ
た
。.
こ
れ
ら
は「

土
地
造
成」

総
額
の
三
三
*'

四
％
に
あ
た
る
。

.

「

そ
の
他
の
土
木
し
の
な
か
の
.

「

民
間
運
輸
通
信
業

'.(

鉄
道
を
の
ぞ
く)

」

_に
よ
る
も
の
.と
推
計
さ
れ
る
1

〇
、

一
三
ニ
.
.

(

百
万
円)

と

「

そ
の
他
の

忽紘料发從说̂ ぬぬな?、:ぬW浓ェ卻は•て.^::ぬ̂;

建

設」

の

な

か

の

「

電

気

通

信

信

号

装

置

工

事

」

一
一
一
一
、
.

一

九

六

雾

円

)

も
.、
'
広
義
の
輸
送
•

通
信
手
段
関
係
の
土
木
建
設
で
あ
る
。

.

⑶
.

そ
の
他
。

• 

V

 

.
,'
.

,

.

■

 

- .
へ 

.

「

水
道」

の
う
ち
の「

下
水
道」

の
一
八
、
四
八
八(

百
万
円)

は
、
下
水
道
終
末
姐
理
場
施
設H

事
と
下
水
用
配
管
工
事
.
で
あ
る
が
ノ
エ
場
、
 

店
舖
、
住
宅
等
種
々
の
下
水
処
理
で
あ
る
た
め
、
分
類
上
不
明
の
.な
か
に
い
れ
ざ
る
を
え
な
い
。

.

.「

土
地
造
成」

，.
の
う
ち
⑴
⑵
に
分
類
し
な
か
っ

た
九
、
..八
九
ニ 

(

募

円

)

は

、「

建

設

業

」
「

卸

売
.'

小
売
業」

、「

金
融
保
険
業」

、「
不

靈

業」 

に
属
す
る
企
業
に
よ
る
も
の
と
、.
.

「

住

宅

公

団

」

に

よ

る

も

の

で

あ

る

。

宅

地

造

成

は

、
.住

蓮

築
と

む
す
び
つ
い
た
耐
久
消
費

手
段
の
た
め
の 

生
産
と
し
て
分
類
寸
べ
き
で
あ
る
が
、
僅
少
で
あ
る
の
で
分
類
せ
ず
、
.

以

上
.€
)

も
の
，す
べ
て
を
(3
)

の
な
：か
.に
入
%

て
お
い
た
。

.「

一
般
失
対」

三

九

〇
〇
〇
.(

百
万
円)

は
、
地
方
自
治
体
の
失
業
対
策
費
か
ら
、
扶
助
費
、
補
助
費
等
の
出
資
金
お
よ
び
貸
付
金
を
控
除
し

た
分_

す
な
わ
ち
実
際
の
建
設
• 

土
木
事
業
に
あ
.て
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
が
，
こ
れ
が
い
が
i

内
容
の
建
設
• 

土
木
で
あ
.る
か
は

不
明
で
あ 

る
。

.

「

そ
の
他
の
土
木
建
設」

.の

う

ち

の「

そ
の
他
の
土
木」

の
な
か
で
、「

建

議

」

、
.「

卸
売
.
•
小
売
業」

、「

金
融
保
険
業」

、
-,

不

靈

業」

、「

サ 

•1

ヒ
ス
業」

に
属
す
る
企
業
に
よ
る
も
の
は
、
⑴
⑵
に
入
ら
な
い
し
、「

中
央
政
府」

、「

地
方
政
府」

、r

地
方
公
営
企
業」

に
よ
る
部
分
は
内 

容
が
不
明
で
あ
る
の
で
、
.以
上
の
合
計
三
九
、
九
三
八
.(

百
万
円)

を
⑶
に
入
れ
た
。

こ

の

「

中
央
政
府」

に
よ
.る
；
ニ
ー
、

三

三

一
.(

百
万
円) 

の
な
力
に
は
自
衛
隊
の
軍
事
的
施
設
の
.土
木
建
設
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
.と
.

思
わ
れ
る
し
、r

地
方
政
府」

に
よ
る
一
七
、
九
五
五(

百
万
円)

の
. 

な
力
に
は
エ
場
誘
致
の
た
め
の
土
木
建
設
が
ふ
く
ま
れ
て
ル
る
が
ブ
統
計
上
推
計
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
か
か
る
内
容
の
土
木
建
設 

は
三
五
年
以
降
に
お
い
て
も
、
拡
大
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

:

最

後

に
.「

特
需」

五
、
六
ニ
六
：(

百
万
円)

は
、
外
国
駐
留
軍
関
係
の
土
木
‘

建
設
で
あ
る
か
ら
、
主
と
し
て
.軍
事
施
設
の
建
設
で
あ
る
。
こ 

の
.点

自
衛
隊
の
施
！̂

建
設
と
と
も
に
、
軍
事
的
施
設
の
生
産
と
し
て
分
類
す
べ
き
.で
あ
る
が
、
慕
隊
関
係
の
推
計
が
で
き
な

か
っ
た
し
、



「迤本表」 

部 門

.. • ■ • ■ 

p調整作業表』部門

⑴
A 額 

(loo 万 m

⑵
良部門内

_販 . ，売
(100万円）

/Q)

消毀支出

(100万円）

(4)
固定资木 
形 成
(100万円)

(5)
(4)

⑴— ⑵

事務;]1機械

广 事 務 用 機 械 』 

U 事務用機械修现』

32, 535 

29,720 

2,814

1,180 

1,177 

0

343

343

23.234

23.234 

0

81.4 注 1 

0

100. 0 

31.9 注 2

78.4  注 3

0

m 密機械

化 学 機 器 』 

f度量衡器• 計量器』 

F医 療 機 械 』 

m 生 材 料 』 

密機械.修理 i

82,510 

6,899 

49,269 

8,176 

9,456 

8,710

10,758 

3,745 

6,278 

683 

0 

0

9,545

. 2,262 

146 

7,137 

0

22,755 

3,155 

13,730 

5,870 

0 

0

光学器具
へ. - ；. . ■ -- . 

" : 64,380 11,597 19,472 5,616
p  メ ラ 』 19,463 7,769 7,757 3,925 33.6 ;
『その他の光学機械』 14,666 2,770 3,153 1,691 14. 2 注 4
『写 真 感 光 材 _ 』 28,754、 0 7,244 0 0

-- -------- ---------------^
t『光 学 器具修理』
一…..... . く，'~：― ~ --；------- ---：―

1,496 0 1,336 0 0

注 1 このほか，『事務用品1 へ9 .4 % ，「政府消費丄へ6 .ly。入ってゆく。

雄2 このほか, . 「その他の建設:J へ 11.,7 %, .「一般庠業機械および装置」へ 10.0% ， Pその

他の光等機辦』へ7, 8 % , 「産業機械j へ7 .4 % , 『電気計測器』へ4, 7 %，「原動機 .

ホイラ- J へ2. 6%，「工作 • 金属加工機械j へ2. 3 % , 種々の部門へ若干ずつ販売さ 

れる。 .

注 3 このほか, 「医療J へ 19, 6%販売される。 ’

注 4 このほか，「教育j ベな4 . 0 % ,『カメラ』へ 8,9%販売される。

n — 2 5表 そ の 他 の r固定资本」関係の生産部門

浴：?ぬA ' W ぬ 技 、,

日
本
資
本
主
義
(0

再
坐
摩
構
造
分
析
試
論:

化
学
関
係
の
生
産
工
程
で
労
働
手
段
と
し
て
機
能 

し
、
ど
九
だ
け
が
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
使
用
さ
れ
る
の 

か
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
%

度
量
衡
器
•

計
量
器』
は
、.「

A

額—

.
■'
.

自
部
門
内
販
売」

額
の
三 

一
.
•九
％
し

か「
固
定
資 

本
形
成」

に
な
ら
ず
、

大
部
分
は
、
機
械
関
係
の
生 

産
諸
部
門
お
ょ
び
建
築
•
土
木
関
係
の
部
門
に
入
っ 

■
て
い
.く
。，
し
か
し
、
他
部
門
へ
販
売
さ
れ
る
こ
の
額 

.
の
か
な
り
の
部
分
.は
、:

単
価
が
安
い
た
め
に「

固
定 

資
本
形
成」

に
な
ら
な
い
だ
け
で
あ
っ
て
、
実
際
に 

■'
.

は
、
■.諸
生
産
部
門
で
〃J 

.種
：の
労
働
手
段
と
し
て
機
能 

シ
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
と
思
^

れ
る
0

.『

医
療
機
械』

'.
.
.は
、へ
そ
の
.「

A

額
丨
自
部
門
内
販 

へ.
売」

，.
額
の
七
八
四
％
が固定資本形成となる部 

ベ

門
で
あ
る
。
し
：か
^

、
内
容
的
に
み
れ
ば
、
こ
れ
は 

，
労
働
手
段
と
し
て
生
産
過
程
で
機
能
す
る
の
で
は
な 

く
、
医
療
サ
ー

ビ

ス

部
門
で
使
用
さ

，

れ
る
耐
久
的
設 

備
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
ガ
I

ゼ
.

1
〇

三

(

八
九
五)

.

三
五
年
度
で
は
、
な
お
僅
少
で
あ
る
の
で
、
⑶
の

「

そ
の
他」

に
入
れ
て
お
い
た
V
 

、
 

,

以
：上

の

検

討

を
.ま
と
め
る
.と
.、「

そ
の
他
の
建
設」

(

8

部
門
の
.う
ち
、
(1
)

生
產
活
動
に
お
け
.る
労
働
手
段
の
建
設
.は
、
全
体
め
六
〇.

六
％
、
 

ー
五
.ニ
八
、
八
六
〇(

百
万
円
^

く
⑵

広

義

の

輸

送

入

通

信

手

段

の

建

設

は

フ

こ

ー

六

彳

四

务

ド

ニ

―

^
ド

四

プ

u

-r
-A
%

、
.

2
^

：

«

之
の
構
成
は
、.
.
.

「
公
共
事
業」

.：：：

(

基)

ふ
部
門
の
場
合
と
同
様
、
推
計
上
..不

明

確

な

点

も

ふ

く

ん

：

で
：；

い
る
が
、

き.わ
め
て
，巨
大
な「

そ
の
他
の
建

設

」

(

基)

部
門
の
性
格
、：，
こ
.れ
に
ょ
る
関
連
諸
生
産
部
門
に
た
.い
す
る
生
産
.誘
発
等
を
考
え
て
い
く
う
え
に
、

一
定
の
意
味
を
も
つ
も
の
と
思
わ
れ

3

0

7
 . 

-

:

,
 

'

. 

.

.

.

,

■

.

.

 

■ 

- 

.
*. 

: 

.

(5
)

そ

の

他

.'

:

-:

'
. 

、
‘•■
.
-

■

.以
上
で
考
察
し
た
諸
部
門
の
他
に
、
広

義

の「

固
定
.資
本」

関
係
の
生
産
部
門
の
う
ち
、
機
能
.の
木
明
確
な
.も

の

に

つ
い
て

.
若

干

一

一
一
日
及
す
る
必 

要
が
あ
ろ
う
。

.

■ 

V 

'.

ン
,

:

『

事
務
用
機
械』

は
、
計
算
機
、
金
銭
登
録
機
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
.複

写

機

、

タ

イ

ム

レ

コ

ー

ダ

ー

、

.
計
算
尺
、
そ
ろ
ば
ん
、
か
ら
な
り
、「

A
 

額
丨
自
部
門
内
販
売」

額
の
八
一
.
四
％
が
窗
定
資
本
形
成

」
.
と
な
る
。.
こ
れ
ら
は
、
«

容
的
.，に
み
て
、
：労
働
手
段
と
し
て
機
能
し
な
い
部
分 

の
方
が
多
い
と
推
測
さ
れ
る
.が
、
：クC-
の
正
確
な
内
わ
：け
は
不
明
で
あ
る
。： 

•
 

「

精
密
機
械」

(

基)

部

門

忙

は

、

機

能

の

異

な

る

種

；々

の

部

門

が

ふ

く

ま

：れ

‘て
.い
る
。
こ
,,
>
•

」

に
は
、
ま
っ
た
く
機
械
と
は
い
え
な
い『

衛
生
^
 

料』

.

(

ガ
ー
ゼ
•
脱
脂
綿
•
繃
帯)

が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
、
単
価
が
安
：い
.た
.め
.に
.

「

固
定
資
本
形
成」

に
入
ら
な
い『

度
量
衡
器•

計
量
器』 

:が
:±

き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
こ
と
と
の
た
め
に
、
，

「

固
定
資
本
形
成」

部
分
の
比
率
が
低
い
。,

し
か
し
、
内
容
的
に
み
る
と
、『

理
化
学
機
器』 

は

「

A

額—

自
部
門
内
販
売
額」

.
の
一
〇
〇
％
が
..「

固
定
資
本
形
成」

：に
.な
る
部
門
で
：あ
る
。
た
だ
し
こ
の
理
化
学
機
器
の
う
ち
、
ど
れ
だ
け
が



脱
脂
綿
•
編
帯
等
か
ら
な
る『

衛
生
材
料』

ほ

『

医
療
機
械』

.
と
関
連
し
^

、
：
こ
冷
I

密
機
械」

：：に
分
類
さ
れ
た
.も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
再
生 

産
構
造
に
お
げ
る
位
置
も
儀
能
も
、
全
く
：r

精
密
機
械
,-

と
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
.
.

『

衛
生
材
料』

を

「

精
密
機
械」

(

基)

.
へ

入

ー

れ

る

こ

と

自 

体
誤
り
で
あ
ろ
う
。
：：

最
後
.：に

「
光
学
器
具」

(

基)

は

.：前
稿
の
消
費
手
段
生
産
部
門
の
検
3
3
に
お
い
て1

^

と

り

あ

げ

：た

)(

前
稿
五
九
頁
参

照

)

が
、
.「

固

定

^
本
孩 

成」

.

と
な
る
部
分
も
若
干
あ
る9

で
、
再
び
ふ
れ
て
お

く

。：

『

ヵ
メ
1フ』

,
は

「

A

額—

自
部£

：

内
販
売」

め
ー
ー
一
三V

六

％

が

、

『

そ
の
：他

の

光

学 

機

械』
「

は

，一

四

• 

ニ
%
が
固
定
資
本
形
成
に
入
っ
て
-1
'
く

。

こ
れ
ら
の
う
ち

若
干
の
部
分
は
、
印
^

等
の
労
働
手
段
と
し

て

機
能
す
る

は

ず

で
 

‘あ

る

が

大

啬

么

は

映

画

や
V

医
療
な
ど
の
サ

ー

ビ

ス
業
の
耐
久
的

設
備A

J

し
て
機
能
す
る
も

の

と

思
わ
れ
る
。
な

お

，

「

光
学
器
具」

(

基)

に
、：『

写
真
感
光
材
料』

が
入
っ
て
い
る
が
'

こ
れ
も
、
関
連
あ
る
も
の
：と
は
い
え
、
機

械
..

;
器
具
と
は
厳
に
区
別
す
べ
き
も
の
で
あ

り

、

「

精
密 

.
機
械」

の
な
か
の『

衛
生
材
料』

と
同
様
、
部
門
分
類
上
、
き
わ
め
て
不
合
理
な
も
の
と
.い

れ

ね

ば

な

ら

な

い

。

(『

写
真
感
光
材
料

』

は
、「

光
学
器 

.
'具」

.
の
う
ち
、
か
た
り
の
比
重
を
し

め

る

が
、
こ

の
三
五

.-

.

一
 

％
は

『

映
画』

へ
、
' 
一
二

ハ
•

六
%

は

『

そ
の
他
の
対
個
人
サ
丨
ビ
ス』

へ
販
売
さ
れ
、
ニ
五
ニ
ー
％ 

が
直

接

麗
さ
れ
る
。「

光
学
器
具」

(

基)

全
体
と
し
て
み
る
と
、
直
接
消
費
さ
れ
る
も
办
の
比
率
も
、「

固
定
資
本
形
成」

と
な
る
も
の
'の
比
率
も
、
低
率
で
あ 

る
が
、
そ
の
.
.一
因
は
.こ
う
し
.た
.
.と
こ
ろ
に
.あ
る
>)

.

. 

■

5
 

.

.

.

.

. 

.

.

. 

.

.

.

な

お

第
1,
2

表
以
外
で
は
、『

特
殊
産
業
機
械』

の
七
、.
.

1.

七
一
'(

百
万
円)

(

国
内
生
産
額
の
み)

が
.、,'
娯
楽
器
、
販
売
機
等
の
商
業•

サ
ー
ビ
ス 

用
機
械
で
あ
る
。(

本
文
七
三
頁
参
照)

:

r
.
:丨

：

.

.

 

.

'

一

■
. 

.

 

.

.

.

,

■

. 

.

.

. 

. 

. 

.. 

. 

.
.
.

付
記
本
稿
は
、
昭
和
四
〇
年
度
、
慶
応
義
塾
学
事
振
興
助
成
金
に
ょ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
 

.

ア

ダ

厶
•

ス

ミ

ス

と

エ

ド

マ

ン

ド

•
パ
丨

ク

(

三

)

. 

' 

- 

ノ

I

そ
の
社
会
観
と
経
済
思
想
を
め
ぐ
っ
て

_

I

' 

•
-

.

 

ノ

白

井

.

厚

.

.
 

' 

、： 

.

 

.

 

1
、

二
人
の
交
友 

•

ニ
、
0

'

ヒ
ユー

ム
の
ニ
つ
の
1

補
論
1

W

.
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
の
パ
丨
ク
観

(

以
上
五
五
卷
三
号)

三
、

J
 

• 口
ッ
ク
に
お
け
る
国
家
論
の
原
型 

-
- 

四

D

•
ヒ
ュ
ー
ム
に
お
け
る
保
守
主
義
と
近
代
性 

五
、.
<

:

.ス
ミ
ス
.
に
お
け
る
歴
史
と
国
家(

以
上
五
五
卷
ー
ニ
号)

J

T

:

;

! S
.

.

• 

.

、
’

前
二
回
I

ぃ
て
、
ヒ
ュ
丨
ム
に
は
、

.

ス
ミ
ス
に
つ
な
が
る
重
商
主
義
批
判
、
新
し
い
社
会
体
制
の
認
識
と
い
う
面
と
、

パ
I

ク
に
つ
な
が
る 

便
宜
主
義
、
既
成
秩
序
の
尊
重
と
い
う
ニ
面
が
あ
る
こ
と
、
ロ
ッ
ク
の
国
家
論
は
、

.
国
家
の
成
立
に
■つ
い
て

内
因
説
と
外
因
説
が
あ
り
、
ま

た

国 

家
の
目
的
は
私
有
財
産
の
保
持
と
公
共
の
利
益
の
一.
一
つ
が
あ
る

こ
と
、
' 
ヒ

.ュ
丨
ム
の
国
家
論
は
ノ 

ロ

ッ
ク
と
同
じ
ょ
う
に
内

麗

と

外

麗

が

あ 

る

力
:■
•

全

体

主

義

的

な

性

格

が

強

く

、
，
統

治

者

の

優

位

を

認

め
て
い
る

こ
^
、

反
抗
権
な
ど
：.を
否
定
し
て
保
守
的
か
弁
護
論
と
な
っ
.て
い
る
こ
と 

ァ
ダ
ム…

、、
ス
f

マ
ン
"

十

£

) 

■ 

5
五

(

八
九
七)


